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　第十四話　インターミッション：先生を休む日







〈五月某ぼう日──快晴〉





　今日はとりたてて何も書くべきことがない、いたって平へい穏おんな一日だった。


　ああ……平和って素す晴ばらしい。


　毎日こんな日が続いてほしいものだ──





　　　　一





　大だい門もん高校史上、類るいをみない未み曾ぞ有うの大だい災さい害がいでありながら、あまりの忌いまわしさのため正式な記録から抹まつ消しようされたその事件は、その日の四時限目に突とつ如じよとして起こった。


　──ゴォン！


　時ならぬ激はげしい物音が近くで響ひびき、三年Ａ組で授業中だった小こ関せき教きよう諭ゆは何事かとドアを開けて廊ろう下かに顔を出した。


「なんだよ、今の？　すんげー痛いたそうな音したけど……おろ？」


　小関は教室の隣となりにある男子トイレの入口に目をとめた。トイレのドアが半はん開びらきになっていて、そこから太い男の腕うでが廊下に出ている。床ゆかを這はうように伸のびているところを見ると、その腕の主はトイレの中でうつぶせに倒れているらしい。


「……こいつは事コ件トだな」


　小関は顎あごの無ぶ精しよう髭ひげをひと撫なですると、トイレの前まで忍しのび足で歩いていき、ゆっくりとドアを開いた。倒れていたのは身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ逞たくましい大男で、薄うす汚よごれたアーミーパンツをはき、着古した革かわジャンを羽は織おっている。上から覗のぞき込むと、大作りでいかにも男おとこ臭くさい精せい悍かんな横顔が確かく認にんできた。その容よう貌ぼうと体格からして、男は二年Ｂ組の担たん任にん教師・南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうに間ま違ちがいなかった。


「誰だれかと思えば南雲のダンナじゃないですか。どうしたんスか？」


　慶一郎を抱だき起こそうとした小関は、ぬるりとした手の感かん触しよくに驚おどろいた。見ると、頭を触さわった手が赤い液体でベットリと染そまっている。小関は慌あわてて教室に戻もどると生徒たちに言った。


「おい、誰かひとっ走り保ほ健けん室しつへ行って、奈な々な子こちゃん──じゃなくて菱ひし沼ぬま女じよ史しを呼んできてくれ！　怪け我が人にんだ……」





　　　　☆





「南雲先生の意い識しきが戻ったって、本当ですか!?」


　昼休み──一人の女生徒が保健室に飛び込んでくるなり、校医の菱沼奈々子に尋たずねた。


　一七〇以上のすらりとした長身に、時代劇のくの一風に高い位置で結むすんだポニーテール。はっきりした凛り々りしい眉まゆと切れ長の涼すずしい目元は、どこか若わか武む者しやの人形を思わせ、美人というよりはハンサムと言った方が当たっている。変わり者の多い大門高校の中でもきわだった存そん在ざい感かんを持つその少女は、二年Ｂ組の御み剣つるぎ涼りよう子こであった。


「あら、涼子ちゃん。さっそく来たわね～」


　珍めずらしく机つくえに向かって調べ物をしていたらしい菱沼は、いつもの笑顔ではなく、少し冴さえない表情で涼子を迎むかえた。


「確かに意識は戻ったんだけどぉ～、ちょっと様よう子すが変なのよ」


「変って……まさか、記き憶おく喪そう失しつになって自分が誰だか分からないとか？」


「それがよく分からない症しよう状じようが出てるのよね～。今、本で調べてるんだけど……本人は奥のベッドにいるから、話してみて～」


「はあ……」


　涼子は要よう領りようを得えないまま、仕し切きりのカーテンを開けて中を覗のぞき込んだ。大門高校は格かく闘とう系けいのサークルが多いこともあってか、保健室には予よ備びを含ふくめて六台のベッドがあり、ちょっとした病室になっている。その一番手て前まえのベッドに、頭に白い包ほう帯たいを巻まいた慶一郎が大きな背中を見せて腰こし掛かけていた。


「南雲先生……頭の怪我、四針はりも縫ぬったそうですけど大だい丈じよう夫ぶですか？」


「──あん？」


　やや不ふ機き嫌げんそうな声とともに振ふり向いた慶一郎は、胡う散さん臭くさいものを見る目つきで涼子の顔をジロジロと眺ながめた。


（……えっ!?）


　涼子はすぐに異い状じようを察さつした。


　普ふ段だんは目や口元にかすかな笑えみを含んでいて優やさしい感じのする慶一郎の顔が、まるで別人のように変へん貌ぼうしていた。目つきは刺さすように鋭するどく、唇くちびるは厳きびしくへの字に結ばれ、全身からは飢うえた獣けもののような険けわしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


「誰が先生だと……？」


　低く響く怒ど気きを含んだ慶一郎の声に、涼子は金かな縛しばりになったように硬こう直ちよくした。


「あ、あの……じ、自分の名前は言えますか？」


「頭を打ったぐらいで、そうそう都つ合ごうよく記憶喪失なんかになってたまるかよ。テレビの見すぎじゃねえのか？」


「でも、一応名前を……」


「俺おれは南雲慶一郎だよ。そう言うあんたは誰だ？　保健委員か？」


「…………！」


　涼子はサッとカーテンを閉しめると、驚きよう愕がくに満みちた顔で菱沼を見た。


「ほら、ね～？　面おも白しろいでしょ～？」


「面白いわけないですよ！　いったいどうなってるんですか!?」


「ん～、脳のうは専せん門もんじゃないからよく分からないけど、これなんかいいセンじゃない～？」


　菱沼は医学書のあるページを開いて、その病名を指ゆび差さした。





　　　　☆





「〈健けん忘ぼう症しよう〉だと……？　どういうことかね!?」


　校長室──菱沼からの電話を受けた藤とう堂どう校長は、受じゆ話わ器きに向かって怒ど鳴なった。能天気な口く調ちようで答えが返ってくる。


『退たい行こう型がただか逆ぎやく行こう性せいだかの健忘症でぇ～、記憶が昔むかしに戻もどっちゃってるみたいなの～』


「それで、具ぐ体たい的てきに彼は自分をいくつだと思っているのかね？」


『歳としは十七でぇ～、自分は先生じゃなくて生徒だって言い張はってるのよ～』


　藤堂は口を半開きにしたままたっぷり数秒間絶ぜつ句くすると、いきなり叫さけんだ。


『菱沼君、睡すい眠みん薬やくを打うって彼を眠ねむらせるんだ！　すぐに!!」


『えー!?』


「とにかく言う通りにしたまえ！　でないと大たい変へんなことに……」


『でもぉ～……もう出てっちゃったしぃ～』


「なにィ!?　そ……それは非常にマズイ！」


　藤堂は菱沼に校長室に来るように言って電話を切ると、自分専用の放ほう送そう機き器きを使ってすべての教室に放送を流した。


『全校生徒及および教師の諸しよ君くんに警けい告こくする！　英語教師の南雲君が事故により正しよう気きを失うしない、現在、非常に危き険けんな状態にある。もし校内で彼に出会っても、決して話しかけたり、目を合わせたりしないようにくれぐれも注意してもらいたい!!　なお、これから名前を挙あげる者は、授業に関係なくただちに校長室に出しゆつ頭とうするように──』





　　　　二





　十分後──藤堂の呼よび出だしに応おうじ、教師と生徒を取り混まぜて十人近い人間が校長室に集まっていた。


「それでは、これまでの情じよう報ほうを整せい理りしてみよう。小関君、頼たのむよ」


「ＯＫ、ボス」


　小関教諭は男子トイレの見み取とり図ずの描えがかれたホワイトボードの前に立ち、説明を始めた。


「事件が起きたのは十一時四十二分。ガイシャはトイレの入口付近に倒れているところを発見されています。身み元もとはすぐに分かりました。南雲慶一郎、二十九歳……都立高校の英語教師です」


　小関はマグネットで慶一郎の写真をボードに貼はり付け、見取り図に描がれた人型の枠わく線せんを指し示じ棒ぼうで示しめした。


「現場の状況からすると、ガイシャは清せい掃そう用よう具ぐ入れから出ようとしたところを雑ぞう巾きんで足を滑すべらせ、ドアの角かどに側そく頭とう部ぶをぶつけたものと思われますね。今〈ビア樽だる〉が周しゆう辺へんの聞き込みに回ってます」


　小関の芝しば居いがかった説明を聞きながら、その場にいる人間は一様に戸と惑まどった表情になったが、その考えはおよそ一いつ致ちしていた。


（ビア樽って……誰のことだ？）


　間もなくノックの音がして、剣けん道どう部ぶ顧こ問もんの弥や永なが教諭が入ってきた。


「三階の各教室を一通り回ってきたんですが、目もく撃げき者しやはいませんでした。現場にもこれといった物はありませんねえ」


（なるほど……そうか）


　堅かた太ぶとりの巨きよ漢かん、弥永の太たい鼓こ腹ばらを見た一同は大いに納なつ得とくして頷うなずいた。


「なんだよ、役に立たねえな……よしジャージ！　お前行って調べてこい」


「勝かつ手てに仇あだ名なをつけるな！」


　部活以外ではいつも黒いジャージの上下を着ちやく用ようしている金かね田だ教諭が抗こう議ぎした。


「校長先生、しつも～ん！」


　一人の生徒がサッと手を挙あげた。慶一郎の担任クラスの生徒であり、学園一の秀しゆう才さいにしてちょっぴりおちゃめな美び少しよう年ねんとの呼び声高い神かみ矢や大だい作さくである。


「この刑事コントはいつまで続くんですか？」


　それは世よ論ろんを代表した質問だった。


「私は知らんよ。小関君に聞いてくれたまえ……それより、南雲君が生徒用トイレにいた理由が問もん題だいだ。彼は何のために職員用ではなく生徒用のトイレに入ったのだ？　そして中で何が起こった!?」


「たぶん着ちやく地ちに失敗したんじゃ……」


「着地ィ!?」


　涼子のもらした呟つぶやきに、全員が一いつ斉せいに疑いの目を向けた。


「御剣君、着地とはどういうことかね!?　何か知っているのなら正しよう直じきに言いたまえ！」


「それは、その……ただの想そう像ぞうで……」


「いーや、聞き捨ずてならんな！」


　小関はスチール製のデスクとパイプ椅い子すを持ち出してきて涼子を座すわらせると、昔の刑事ドラマにつき物のアナクロなデザインの卓たく上じようライトを顔の前に突つき付けた。


「さあ吐はくんだ……お前がやったんだな!?」


「誤ご解かいです！　私は何も知りませんったら!!」


「言い逃のがれはやめろ。証ネ拠タはもうあがってるんだ!!」


「ネタって何の!?」


　涼子はあくまで否ひ定ていしたが、実際のところはミステリーの真しん相そうに気付いていた。慶一郎は午前中に異い世せ界かいソルバニアに召しよう喚かんされ、トイレに帰き還かんしたところで不ふ運うんにも足を滑らせたのだろう。本人が記憶を失うしなっている今、それを知っているのは地球上で涼子一人だったが、真実を話してみたところで誰も信じるはずがなかった。


「そうか……どこまでもシラを切るつもりだな？　だったらこっちにも考えがある！」


　小関は校長の机の上にある電話を取った。


「……あ～、こちら大門高校校長室です。カツ丼どんをひとつ」


「注ちゆう文もんするなぁ!!」


　激はげしく突つっ込こむ金田を制せいして、大作が前に出た。


「待ってください小関先……いえ、ジージャン刑で事か。涼子さんは犯人ではありません！」


「なんだって、証しよう拠こはあるのか？」


「ええ……謎なぞはすべて解とけました。犯人はこの中にいます!!」


「なにィ!?」


　全員の顔に驚きよう愕がくの色が走った。期き待たいの視線を浴あびながら、大作は自信たっぷりの笑えみを浮うかべる。


「今回の事件の犯人は……」


「犯人は!?」


　室内の緊きん張ちよう感かんが最さい高こう潮ちように達たつしたその時、大作はいきなりガックリと頭を垂たれた。


「すいません……ちょっと言ってみたかっただけなんです……」


「あららら～～」


　一同は肩かたすかしを食くらって総そう崩くずれになった。涼子は逆ぎやく上じようしてデスクをドンッと叩たたき、


「いったいいつまでキテレツなことやってるんですか!?　だいたい、南雲先生が記憶喪失になったぐらいで、どうしてあたしまで呼び出されなきゃなんないんです!?」


「うむ……事じ故この真相など、この際どうでもいい。問題は現在の彼の状態だ。なにしろ彼の精神は今、十七歳なのだからな！」


　藤堂は落ち着かない様子で手の中でパイプを弄もてあそびながら、


「諸しよ君くんらに集まってもらったのは他でもない。十七歳の南雲慶一郎がいかに危き険けんな人物かを知ってもらい、予想される被害を最小限に食い止めるための努力をしてもらいたいからだ……その後の南雲君の様子に変へん化かはないかね？」


「ええ。２─Ｂの教室から動いていません」


　ヘッドフォンを着け、普ふ通つうの校長室なら絶対に置いていない大型の通つう信しん装そう置ちに向かっている生徒が答えた。藤堂の傘さん下かにあるＫファイト実行委員会のメンバーが慶一郎の監かん視しにあたっている。


「ずいぶんと大げさですね。南雲先生が十七歳に戻ったからって、何が危険なんですか？」


「南雲君が伝でん説せつの番ばん長ちようだったという話は君も耳にしているだろう。番長といっても彼の場合は『君くん臨りんすれども統とう治ちせず』というタイプだったがね。高校時代の彼はいつも不ふ機き嫌げんで、気に入らない相手は誰だろうと構かまわずブン殴なぐっていたものだよ……それも何も言わずにいきなり殴りつけ、相手の口から『ごめんなさい』の一言が聞けるまで殴り続けるという乱らん暴ぼうぶりでね」


「それは……かなり狂きよう暴ぼうですね」


「しかし、ただ理由もなく人を殴っていたわけではない。実際には、被ひ害がい者しやの多くは裏うらで何らかの悪あく事じを働はたらいており、彼はそれに罰ばつを与あたえたということらしい……そのため〈大門高のパニッシャー〉とも呼ばれていたほどだ」


「パ、パニッシャー……？」


「よく考えてみたまえ。十七歳当時の南雲君ならせいぜい暴ぼう走そう族ぞくを潰つぶす程度だが、現在の彼の実力は十二年前の比ひではない。一人でヤクザの組を丸ごと一つ壊かい滅めつに追い込むほどのパワーの持ち主だ……その彼が手て当あたり次し第だいに暴あばれ出したらどうなると思うかね？　十七歳の狂暴な性格に、二十九歳の戦せん闘とう能力が加くわわったら!?」


　校長室全体が、衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆんぐらりと揺ゆらいだようだった。青ざめた顔の大作が叫さけんだ。


「たっ……大変なことになりますよ！　見た目は人間でも中なか味みは怪かい獣じゆうと同じなんですから!!　いったいどうするんです!?」


「私が考えたプランは三つある……第一に、南雲君の記憶が戻もどるまで決して校外に出さないように断だん固こ阻そ止しすることだ。これには金田君の空から手て部に先せん頭とうに立ってもらう。彼のおかげで廃はい部ぶをまぬがれたのだから当然の役やく割わりだろう。そして第二に、彼が校外に出てしまった時のことを考えて、彼の身体からだに発はつ信しん機きを取り付けておくことだ。以前、彼の携けい帯たい電話に仕し込こんでいた物は外はずされてしまったのでね……これがそうだ」


　藤堂は引き出しから切きつ手て大だいの黒い金属板を取り出して見せた。


「猫ねこの首くびに鈴すずってやつですか？　でも、誰がどうやって……」


「それを考えるのが神矢君と御剣君の仕事だ。君たちは南雲君とは仲がいいからな……安全に近付く策さくを考えてくれたまえ。発信機はこれ一つしかないから、失敗は許ゆるされんぞ」


「難なん儀ぎな話ですねえ……で、三つ目は？」


「第三のプランは、万一の事じ態たいにそなえて南雲君に対たい抗こうできる戦力を確保しておくことだ。草くさ[image: ]なぎ君はまだ登校していないのかね？」


「今日はいい天気ですから、きっと来ないんじゃ……」


　そう言い掛かけた時、報ほう告こくを受けていた生徒が複ふく雑ざつな表情で藤堂に振り向いた。


「草[image: ]静しず馬まが現あらわれました！　２─Ｂの教室に向かっている模も様ようです」


「草[image: ]君を引き止めるように伝えてくれ。今、南雲君に会わせるのはマズイ!!」


「手遅れです。もう突とつ破ぱされました！」


「なにィ!?」


「あ……あたし、行ってきます！」


　言うなり、涼子は校長室を飛び出していった。





　　　　☆





　二年Ｂ組の教室に入ってすぐに、静馬は異い様ような雰ふん囲い気きに気付いた。生徒たちは教室の前の方に片かた寄よってたむろしており、クラス全体が息いき詰づまるような重おも苦くるしい空気に包つつまれている。静馬の姿を見た生徒たちは一様に驚おどろいた顔になり、ヒソヒソと小こ声ごえで話し合った。


「な……なんやぁ？」


　静馬は怪け訝げんそうな顔をしながら窓まど側がわの一番後うしろにある自分の席に向かったが、そこに意外な人物の姿を発見して思わず身み構がまえた。頭に包帯を巻いた慶一郎が静馬の席に座すわり、窓まど枠わくに頰ほお杖づえをついて外を眺ながめていたのである。


「こら南雲ォ！　勝手にオレの席占せん領りようしやがって……いったい何のつもりや!?」


　慶一郎は横よこ目めでちらりと静馬を見ると、目にも止まらぬ速さで右手を伸のばし、静馬の胸むなぐらを摑つかんで引き寄せた。鼻がくっつきそうなほどの距きよ離りで向き合った静馬は、慶一郎の双そう眸ぼうが野や獣じゆうの眼がん光こうを宿やどしているのを知って、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。


「てめえ……〈鋼鉄の処女アイアンメイデン〉は好きか？」


「へ？　なん……」


　何のことかと尋たずねる間もなく、静馬の身体は慶一郎の腕一本で高々と持ち上げられた。





　およそ一分後──


　疾しつ風ぷうのごとく廊ろう下かを全力疾しつ走そうしてきた涼子は、二年Ｂ組の前でブレーキをかけて、横すべりしながら急きゆう停てい止しした。勢いきおいよくドアを開けて教室に飛び込もうとすると、いきなり分ぶ厚あつい壁かべに激げき突とつし、逆に廊下に弾はじき出された。


「痛ぁ～い……なによ、もう！」


　思いきりぶつけて真っ赤になった鼻をさすりながら顔を上げると、のっそりと廊下に出てきた巨大な壁のような男──慶一郎と目が合った。涼子の顔からサーッと血の気けが引くのを見た慶一郎は、からかうような笑みを浮かべて言う。


「パンツ、見えてるぞ」


「えっ!?」


　涼子は慌あわててスカートの裾すそを直し、耳まで真っ赤になりながら、恨うらみがましい眼で慶一郎を見上げた。慶一郎は鼻を鳴らし、


「フン、赤くなったり青くなったり、忙いそがしい女だ」


「……だ、誰のせいだと思ってるのよ？」


「怪け我が人にぶつかってくる方が悪いのさ」


　慶一郎は涼子の腕を摑んで、幼よう児じでも扱あつかうようにして立たせると、革ジャンのポケットに両手を突つっ込んで歩み去った。その背中が階段に消えるまで見送った後、涼子は本来の目的を思い出して教室に駆かけ込んだ。


「静馬……静馬はどこ!?」


　涼子の問いに、教きよう壇だんの方に避ひ難なんしていた生徒たちが一いつ斉せいに床ゆかを指差す。見ると、そこには『屑くず鉄てつ製せいの巨大ミノムシ』としか表現できない謎なぞの物体が転ころがっていた。涼子は数秒間じっくりと眺めて、それが掃そう除じ用よう具ぐを収おさめるロッカーの成なれの果はてであることにようやく気付いた。表面にある無数の拳こぶしの跡あとからすると、中に人を閉じ込めてからイヤというほど殴なぐったらしい。


「ま、まさかこの中に……？」


　涼子は恐おそる恐る耳を近付けてみる。


『く、暗ぁい……狭せまぁい……痛いたい～……』


　中からかすかなうめき声が聞こえてきた。涼子は慌てて把とつ手てに手をかけたが、ロッカーの扉とびらはほとんど原げん形けいを留とどめていない本体に食い込んでびくともしない。


「ちょっと誰か！　これをこじ開けるバールみたいな物、持ってきてくれない!?」





〈鋼鉄の処女〉──[image: ]中世ヨーロッパで使われた拷ごう問もんの道どう具ぐ。女性に似にせてデザインされた鉄製の棺かん桶おけで、蝶ちようつがいで開かい閉へいする蓋ふたを閉しめると内側に生はえた無数の鉄の針はりが罪ざい人にんの身体を刺さし貫つらぬく仕組みになっている。拷問というよりはむしろ処しよ刑けい用ようの道具。


[image: ]海外のハードロックバンドの名前。


[image: ]高校時代の慶一郎が好このんで行なった私刑リンチの一種（非常に危険なので絶ぜつ対たいに真ま似ねをしないで下さい）。





　　　　三





「それで、草[image: ]君の容よう態たいはどうなのかね!?」


『もうダメね～』


　保健室から返ってきた答えは無む情じようだった。


『怪我はそうでもないけど、精神的なダメージが大きくて使いモノになんないわ～』


　受話器を置おいた藤堂は顔を上げ、沈ちん痛つうな面おも持もちを一同に向けた。


「諸君、我々は最後の切り札ふだを真っ先に失ってしまった……もはや手段を選えらべる状じよう況きようではない！　全校に緊きん急きゆう事じ態たい宣せん言げんを発はつ令れい──これより目標の移動物体を〈Ｋ17〉と呼こ称しようし、その捕ほ獲かくに全戦力を投とう入にゆうする!!」





　中庭を通り抜けて校門の方に出ようとした慶一郎の行く手に、二十人近い空手部員がずらりと並んで立ちはだかった。濃のう紺こんの道着に黒くろ帯おびを締しめた顧こ問もんの金田が正面に歩み出て、決死の顔つきで言った。


「南雲君、きみを学校から外へ出すわけにはいかない!!」


　慶一郎は面めん倒どう臭くさそうに彼らを眺ながめながら、


「頭の傷が痛むんで早そう退たいしたいんですがね」


「残念だがそれは許可できない。どうしてもと言うのなら……」


「じゃあ、てめえらの屍しかばねを乗り越えて行くしかねえようだな！」


　慶一郎は獰どう猛もう極きわまる笑みを浮かべると、ポケットから両手を出して前に歩み出た。




[image: ]





「──空手部、全ぜん滅めつしました！」


〈Ｋ─17緊急対策本部〉が置かれた校長室に大作の声が響ひびくと、藤堂は真ま顔がおのまま革張りの椅い子すから数センチずり落ちた。


「な……なんだと!?　まだ十分もたっていないではないか!!」


「予想を上回るモロさでしたねえ」


「まったくだねえ。もう俺おれらの出る幕まくないっスね」


　ジージャン刑事こと小関教諭がカツ丼どんを食いながら無責任に言う。すでに誰だれも突っ込もうとしなかった。


「こうなっては仕し方かたあるまい……校内のすべてのサークルに通つう達たつしたまえ！　Ｋ17の捕獲に成功したサークルは予よ算さんを倍ばい増ぞうしよう!!」


　その発言が全校に伝えられると、校門へ向かって前進する慶一郎に対し、ありとあらゆるサークルから攻こう撃げきが仕し掛かけられた。




[image: ]


　勇ゆう敢かんにも先頭をきって挑いどんだのはカポエラやテコンドー、ムエタイなどのマイナー格闘系の同どう好こう会かいだった。


「『ドリャチャギ愛あい好こう会かい』並ならびに『キックの鬼おに連れん合ごう』、壊かい滅めつ！」


「無む謀ぼうな……当然の結果だな」


「カメラが現地に到とう着ちやくしました。ライブ映像、入ります」


　大画面プラズマディスプレイが慶一郎の姿を映うつし出した。アメフト部によるタックル攻こう勢せいも失敗に終わり、接せつ近きん戦せんでは勝ち目がないと悟さとったのか、今度は弓きゆう道どう部ぶとアーチェリー部が三列れつに並ならんで次々と矢を放はなった。しかし慶一郎は自分に当たる矢だけを選んで手しゆ刀とうで叩たたき落としている。


「あれでは一時しのぎにすぎん。再度進しん攻こうは時間の問題だ」


　そこに野球部の千本ノック部ぶ隊たいが加くわわったが、藤堂の予想通り情じよう勢せいに変化はなく、逆に慶一郎にケツバットの刑を食らう部員が続出する始し末まつだった。


「包ほう囲い陣じん、突破されました！」


「いかん！　このままではすぐに校門に到とう達たつしてしまうぞ」


「……どうやらここは僕ぼくの出番のようですね」


　大作は藤堂の方を見てニッと不ふ敵てきな笑みを浮かべた。


「僕に秘ひ策さくがあります。発信機を貸かしてもらえますか？」





　　　　☆





　最終防ぼう衛えい線ラインであるサバイバルゲーム同好会のワイヤートラップを簡かん単たんに突破すると、もはや慶一郎を止めようとする者は一人もいなくなった。


「フン、やっと静かになったか……」


　悠ゆう々ゆうと校門から出ようとする慶一郎の前に、一人の女生徒が飛び出してきた。少々野や暮ぼったい感じのする黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけ、くせのない長い髪に白いヘアバンドがよく似に合あう、いかにもおとなしそうな外見のその女生徒は、二年Ａ組の結ゆう城きひとみであった。


　ひとみは黒目がちの大きな瞳ひとみでおずおずと慶一郎の顔を見上げると、少し頰ほおを赤らめながら言った。


「あの、南雲君……これ、受け取って！」


　ひとみは白い封ふう筒とうを慶一郎の手に押し付けると、逃げるように走り去っていった。


「なんだよ、いったい……？」


　封筒を裏うら返がえしてみると、いかにもという感じでピンク色のハート型シールで封がしてあった。慶一郎はしばらく困こまったような顔で封筒を眺ながめていたが、やがてそれを無む造ぞう作さに革ジャンのポケットに突っ込むと、何事もなかったように歩き出した。





「〈ラブレター大作戦〉成功！」


　その一部始し終じゆうをモニターで観察していた大作は、小さくガッツポーズをとった。


「よくもまあ思い付くもんね……でも、なんでひとみなのよ？」


　涼子の問いに大作は得とく意いそうに答える。


「真しんの意い図とを悟さとられないためには、攻撃的な雰囲気のないノーマルな人が適てき任にんなんですよ」


「……攻撃的で悪かったわね」


　画面が切り替わり、モニターに周しゆう辺へん地ち域いきの地図が表示された。点てん滅めつする赤い光点が大門高を離れ、高たか島しま平だいら方面へ北上している。


「発信機の取り付けは成功した。監かん視し部ぶ隊たいは十分な距きよ離りをとって追つい跡せきしてくれたまえ」


『了りよう解かい。Ｋ17の追跡を開始します』


　藤堂の指示で実行委員会のメンバー数人が出動していった。


「これでひとまず校内の脅きよう威いは去ったわけだが、彼をこのままにしておくわけにはいかん。連れ戻もどして治ち療りようを受けてもらわねば」


「そうは言っても力ずくじゃ通用しないし……高校時代の南雲先生には、何か弱じやく点てんみたいなモノはなかったんですか？」


「弱点？　まあ確かに……手のつけられない不ふ良りようだった彼にも、一人だけ苦にが手てとする人物がいたようだ。その人物の言うことなら何でも黙だまって従したがったらしい」


「だったらその人を呼んでくれば──」


「残念だが、それは無む理りな相談だよ」


「どうしてですか!?」


「その人物とは、君の剣の師し匠しようである鬼おに塚づか鉄てつ斎さい殿どのの一人娘──美み咲さきという女性だ。彼女はすでに四年前に亡なくなっている……」





　　　　四





　当初、駅に向かって歩いていた慶一郎は、途と中ちゆうの交こう差さ点てんを南に曲がり、十五分後には飛ひ天てん神じん社じやの境けい内だいに入っていた。本ほん殿でんの脇わきを抜ぬけて、道場に隣りん接せつした鬼塚家の裏うら庭にわの方に出ると、ちょうど作さ務む衣え姿すがたの鉄斎が縁えん側がわに現あらわれたところだった。


「慶一郎か。学校はどうした？」


「見りゃあ分かるだろ。怪け我がで早退したのさ」


　頭の包ほう帯たいを指差してぶっきらぼうに答えると、慶一郎は家の中を覗のぞき込んで、誰かを捜さがすような素そ振ぶりを見せた。


「いねえな……買い物にでも出てるのか？」


「うむ。そろそろ戻ってくる頃ころだが」


「……ちぇっ」


　不ふ満まんそうに舌打ちして立ち去ろうとした慶一郎は、ふと足を止めて振り返り、鉄斎の顔をジロジロと眺めて言った。


「やい、ジジイ……急に白しら髪がが増ふえたな。死期が近いのか？」


　鉄斎の片方の眉まゆがピクッと吊つり上がった。





　それから十分ほど遅れて、三人の高校生が鬼塚家にやってきた。涼子と大作、そして今や謎なぞの包帯男に変身を遂とげた静馬である。


　呼び鈴りんを鳴らしても誰も出ないのを不ふ審しんに思って裏庭に回ってみると、縁側では鉄斎が抜き身の真しん剣けんを手入れしているところだった。


　異い様ような殺気を感じた涼子は、遠くから遠えん慮りよがちに尋たずねた。


「あの……お師匠さま。もしや南雲先生が来ませんでした？」


「おう、来たぞ。奴やつめ、口のきき方を忘れたようなのでな……少し痛めつけてやったら逃にげよったわ」


「逃げた……!?」


　三人は慌あわてて額ひたいを寄せ合って相談した。


「南雲先生より強い人がこんな近所にいましたよ」


「よっしゃ、ここはひと思いにバッサリ斬きってもらおか？」


「バカね、そんなワケにいかないでしょ！」


　結局事情を説明することにして、涼子たちは居い間まに上がった。


「……ほう、頭を強打して十七歳に逆戻りだと？　不ふ思し議ぎなこともあるものよのう」


　涼子から話を聞いた鉄斎は、さっきの慶一郎の様よう子すを思い出して渋しぶい顔になった。


「そうか、奴が捜しておったのは美み雪ゆきではなかったのだな──」


「すると南雲先生は、その……美咲さんという方に会いたがっているんでしょうか？　美雪ちゃんのお母さんの……」


「そうに違ちがいあるまい。おおかた、傷の心配でもしてもらいたいのであろうよ。あの甘あまったれの小こ僧ぞうめが……」


　そう言って、鉄斎は湯ゆ呑のみの茶をがぶりと飲んだ。その言こと葉ばを聞いただけで、涼子は慶一郎にとって美咲がどんな存そん在ざいだったか理り解かいできるような気がした。


「高校生の頃の南雲先生って、どんな風ふうでした？　これ以上犠ぎ牲せい者しやが増えないうちに対たい策さくを見つけないと……」


　その時、音もなく障しよう子じが開いて、美雪が居間に入ってきた。買ってきたお茶菓が子しの包つつみを食しよく卓たくに置おき、鉄斎の横に座すわってから、美雪はようやく三人の存在に気付いたように無表情な視線を向けた。大作が急に思いついたように言った。


「ねえ美雪ちゃん、昔の南雲先生が写ってる写真なんかないかな？」


「…………」


　しばらく考え込んでいた美雪は、不ふ意いに立ち上がって居間を出ていくと、五分ほどして一冊のアルバムを手に戻ってきた。


「見せていただいて、よろしいですか？」


　鉄斎の了りよう解かいを得えて大作がアルバムを開き、涼子と静馬は横から身を乗り出して覗き込んだ。収おさめられている写真のほとんどには、ある一人の女性の姿が写っていた。ゆるくウェーブした艶つややかな黒髪を肩まで垂らし、目め尻じりを下げて柔にゆう和わに微笑ほほえんでいる女性──鬼塚美咲の生せい前ぜんの姿がそこにあった。


「予想した通りに美人ですねえ。でも……」


　大作は写真の美咲と隣となりの涼子を見み比くらべた。


「なによ？」


「いやあ、もしかしたらと思ったんですが……ちっとも似てませんね」


「似てたらどうだって言うのよ!?」


「いえ別に……どうもしませんけどね」


　苦にが笑わらいしながらページをめくると、静馬がいきなり叫さけんだ。


「あ、あった……これや!!」


　静馬が指差した写真には、本殿の階段に片かた膝ひざを立てて腰こし掛かけている大おお柄がらな高校生が写っていた。手で撫なでつけただけのざんばらの髪、瘦やせて生気のない顔に、目だけがギラギラとした輝かがやきを放はなっている。


「こいつや！　この飢うえた狼おおかみみたいなツラ……オレが見たんは確かにこの目やった！」


　興こう奮ふんする静馬をよそに、涼子と大作はしばらく無む言ごんでその写真を見つめていた。そしてほぼ同時に振り向いて静馬を見、再ふたたび写真に視線を戻す。


「お、おい……何や、お前ら？」


　妙みように冷たい二人の視線に気付いた静馬は不安そうに尋ねた。


「いろいろな謎が一度に解とけましたよ。そうですか……そういうことだったんですねえ」


「本当……写真を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんね」


「ちょっと待てぇ！　お前ら二人で何を納なつ得とくしとんねん!?」


　焦あせる静馬に、大作はニヤニヤ笑いながら言った。


「どうして静馬さんが南雲先生に勝てないか判わかったんですよ。相手は百ひやく戦せん錬れん磨まの二十九歳で、静馬さんは超高校級とはいえまだ十七歳、実力の差は当然だと思ってましたが……この写真を見たら、それが間ま違ちがいだったと気付きましたよ」


「そらどういう意味や!?」


「要するに、南雲先生は十七歳の段階ですでに静馬さんを上回っていたんですよ」


「何を根こん拠きよにそんなことが言える!?」


「バカね、見て分かんない？　ルックスで負けてるのよ!!」


　涼子の言葉に衝しよう撃げきを受けた静馬は呆ぼう然ぜんとなった。


「ウ、ウソやん……このナイスガイの静馬君があの怪かい力りき熊くま男おとこに？」


「現在はともかく、十七歳の南雲先生ってメチャクチャ格かつ好こいいじゃない！　見るからにストイックで……あえて言うなら超ワイルド＆アイスって感じ？　第一、あんたみたいに暑あつ苦くるしくないし」


「そうですよね……こんなに格好いいんじゃ、勝てる道どう理りがありませんよねえ」


「だいたいあんた、普段から調子に乗りすぎてるのよ。他人にウケることばかり考えてるから、肝かん心じんなところでポカはするし……格好つけてるってのと格好いいってのは、根こん本ぽん的てきに違うのよ!?」


「どう言ったらいいんでしょうか……つまり、南雲先生の方が『人としてのランクが上』ってことですかね」


　続け様ざまの攻撃に、静馬は崖がけっぷちに追い詰つめられた顔で、


「じゃあオレは人として下なんか？　要するにダメ人間ってことか!?」


「そうよ！　南雲先生と同じ時代に生まれてたら、あんたなんかきっと雑ざ魚こよ、雑魚!!」


「ザ、ザコ……？」


　涼子の言葉でトドメを刺さされた静馬は、よろよろと居間の隅すみの方に歩いていき、その場に膝ひざを抱かかえてうずくまった。何かブツブツと呟つぶやきはじめる静馬を無視してアルバムのページをめくると、いかにも困こまった顔で赤ん坊を抱いている慶一郎が美咲と並んで写っている写真があった。


「あ、この子って美雪ちゃんじゃないの？　可か愛わいい～」


「ここから先はほとんど美雪ちゃんの写真集になってますねえ。これなんか五つぐらいですかね。砂すな場ばで遊んでますけど、一いつ緒しよにいるこの金きん髪ぱつのハーフっぽい女の子、どこかで見たような気が……」


　写真に夢中になっている二人と、部屋の隅で落ち込んでいる静馬の様子をじいっと見つめていた美雪が、初めて口を開いた。


「この人たち……何しに来たの？」





　　　　五





　三人が当初の目的を忘れている間に、〈行き先不明の巡じゆん行こうミサイル〉こと無敵移動物体Ｋ17＝慶一郎は、あてもなく街まちを歩き回り、行く先々でちょっとした惨さん劇げきを繰くり広げていた。その様子は逐ちく一いち、対策本部の藤堂の元に報告されていた。


『報告します！　現在、陸りつ橋きようの上で実業家風の中年男性がＫ17に捕ほ獲かくされて、体たい罰ばつを受けています!!』


「理由は何かね？　その男が何かマズイことでも？」


『はい、どうやら散さん歩ぽさせている飼かい犬のフンの始し末まつをせずに立ち去ろうとしたようです。攻撃が続いているところを見ると、まだ反はん省せいが足りない模も様よう』


「そうか……そのまま観察を続けてくれ」


『了りよう解かい』


　通信が切れると、藤堂は深ふか々ぶかと溜ため息いきをついて、通信担当の中村に尋ねた。


「Ｋ17の犠ぎ牲せい者しやはこれで何人かね？」


「ええと……十四人目です」


「宗教団体やヤクザの事務所に殴なぐり込みに行かないだけマシというものだな。このまま嵐あらしが過ぎ去るのを待つしかないか……しかし、神矢君はいったいどうしたのだ？　まだ連絡はないのか？」


「はい、まだ……対策が見つからなくて途と方ほうに暮くれてるか、目的を忘れて遊んでるかのどっちかですよ、きっと」


　図ず星ぼしだった。


「──緊急連絡！　Ｋ17が突とつ如じよ進しん路ろを変へん更こうしました!!』


「なんだと!?」


『我々の尾び行こうに気付いたのでしょうか!?　こ、こ、こちらに向かってきます！』


「いかん、すぐに逃げたまえ！」


『ダ、ダメです！　かなりの速そく度どで迫せまってきます……うわああっ!!』


　通信にひどい雑ざつ音おんが混じり、聞き取りにくくなった。


『ああ……す、凄すごい力です！　これ以上はお伝えできません……皆さんさようなら!!　さようなら……』


　何かを地面に叩たたき付けるような激はげしい物音を最後に、通信はぷっつりと途と絶だえた。


「げ……現在位置は!?」


　ディスプレイに目を向けると、Ｋ17を示す光点は来た道を逆行し、大門高校に向かって進んでいた。


「Ｋ17が再ふたたび我が校に戻もどってきます！　帰き巣そう本ほん能のうでしょうか？」


「いや……おそらく街の様よう子すに十年前とのギャップを感じて、無む意い識しきに見み覚おぼえのある場所に戻ろうとしているのだろう。とにかく急いで迎げい撃げきの準備を整ととのえるのだ。鬼塚家に向かった神矢君たちを至し急きゆう呼び戻せ！　今度こそ校内でＫ17を捕獲する!!」





　　　　☆





　二十分後──


　大門高校の正門を通って校内に入ったＫ17＝慶一郎は、突とつ然ぜんの異変に足を止めた。ドライアイスのものらしい無む臭しゆうの白い霧きりがあたりにたちこめ、たちどころに視し界かいを覆おおい隠かくしたのである。


「フン、懲こりもせずにまた妙みような真ま似ねを……」


　霧の中で十数人の人間が物を運んで忙いそがしく動き回る気け配はいがあった。霧が晴れていくにしたがい、慶一郎は自分の周囲に金かな網あみのフェンスが張り巡めぐらされていることに気付いた。


「よう南雲……オレの寝てる間にさんざん暴あばれてくれたようやな。でも、お前の見せ場もここまでや！」


　霧の中から現れたのは謎なぞの包ほう帯たい男──静馬だった。一気に引きちぎり、投げ捨すてられた包帯は、地面に落ちるより先に紙のように燃え上がって灰はいと化した。


　一いち陣じんの風が霧を吹き飛ばし、周囲の様よう相そうが明らかになった。二人は四方を金網に囲かこまれた急きゆう造ぞうのリングの中に立っており、外ではＫファイト実行委員会のメンバーをはじめとする大勢の生徒たちが取り囲んでいた。リング脇わきに設もうけられた実じつ況きよう席に、女生徒と並んで藤堂が座すわっている。


『全校生徒の皆さんこんにちは！　今回のＫファイトスペシャル・世紀のドリームマッチの実況を担当いたします、放送部二年の中なか村むら環たまきです！　解説の藤堂校長とともに、玄げん関かん脇特とく設せつリングよりお送りいたします!!　大門高校の歴史に名を刻きざむ伝説の男と、これから伝説になるかもしれない男が今ここに、時じ空くうを超こえて相あいまみえます！　さあ～果たして勝しよう負ぶの行ゆく方えはいかに!?』


　生徒たちの間からなかばヤケクソ気味の歓かん声せいが上がる。無理やり盛もり上げようとしているらしかったが、慶一郎の表情は冷さめ切っていた。


「……てめえら、こりゃあ何の冗じよう談だんだ？　見せ物じゃねえんだぞ」


「ハッ、どうした南雲……ビビっとんのか？　まあそれもしゃあないわ。これから学校中のサラシモンになんねんやからなァ！」


　軽くフットワークを始めた静馬を、慶一郎はバカを見る目つきで見下ろした。


「てめえ、俺おれが誰だれだか分かって言ってるのか!?　潰つぶすぜ？」


「極ごく上じようや！　この静馬様を潰せるもんやったらやってみい!!」


「俺にそういう口のきき方をすると……後こう悔かいするぜ」


　慶一郎が一歩踏ふみ出すと同時に、試合開始のゴングが打ち鳴らされた。


「──ハアッ!!」


　慶一郎はいきなり間合いを詰め、えぐりこむような右ストレートを放はなった。静馬は体たいを開いて紙かみ一ひと重えで躱かわしながら、カウンターでボディブローを叩たたき込む。


「ぐおっ!?」


　慶一郎が身体からだを折おって後こう退たいした。それを追って踏み込んだ静馬は、鋭するどい蹴けりを織おり混ぜた連続技わざで攻せめたてる。素す早ばやい動きについていけないのか、慶一郎はロクな防ぼう御ぎよもできずに次から次へと技を食らった。


『お、おおお──っと、し……信じられません!!　まったく予想もしなかった展開です！　草[image: ]君の鋭い攻撃にＫ17が圧あつ倒とうされています！』


「アホ、これが真の実力や！」


　静馬は狂きよう喜きの表情で叫さけんだ。防戦一方に回った慶一郎はいまやサンドバッグにも等しかった。静馬の目には慶一郎の動きは止まって見え、どこにでも好きな技を叩き込むことができるほどだった。


「シャアアッ！」


　中段に攻撃を集中して体勢が下がったところへ首を刈かるような跳とび回し蹴りを放つと、慶一郎はモロに食らって吹き飛ばされた。


『ダ、ダウン……Ｋ17、わずか一分足たらずでダウンです！　藤堂校長、これはいったい!?』


『そういえば昔むかしの彼は防御が苦にが手てだったな……あくまで昔の話だが』


　地面に這はいつくばる慶一郎を前に、静馬は得とく意い満まん面めんの顔で小こ躍おどりした。


「コラ南雲ォ、早よ立たんかい！　ＫＯされんのはまだ早いで！　こっちはまだまだ殴なぐり足りんのや!!」


「…………」


　慶一郎は大きく肩を上下させて呼吸を整えていたかと思うと、突とつ然ぜん笑い出した。


「フフッ……そうか、思い出したぜ……」


「なんやと？　記憶が戻もどったんか？」


　静馬は注意深く慶一郎の顔を覗のぞき込んだが、その獰どう猛もうな表情に変化はなかった。


「どうも身体が重いと思ってたんだ……そうだ、この呼吸だ……」


　慶一郎は大きく息を吸い込み、獣けものの唸うなりのような低い息い吹ぶきの声を上げた。すると、その身体の内部に活動を開始した火山のような高圧のパワーが生じ、熱気となって放射されはじめた。


「あれ……？　もしかしてヤバイ記憶だけ戻ってたりして……」


　静馬は本能的に身の危険を感じて後あとずさった。腰こしだめに構かまえた慶一郎の両手の間に黄金こがね色の〈龍りゆう気き〉の塊かたまりが生まれる。


「い、いかん！　あの技は……」


　藤堂はマイクを取って立ち上がった。


『総そう員いん、退たい避ひィ──!!』


　見物の生徒たちが一いつ斉せいに逃げ出した直後、慶一郎の両手から放たれた必殺の龍気弾だんが、金網リングもろとも静馬を吹き飛ばした。





　　　　六





「とうとう来たわね、南雲慶一郎！」


　再ふたたび校門に引き返してきた慶一郎を待ち受けていたのは、白い剣道着姿すがたの涼子だった。


「またお前か？　そこをどけ……俺は女とは闘たたかわん主しゆ義ぎだ」


　慶一郎は頭の傷が痛むのか、包帯を巻いた頭を手で押さえながら言った。


「そうはいかないわ。先生をこのままにしておくなんて、できない!!」


「その先生ってのは何だよ？　俺は──」


「南雲慶一郎が十七歳の生徒だったのはもう十二年も前の話よ！　今のあんたは二十九歳で、大門高校の英語の先生なの!!」


　慶一郎は付き合いきれないというように鼻で笑った。


「フン、わけの分からんことを……とにかく俺は帰るからな」


「ここを通りたいのなら、あたしを倒してから行くのね！」


　涼子はゴム製のグローブをはめた両手で木ぼく刀とうを構えた。慶一郎はポケットに手を突っ込んだまま、怖おそれ気げもなく前進する。


「仕方ないわね……覚かく悟ご！」


　涼子が打ち込むと、慶一郎は無む造ぞう作さに左手を突き出し、掌てのひらで木刀を受け止めた。


　バチィ!!


「──うおっ!?」


　木刀から電光の火花が飛び散り、衝しよう撃げきを受けた慶一郎は慌あわてて飛び退のいた。涼子が素早く踏み込んで足を払はらうと、再び電光が閃ひらめき、慶一郎はもんどりうって尻しりもちをついた。


「その剣……ただの木刀じゃねえな？」


「その通り！　科学部が急きょ開発した対Ｋ17用必殺兵器〈雷らい神じん丸まる〉試し作さく一号ですよ」


　涼子の後うしろにくっついている大作が自じ慢まんげに説明した。大作の持っている延えん長ちようコードは〈雷神丸〉の柄つか尻じりに接せつ続ぞくされている。


「古こ今こん東西、記憶を取り戻すにはショック療りよう法ほうが一番と決まってるのよ！　頭に一発食らわしてあげるから、動くんじゃないわよ」


「そうはいくかよ！」


　慶一郎は起き上がると、上体を前のめりに屈かがめ、両手を顔の前に差し出した奇き妙みような構えをとった。


「〈無む刀とう取どり〉の構えね……先生、一度その技わざであたしを倒したこと、覚おぼえてない？」


「なん……だと？」


「思い出して……ほら、ゴールデンウィーク明けに、公園で初めて会った時のことよ！」


「うう……」


　慶一郎は激しい頭ず痛つうに襲おそわれ、両手で頭を押さえてうずくまった。


「──スキあり!!」


　涼子は一気に間合いを詰めて打ち込んだ。


　しかし──


　ビンッ！


　いきなりコードが引っ張られたため、〈雷神丸〉の切っ先は慶一郎には届かず、手前の地面を叩たたいた。愕がく然ぜんと青ざめた顔で背後を振り向いた涼子が目にしたのは、コードを持ったままズッコケている大作の姿だった。


「だ、大作君……!?」


「だって～、いきなり動くんだもん」


　苦にが笑わらいする大作の脇わきを、大だい魔ま神じんのごとき巨体がゆっくりと通り過ぎた。


「……え？」


　慶一郎は電源コードを摑つかんでニヤリと笑うと、二人の目の前でブチッと引きちぎった。


「必殺兵器とやらもこれで役立たずだな……あばよ」


「あ、ちょ、ちょっと待って……」


　去っていく慶一郎に追いすがろうとした涼子と大作は、校門に現れた人影に気付いて思わず立ち止まった。


　夕陽を背にたたずむ一人の少女──それは鬼塚美咲の娘、美雪の姿だった。


　慶一郎の足が止まった。身長二メートルを超こえる大男と、一四〇そこそこの可か憐れんな少女は、夕陽を浴あびながらしばし見つめ合った。


　やがて美雪は慶一郎のごつい手を取り、静かに言った。


「帰りましょう……慶一郎さん」


　美雪に手を引かれるまま、伝説の怪かい獣じゆう番長・Ｋ17はおとなしくついていく。涼子と大作をはじめとする生徒たちは、思わぬ感動的な情景に出会ったように、声もなく見送った。


「愛の力って、偉い大だいですねえ……」


　夕陽の彼方かなたに二人の姿が見えなくなった頃ころ、大作がぽつりと感想を述のべた。


「オレらの苦労はいったい何やったんや……まるでアホみたいやんけ」


　慶一郎の必殺技で吹き飛ばされ、校門脇の桜の木の枝に引っ掛かっている静馬が、逆さかさまになったままで憮ぶ然ぜんと呟つぶやいた。


　涼子がその頭を木刀の先で小こ突づきながら言う。


「まあいいじゃない。終わり良ければすべて良しってね！」


　大門高校とその周辺地域を恐きよう怖ふに陥おとしいれた事件は、こうして幕を閉とじたのである──





　　　　☆





　翌よく日じつ──二年Ｂ組の教室。


「ここの"head"は単たん純じゆんに訳やくすと『頭』だが、他にも『頭脳・頭の働き・知ち力りよく』または『理り性せい』という意味もある。そこでここの訳は、〝私は自分の理性の声にのみ耳を傾かたむける〟となるわけだ……」


　教科書から顔を上げて教室を見み渡わたした慶一郎は、授業が始まってからずっと微び動どうだにせず、水を打ったように静まり返っている生徒たちの様よう子すに不ふ審しんな顔になった。


「どうしたんだ、お前ら？　俺の授業で、どこか気に入らないところでもあるのか？」


「いいえ、そんなことはありません！」


　学級委員長が椅い子すから立ち上がり、身体をぴんと伸ばして断だん言げんした。


「本当か……？　神矢あたりが何かたくらんでるんじゃないのか？」


「絶対に何もたくらんでなんかいません！」


「どうもそうは思えないんだがな。それに今日はやけに校内に怪け我が人にんが目に付くが……」


「いいえ、気のせいです!!」


　生徒たちは必死の形ぎよう相そうで訴うつたえた。


「何も余よ計けいな心配はせずに、安心して授業を続けてください！」


「その通りです！　それが我々のただ一つの願いです!!」


「そこまで言わなくても授業はするが……本当だろうな？」


「本当です！」


「そうか？　ならいいんだが……」


　慶一郎はしきりに首を傾かしげながら、腑ふに落ちない顔のまま授業を続けた。やがて終しゆう了りようのチャイムが鳴る。


「起立！　礼──」


　軍ぐん隊たい並なみに整せい然ぜんとした礼で慶一郎を送り出すと、教室中から安あん堵どの溜ため息が漏もれた。


「ふう……こんなに肩かたの凝こる授業は初めてだわ」


　涼子が自分の肩を揉もんでいると、委員長をはじめとする生徒たちが周囲に集まってきた。彼らの目当ては涼子ではなく、その隣となりの静馬だった。


「草[image: ]君……我々は君という人間を誤ご解かいしていたようだよ！」


　握あく手しゆを求められた静馬はキョトンとして、


「お前ら、どういう風の吹き回しや？」


「これまで君のことをただの乱暴者だとか、いつも周囲の人間に迷めい惑わくをかけずにおかないトラブルメーカーだと思って軽かろんじていたが、今日からはその認にん識しきを改あらためることにするよ！　十二年前の伝説の番長に比べたら、君はそれこそ善ぜん良りようと言ってもいいくらいだ!!　君はとてもいい番長だよ。ずっとその調子でいてくれ」


「ちょ、ちょっと待ってくれ！　考えさせてくれへんか……」


　静馬は生徒たちに背を向けると、頭に手を当ててボソボソと独ひとり言ごとを呟つぶやいた。


（ええ番長……？　ええ番長ってのはどういう意味や!?　ダメ人間よりはマシってことか？　いや待てよ……）


　やがて考えがまとまると、静馬は席から立ち上がって、親しげに笑みを浮かべている生徒たちに振り向いた。


　その顔は完全に逆上していた。


「お前ら、やっぱりこのオレをアホ扱あつかいしとるやろ!!　殺ス！」


　静馬の剣けん幕まくに、生徒たちはクモの子を散ちらすように逃げ出した。


「ハハハッ、我々を怖こわがらせようったって無む駄ださ。君がお姉ちゃん子だということはすでに全校生徒に知れ渡っているんだ！」


「それを言うなァァ!!」


　ストレスを発はつ散さんするかのように大おお騒さわぎになる教室で、一人疲つかれた顔で机つくえに頰ほお杖づえをついていた涼子は、近くに来た大作に言った。


「ねえ……あのバカも、やがては伝説になるのかしらね？」


　大作は答えず、苦にが笑わらいして肩をすくめただけだった。
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　第十五話　サムライガール［修しゆ行ぎよう篇］







〈六月二日──晴れ〉





　御み剣つるぎが鉄てつ斎さい先生に弟で子し入りしてちょうど半月になる。高校の剣道部にも参加しているので鬼おに塚づか家に通かよってくるのは週に二日ほどだが、道場は飛ひ天てん流の関係者以外は立入禁止ということで、どんな稽けい古こを受けているのかは俺おれも知らない。


　もっとも俺としては、剣術の稽古よりも美雪ちゃんの反はん応のうが気になるところだ。同性の、しかも歳としの近い人間が鬼塚家に出入りするようになったことで、態たい度どに変化が見られるかと期待しているのだが、他人に対する無関心さは相変わらずだ。頼たのみの神かみ矢やからもまだいい返事をもらっていない。


　現在の状じよう況きようで俺にできることといえば……とりあえずメシを作ることぐらいだ。





　　　　一





　日曜日。午前六時二十分。


　鬼塚家の裏手にある飛天流道場に、向かい合って正せい座ざする二つの人影があった。


　力強い筆ひつ致ちで『絶ぜつ対たい無む敵てき』と書かれた掛かけ軸じくを背にしているのは、ほとんど銀色に近い髪を後うしろで束たばねている、鷲わしのように鋭するどい風ふう貌ぼうの老人──飛天流剣術師し範はん、鬼塚鉄斎である。


　鉄斎は瞑めい想そうするように静かに閉とじていた目を開き、正面に座すわっている弟子の顔を刃やいばを宿したような眼光でにらんだ。岩の奥から響ひびいてくるような重みのある声が、早朝の澄すんだ空気を震ふるわせる。


「それでは始めるとしよう」


「はい、お師し匠しようさま」


　凛りんとした声で答えたのは、長い髪を時代劇のくの一よろしく高い位置で束ねた、美少女というよりは美人、美人というよりはハンサムという表現が似に合あいそうな涼すずしげな美び貌ぼうの少女──御剣涼りよう子こである。


　鉄斎は濃のう紺こん、涼子は白の剣道着をそれぞれ着込んでいる。師匠の鉄斎は当然として、涼子の落ち着きぶりは剣道歴四年の高校生とは思えないほど堂どうに入いったものだった。心ここ地ち好よい緊きん張ちよう感に包つつまれながら、師し弟てい差し向かいに背せ筋すじをぴんと伸ばして正座しているこの時が、涼子にとってはこれ以上ないほど充じゆう実じつした瞬しゆん間かんだった。


「お前にこれから本格的に技わざを教えていくわけだが、その前に飛天流の理り念ねんというものをここではっきりと言っておく。飛天流はあくまで実じつ戦せんの剣術だ。しかし現代日本では天下の往おう来らいで真しん剣けんを振ふり回すわけにはいかん。相手が悪党でも斬きり殺せば殺さつ人じん罪ざいになる」


「闇やみにまぎれてこっそり斬るというのはどうですか？」


「基本的に悪はその場で速すみやかに断たたねばならん。後から闇討ちでは正義にもとる」


「では使える武器は木ぼく刀とうか短みじかい刃は物ものということになりますね」


「剣術であるからといって〈斬る〉ことばかりに囚とらわれてはいかん。木刀は形こそ刀かたなを模もしてはいるが実際は木の棒ぼうだ。そこに真剣とはまた別の扱あつかい方がある」


「つまり剣であると同時に棒でもある……ということですか？」


「そうだ。多人数を相手にする場合には剣の闘たたかい方にのみこだわっていては勝てぬ。木刀はある時は剣として、またある時は棒として扱うことであらゆる間ま合あいに自じ在ざいに対たい応おうし、真剣にもまさる万ばん能のうの武器となり得えるのだ」


「なるほど……」


　涼子はいちいち頷うなずきながら熱心に聞き入っている。


「そこで、まずお前が学ぶべきは剣術ではなく棒術──流派によっては杖じよう術じゆつとも呼ばれる類たぐいの技だ」


「それでたいていの敵は倒せますか？」


「心配せずとも、その辺の不良なぞ一撃で犬のように打ち殺せるわ」


　師匠の目がギラリと光ると、弟子の口元にもうっとりとした危険な笑えみが浮かぶ。


「鍛たん練れんは厳きびしいぞ」


「望のぞむところです」


　鉄斎と涼子はともに自分の木刀を摑つかんで立ち上がった。





「……先生、な～んかえらく非ひ常じよう識しきで物ぶつ騒そうな会話が繰くり広げられてるんですけど」


　鬼塚家の勝手口。植うえ込こみに設せつ置ちした集しゆう音おんマイクで道場のやり取りを盗とう聴ちようしていた大作は、台所に立っている大男の方に眠そうな顔を向けた。


「好きにさせとけ。そういう人間だ」


　慶一郎は丸ごと一いち羽わの鶏にわとりを中ちゆう華か包ぼう丁ちようを使って手早く解かい体たいしながら答えた。棚たなには様々な種類の香こう辛しん料りようや酢す、酒、味み噌そなどの調味料が所ところ狭せましと並んでいるが、ほとんどが輸ゆ入にゆう品ひんらしくラベルは外国語である。日本の一いつ般ぱん家庭には珍めずらしい調理器具もいくつかあり、一見しただけでは果はたしてどこの国の台所なのか見当もつかない。壁かべに貼はり付けられた世界地図が何かを予感させていた。


「それにしても、神矢もこんな朝早くから物もの好ずきだな」


「そりゃあ追っかけですから……」


　そう言いながら、大作は口に手を当てて大きなあくびをした。


「王おう子じから自転車で来たそうだが、朝あさ飯めしは？」


「まだですけど」


「昨夜ゆうべのご飯はんが少し残ってるんだ。食っとけ」


　慶一郎は箱はこ膳ぜんを持ってきて大作の目の前に置いた。上に青あお海の苔りを散ちらした白しら粥がゆが大きめの碗わんに入っており、おかずは粉こなをまぶして焼いた白しろ身み魚ざかな、それに乾ほし海え老び入りの吸い物がついている。


「いや～、これはいかにも涼子さんが喜びそうなご飯ですね。僕ぼくが戴いただいちゃっていいんですか？」


「ああ。そんな粗そ食しよくでよければな」


「じゃ、いただきま～す」


　大作は碗を手に取って、嬉き々きとして粥を口に運び──そして思いきりむせ返った。


「な……なんですかこのお粥は!?　甘あまいじゃないですか！」


「それはミルク粥というものだ。オートミールとは少し違う」


「聞いてませんよ！」


「俺は和食だとは一言も言わなかったぞ。油ゆ断だんしたな」


　慶一郎はボウル一杯の濃のう厚こうな黄おう土ど色いろをした謎なぞの液えき体たいに鶏とり肉にくを漬つけ込みながら、さも当然のように言った。


「ただご飯を食べるのに油断もできないんですね……この家は」


　大作は自分が常識の通用しない家に来ていることを改あらためて思い出し、今度は慎しん重ちように白身魚に箸はしを伸ばした。少しだけかじってみると、香辛料の複ふく雑ざつな風ふう味みが口の中に広がる。甘いミルク粥との相あい性しようはなかなかだった。


「ふう～ん……思ってた味と全然違うんで最初はびっくりしましたけど、意外といけますね。どこの国の料理なんですか？」


「当ててみな」


「ヨーロッパの方かなあ……」


　大作は考えながら、口直しに吸い物を無む造ぞう作さに飲み──そして激しく咳せき込こんだ。


「こ、こ、これ……す、酸っぱ辛いんですけど……」


「それはトムヤムクンというトウガラシ入りのスープだ。和食じゃないとは言ったが、西洋料理だとは一言も言ってないぞ」


　早朝ドッキリにまんまと成功した慶一郎はニンマリと笑った。


　正解はタイ料理だった。





　　　　二





　午前十時四十二分。


　デジタルカメラの液えき晶しようファインダーが、飛天神社の境けい内だいを掃はき清きよめている巫み女こ姿すがたの少女の横顔をとらえた。


　鉄斎の孫まご娘むすめ、美雪である。


　ショートボブの髪の下から覗のぞく細い首が透すけるように白い。巫女装しよう束ぞくの上からでも華きや奢しやな身体からだつきが判わかる。


（さあて、どうしようかな～……）


　大作は本殿の陰かげから美雪の姿を盗ぬすみ見ながら、声を掛ける機会をうかがっていた。慶一郎から美雪の家庭教師のバイトを頼たのまれて半月、涼子の稽古に便びん乗じようして鬼塚家に来るたびに美雪と親しくなろうと努力したが、いまだ顔もろくに見てくれないという状態が続いている。自分より強い相手の懐ふところに潜もぐり込むのは得とく意いだが、年下の内向的な性格の少女となると勝手が違った。


（買い物以外にどこにも出掛けないし、テレビは見ないしマンガも読まないからなあ……話し掛けようにも話わ題だいがないんだよね。今さら天気ネタでもないだろうし……）


　気分が萎なえそうになっていたその時、黙もく々もくとほうきを動かしていた美雪が何かの気け配はいを察して顔を上げた。その視線の先には、鳥とり居いをくぐって境内に入ってきた大柄な少年の姿があった。


　ブッシュ迷めい彩さいのアーミーパンツとＴシャツという格かつ好こうをしたその少年──草くさ[image: ]なぎ静しず馬まは、美雪の目の前までまっすぐ歩いてくると、いきなり右手を突き出した。


「お前……可か愛わいいから、これやるわ」


　ぶっきらぼうにそう言って差し出したのは、ゲームセンターのクレーンゲームの景けい品ひんのぬいぐるみだった。二頭身にデフォルメされた人気アニメのキャラクター人形で、髪かみ型がたが美雪に似にている。


　美雪がキョトンとした顔で棒ぼう立だちになっていると、静馬は人形を巫女装束の胸むな元もとに押し込み、さっさと横を通り過ぎて大作の方に歩いてくる。


「し……静馬さん！」


　大作は慌あわてて駆かけ寄った。静馬は本殿の階段のところにドカッと腰こしを降ろすと、小声で耳打ちする。


「どうや大作、調べはついたんか？」


「調べって……何のですか？」


「アホ！　いったいオレが何のためにお前をこの家に潜せん入にゆうさせとると思っとんねん!?」


「潜入って……僕は静馬さんのスパイだったんですか？」


　根も葉もないデマである。しかし静馬はお構かまいなしに続ける。


「考えてみい、お前はどっち派や!?　南雲寄りか？　違うやろ？」


「僕はあくまで永えい世せい中ちゆう立りつの立場であって、身の安全は確保しつつ、オイシイとこだけ持っていきたいな～っと思ってるんですけど」


「なんやと～!?」


　静馬が危険な顔つきになってきたので、大作は話題を変えることにした。


「でも静馬さんが来てくれて助かりましたよ。実力はともかく、後先考えない勇気と無む謀ぼうさだけは百人前ですからね」


「……バカにしとんのか？」


「いやだなあ。ほめてるんですよ」


　そう言いながら大作はちらりと美雪の方を見た。美雪は何事もなかったように清せい掃そうを再開している。


「それで何を知りたいんです？」


「そんなもん、南雲の弱点に決まっとるやろ！　強敵に勝つために弱点を突くっちゅうのは基本中の基本や」


「弱点と言われても……あの巨体に弱いところなんてなさそうですよ。そういう風に鍛きたえてるでしょうし。絞しめ技わざから関かん節せつ技わざまでマスターしてて、銃じゆうの扱あつかいもプロ並なみってことは当とう然ぜんナイフを使わせても強いはずですからね。そのうえ〈神威カムイの拳けん〉なんて超能力じみた技まで使うとなると、もはや無敵としか言いようがないですねえ。あえて弱点を挙あげるとするなら……空が飛べないことぐらいですかねえ」


「ホンマか、それは？」


「え？」


「ホンマに空は飛ばれへんのかって聞いとんのや！」


「そ、それは……」


　冗じよう談だんで言ったつもりが本気で尋たずねられ、大作は返へん答とうに詰まった。


「……聞いてこい」


「は？」


「本人に聞いて確認してこんかい!!」


「はい～ッ！」


　静馬の剣けん幕まくに大作は全力ダッシュで飛び出していった。


　五分後──戻もどってきた大作は、やや青ざめた顔で報告する。


「南雲先生は自じ力りきで空は飛べないそうです。でも……」


「でも、何や？」


「すごく調子のいい時なら、十秒くらい空中に浮いていられるんだそうです」


「ウ、ウソつけェ!!」


　静馬は即そく座ざに否ひ定ていしたが、大作はニコリともせず、


「僕も信じたくなかったんですが……目の前で三秒ほど浮いて見せられたんじゃ……」


「あいつは化け物か!?」


「インドの山奥でヨガマスターからコツを教わったって……」


　静馬は腕組みしたまましばらく絶ぜつ句くしていたが、やがて吼ほえた。


「あんなアホのことはこの際どうでもええねん!!」


「……いいんですか？」


「それよりあのブスは何をやっとんねん？」


「そのブスってのが誰だれのことかは知りませんけど、涼子さんについてならもちろん調べてますよ」


　大作はデジタルカメラのメモリーを呼び出して静馬に見せた。道場での稽けい古こ風景のスチルだが、すべて隠かくし撮どりと一目で分かるアングルである。ボタンを押して次々と写真を送っていくうちに、次し第だいに静馬の眉み間けんのしわが深くなっていった。


「なあ大作……お前、なにが楽しゅうてジジイばっかし撮っとんねん!?」


　静馬の指し摘てきした通りだった。写真に大きく写っているのは鉄斎で、涼子はその陰になっている。さらにポーズが普通ではなかった。


「しかもこのジジイ、カメラ目め線せんでそのうえピースサインて!?」


「稽古の様よう子すは飛天流の関係者以外には見せてくれないんです。それで隠し撮りしたんですけど……撮った覚えもないのになぜか鉄斎師匠が写ってるんですよ」


「……どういうことや？」


「たぶんシャッターを切るその一いつ瞬しゆんを見切ってフレームインしてるんじゃないかと……あくまで隠し撮りのはずなんですけど」


　二人は十五秒ほど無む言ごんで向き合った。


「あんなジジイのことはこの際どうでもええねん！」


「……そうですね」


「それよりオレがここに来た目的は分かっとるやろ!?　時間は？」


「え～と……そろそろですね」


　大作は腕うで時ど計けいの時じ刻こくを確認し、次に静馬の服ふく装そうに目をやった。今日のバンダナはいつもの虎とら縞じまではなく服に合わせた迷彩である。


「その格好からすると本気のようですね、静馬さん」


「おう、オレはいつでも本気や。さっさと案内せえ！」


　静馬は威い勢せいよく立ち上がると、大作の肩をむんずと摑つかんで歩き出した。





　　　　☆





「よし、そこまで！」


　鉄斎の鋭するどい声が道場に響ひびいた。


　無む心しんに木ぼく刀とうを振っていた涼子はぴたりと動きを止め、床ゆかに正座して鉄斎と向き合った。赤く上気した顔にはとめどなく汗あせが流れ、顎あごの先から粒つぶとなって滴したたり落ちている。棒術の基本の型を身体に覚おぼえ込ませるために延えん々えんと打ち込みを続けていたため、スタミナも集中力も限げん界かいにきていた。


「汗を流してこい。昼ひる飯めしにしよう」


「はい、ありがとうございました！」


　少しフラつきながら一礼した涼子は、自分のリュックを持って道場を出た。鬼塚家の裏うら口ぐちから上がり、小さな銭せん湯とうのような造つくりの脱だつ衣い場ばにやってくると、しっかり戸と締じまりを確認してから袴はかまの帯おびを解ときはじめた。汗を吸って重くなった剣道着を脱ぬいで篭かごに放ほうり込み、引き戸を勢いきおいよく開けて中を覗のぞき込む。


「ん～ふっふっ……ヒ・ノ・キ・のお風ふ呂ろ～」


　涼子はやたらと嬉うれしそうな笑みを浮かべて鬼塚家の浴よく室しつを見回した。内ない装そうは総そう桧ひのき張ばりで、湯船も一度に三人は入れそうな立りつ派ぱな物である。唯ゆい一いつの不満はその湯船に湯が張られていないことだった。


「シャワーだけってのはアレだけど……日本人に生まれたからには、こういうお風呂に入んなきゃね～」


　涼子は嚙かみ締めるように言うと、稽古で火ほ照てった身体にぬるめの温度に調節したシャワーを浴あびた。汗を洗い流しているうちに、心ここ地ち好よさから思わず鼻歌が出てしまう──





（なんで『銭ぜに形がた平へい次じ』やねん!?）


　聞こえてきた鼻歌のメロディに、静馬は小声で突っ込んだ。


（静かに……気付かれたら殺されますよ）


　静馬の頭の上で大作が文もん句くを言う。


（分かっとるわい。まだ見えへんのか？）


（もう少し近付かないと……）


　二人は鬼塚家の裏うら手て、浴室の外にあるちょっとした竹たけ薮やぶの中に潜ひそんでいた。静馬が大作を肩かた車ぐるました状態で、涼子の入にゆう浴よくシーンをなんとかカメラに収おさめようとしていたが、足場が斜しや面めんになっているため高さが足たりない。


（手ェ伸ばしたら撮れるんとちゃうんか？）


（それじゃダメですよ。カメラとファインダーが切り離せるタイプならよかったんですけど……）


（ほな、どうすんねん!?）


（こうなったら思い切って窓まど際ぎわまで近付くか、肩の上に立つしかないですね）


（……しゃあない。立て）


　静馬は掌てのひらに大作の足を乗せて持ち上げた。右手にカメラを持っている大作は、バランスを崩くずしかけて反射的に左手で静馬の頭を摑つかむ。


（痛ッ……こら、髪の毛摑むな！）


（そんなこと言われたって……）


　小声で文句を言い合いながら、それでも大作は横に生はえている細い竹に摑まってなんとか静馬の肩の上に立ち上がった。ぐらつく足元を気にしながら前を向くと、格こう子し窓まどを通して白い背中が視界に飛び込んできた。女子にしては肩幅が広く、鍛きたえられた逆三角形の背中に、濡ぬれた黒髪が流れるように貼はり付いている。


（うわぁお……）


（見とれとる場合か。早よ撮れ！）


　我われに返ってカメラを構える。しかしその直後、ファインダーから涼子の姿がスッと下に消えた。


（うっ、しゃがまれました……）


（ア、アホ～ッ!!）


（窓際まで行くしかありませんよ。どうします？）


（行かいでか！）


　静馬は大きく一歩足を踏ふみ出した。大作はその急な動きについていけず、当然の結果として後うしろ向きに倒れた。


「うわっ、わっ、わ～っ!!」


　ズンッ！


　そのまま逆さかさまに墜つい落らくしようとしたその時、丸太で突っかい棒をされたように何かが大作の背中を受け止めて支ささえた。


「た、助かっ……」


「それはどうかな？」


　耳元に聞こえてきた野太い声に二人の表情は凍こおり付いた。大作の背中を支えているのは慶一郎の大きな手だったのだ。


「み、見み逃のがしてください、先生！　これは、その……言うなれば罪つみのない純じゆん粋すいな好こう奇き心しんのなせる業わざでありまして……」


　大作は空中で静馬の肩と慶一郎の手で仰あお向むけに支えられながら必死に弁べん解かいした。しかし慶一郎は苦にが々にがしい顔で答える。


「お前らの気持ちはよく分わかる……同じ男として分かりすぎるほどに分かる！　だがな……教師としては、分かってはいても分かるわけにはいかんのだ!!」


「格かつ好こうつけんな！　別にええやんけ、減へるもんやなし」


「ぬわぁんですってえ～ッ!?」


　静馬と大作は死神の声でも聞いたような顔で前に向き直り──格子越しに殺気に満ちた目つきの涼子と対面した。


「乙女おとめの敵てきの末まつ路ろってやつを教えてあげましょうか？」


　二人はブンブンと首を横に振ふったが、その願いは聞き入れられることはなかった。


「食らえ必殺ッ！」


　バシャアッ!!


「づ熱あぢゃあああ～～～～ッ!!」


　手て桶おけ一いつ杯ぱいの熱湯を浴びせかけられた勇者たちの悲ひ鳴めいは、およそ一〇〇メートル四方に響ひびき渡ったという。





　　　　三





　正しよう午ごちょうど──鬼塚家の居間。


　食しよく卓たくに並んだ料理の皿からは、強きよう烈れつに食欲をそそるスパイスの香かおりが立ちのぼっていた。


「先生……今日はカレーライスですか」


　席に着いた涼子は食卓を見回して拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。綿めんのシャツとジーンズの普段着に着き替がえ、まだ乾かわききっていない髪は結ゆわずに背中に流している。


「違う。インドカリーだ」


　慶一郎は二つの大皿を食卓に置きながら、きっぱりと訂てい正せいした。一方の皿にはナン（インドのパン）、もう一つの皿にはこんがりと焼けたタンドリーチキン（ヨーグルトに各種スパイスを加えたソースに漬つけ込んだ鶏肉を焼いた料理）とサラダが載のっている。


「カリーは辛から口くちのマトンとキーマ、それと辛味を抑おさえた野菜カリーの三種類だ。ナンは普通のとレーズン入りのがある。手でちぎってルーを付けて食べるんだ」


「別にそういうことを聞きたいんじゃなくて……ねえお師し匠しようさま？　あたし、ここに来て一度も和食を御ご馳ち走そうになったことがないんですけど……」


　涼子の言こと葉ばに鉄斎は顎あごを引いて頷うなずいた。


「うむ。わしもそろそろ日本が恋しくなってきたところだ」


「つまりずーっとこんなメニューなんですね……」


　あくまで時代小説風食事風景にこだわる涼子は不満顔である。


「しかしサムライたるもの好き嫌きらいをしてはならん。食える時に食っておかねばな」


「そうですね。いただきま～す」


　鉄斎の一言でケロリと態度を変えたのを見て、慶一郎はやれやれという顔になった。


「このチキン、先生が今け朝さから仕込んでたやつですね。すごく美お味いしいなあ。できればもう一切れ戴いただきたいんですけど……」


　遠くの方から寂さびしそうな声がした。声の主は一人だけ部屋の隅すみに追いやられている大作である。目の前には畳たたみの上に直接箱はこ膳ぜんが置かれている。大作は溜ため息をついて、しみじみと言った。


「この間の静馬さんの気持ちがよく分かりますね……十六年生きてきましたけど、こんなにわびしい気分は初めてですよ」


「アホ！　お前にオレの気持ちが分かってたまるかァ!!」


　その叫さけびは部屋の外から聞こえてきた。声の主である静馬は、裏庭に生はえている松まつの幹みきにロープで後ろ手に縛しばり付けられていた。


「なんでオレが縛られとんのに、お前がそこで呑のん気きにメシ食っとんねん!?　お前もこっちに来んかい！」


「別に静馬さんと同じ気持ちを味わいたいとは言ってませんよ」


「畜ちく生しよォ～、共きよう犯はんのくせにお前だけ人間扱あつかいされやがって……ワシントン条じよう約やくで保ほ護ごされとんのか、お前は!?」


「うるさいわね！　大作君はあんたの手て先さきになっただけなんだからいいのよ」


「ちゃうわ！　下調べして計画立てたんは全部大作や。あいつが主犯で、オレは踏ふみ台だいになっただけなんや～!!」


「僕も静馬さんの言いなりになるのは辛つらかったですよ……」


「う、裏切りモンがあ～ッ！」


　静馬は絶ぜつ叫きようしつつ暴あばれたが、慶一郎がプロ並の技術で縛ったロープは少しもゆるむ気け配はいはなかった。ひとしきり暴れた後、エネルギーが切れたようにグッタリとうなだれながら訴うつたえる。


「ハァ、ハァ……クソォ～、オレにも食わせ～！」


「結局それが本ほん音ねなわけね」


　涼子は皿にカレーとナンを取ると、縁えん側がわから庭に降りて静馬の前まで持っていった。静馬は警けい戒かいの色を浮かべながら、


「な……なんやねん!?」


「あら、食べたいって言うから持ってきてあげたのに。いらないの？」


「食いたあても、手ェほどかな食われへんやろ！」


「心配しなくても、あたしが食べさせてあげるわよ。ほ～ら」


　涼子はたっぷりとルーを載せたナンを静馬の鼻先に差し出した。最初は不ふ信しん感かんをあらわにしていた静馬だったが、やがて食欲を刺激する香りに屈してナンにむしゃぶりついた。


　涼子が手ずからサービスするカレーをすべて平らげた時──静馬は突然、身体の異い状じようを訴えた。


「く……口が痛い！　あ、あかん……口ん中めっちゃ辛い!!　おい涼子、水くれ、水！」


「水ぅ？　なにゼータク言ってんの、あんた」


　掌てのひらを返したような冷たい口調に、静馬は愕がく然ぜんとなった。


「なにィ……まさかこれが狙ねらいやったんか!?」


「今さら気付いたところで後の祭よ！　だいたいこのあたしが、のぞき魔のあんたなんかに情なさけをかけるとでも思って？　水が飲みたければ自分でどうにかするのね!!　オーッホッホッ！」


　涼子は無情にも高笑いしながら、静馬を置き去りにして食事の席に戻もどった。唇くちびるを真っ赤に腫はらした静馬はさっきにも増まして激しくジタバタ暴れたが、もはや手遅れであった。


「ム、ムゴイ……」


　大作は怖おそれおののいた表情で呟つぶやいたが、静馬を助けようなどとは考えなかった。もちろん自分の身が可か愛わいかったからである。


「いいかい、美雪ちゃん。辛いカリーで口の中がピンチになったら、こっちの野菜カリーをレーズン入りのナンで食べてごらん。するとちょうどいい具ぐ合あいに辛さが和やわらぐんだ」


　慶一郎はすでに他の人間は無視して、美雪一人を相手に蘊うん蓄ちくを語りはじめていた。


　美雪は額ひたいにうっすらと汗あせを浮かべながら、いつものように黙もく々もくと食事を続けている。





　　　　四





　三時十七分。


　駅前の東とう武ぶストアの野菜売場で、美雪は手に取った赤ピーマンと黄ピーマンをじーっと見み比くらべていた。


「両方買っちゃえば？　どうせ南雲先生なら上う手まく料理してくれるだろうし」


　買い物カゴを持って後ろにくっついている大作が呑のん気きに言う。のぞきの罰ばつとして美雪の買い物にお供ともするよう命じられて来たのである。


「…………」


　美雪は大作の言葉が聞こえているのかいないのか、独どく自じの基き準じゆんで食材を選んではカゴに入れていった。慶一郎の書いたメモの通りに選んでいるのだが、日本の家庭料理ではあまり使われないような食材が目につく。二十分も店内を歩き回っていると、買い物カゴはすっかり満まん杯ぱいになっていた。


「けっこうたくさん買うんだね。三人分なのに」


「……いっぱい食べるもの。あの人」


　美雪は他よ所そを向いたまま独ひとり言ごとのように答える。無ぶ愛あい想そうだがそれでも反応があったことに大作は大いに気をよくして、口元に笑みを浮かべて後に続いた。





　　　　☆





　同時刻──鬼塚家、裏庭。


　再ふたたび稽けい古こ着に着替えた涼子は、鉄斎から午後の講こう義ぎを受けていた。


「さて……飛天流剣術が現代に生きる実戦の技わざであるとは朝も言ったが、現実の相手としてどのような人間を想そう定ていするかを考えれば、やはり犯罪者ということになろう。そうなればナイフはもちろん銃を持った相手との闘たたかい方も用意しておかねばならん。御剣よ、お前なら銃に対してどう闘う？」


「撃うたれる前に先せん制せい攻こう撃げきを仕掛けます」


「相手が遠くにいる場合はどうだ？」


　涼子は少し考えてから答えた。


「まずは物もの陰かげに隠かくれます。そして有ゆう利りな距きよ離りまで近付きます」


「身を隠す場所がない時はどうする？　不ふ意いを突つかれた場合は？」


「……ならば、こちらも飛び道具を使うというのはどうでしょう」


　その答えに満足したように鉄斎は薄うすく笑みを浮かべた。


「そうだ。飛天流には五間けん（約九メートル）の距離ならば必殺必中の威い力りよくを誇ほこる手しゆ裏り剣けん術じゆつがある……チンピラごとき、銃を撃つ余よ裕ゆうすら与あたえず喉のど笛ぶえを貫つらぬく技だ」


　鉄斎は懐ふところに入れていた右手を振り上げた。


　カツッ！


　乾かわいた音をたてて、七メートルほど先にある立て板の的まとの中心に棒手裏剣が突き刺ささった。


「ア、アホかジジイ、危ないやろ！」


　静馬が的の後ろから顔を出して猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。的のすぐ後ろにはいまだ幹みきに縛しばり付けられたままの静馬がおり、的を外はずれればちょうど静馬の身体からだに刺さるという鋭するどい位置関係になっている。




[image: ]


「お師し匠しようさま、あたしもやってみていいですか？」


「うむ」


　鉄斎から棒手裏剣を借かりた涼子は、手の上で重さを確認すると、慣なれた手つきで三本を次々と投じた。二本が的の下の方に当たり、それならばと少し力を加えて投げた三本目は逆に上に外れて、静馬の頭上の幹に突き刺さる。


「……チッ」


「なんやその舌した打うちは!?　殺す気か！　このヘタクソ!!」


　静馬の文もん句くを無視して、涼子は力一杯棒手裏剣を投げた。


　カコォン！


　手裏剣は見み事ごとに的の中心に命中し、衝しよう撃げきで立て板がビリビリと震ふるえる。後ろの静馬は恐きよう怖ふにエビのようにビクッと身をよじった。ちょっぴり半泣きになりながら、


「クソ～ッ……こいつら絶対Ｓや！」


　今さら気付いても後の祭であった。





　　　　☆





　四時六分。


　買い物を終えた美雪と大作は、鬼塚家への帰き途とについていた。


　両手に買い物袋ぶくろを持った大作は、前を歩いている美雪が立ち止まったのを見て、五歩ほど離れた位置で足を止めた。スーパーの店内では近くにいられたが、表おもてではこの内向的で他人を寄よせ付つけない少女にストレスを感じさせずにいられるこれが限げん度どの距離だった。


　どうしたのかと声を掛けようとした大作は、美雪が歩道に沿そって続いている金かな網あみの向こう側を見ていることに気付いて、その視線の先を追った。


　金網の向こうのグラウンドではサッカーの試合が行なわれていた。十四、五歳ぐらいの少年たちが昨日きのうの雨のためにぬかるんでいるグラウンドを泥どろだらけになりながら駆かけ回っている。しかし美雪の視線は少年たちを突つき抜ぬけて、その先にある灰色の建物に向けられていた。


（ここは……）


　大作は、そこが美雪が籍せきを置いている中学校だと気付いた。もう一カ月近く休んでいる学校である。


「……いの？」


　美雪が何か言ったようだったが、大作は聞き取れなかった。もう二歩だけ近付いて尋たずねてみる。


「なにか言った？」


「……どうして行かなきゃいけないの？」


　美雪は金網の向こうに顔を向けたままで言った。


（いきなりそうくる？）


　大作は来るべき時が出し抜けにやってきたことに驚おどろいていた。言こと葉ばの意味は理解できるものの、その問いが果たしてどのレベルのものなのか判はん断だんに迷まようところである。慎しん重ちように考えて、無ぶ難なんに答えることにした。


「そうだなあ……必ずしも行かなきゃいけないってことはないと思うよ。現在の世の中の仕組みとしてそう決められてるだけで」


「でも行かせたいんでしょう？」


「南雲先生は、美雪ちゃんが行きたくなければそれでもいいと思ってるみたいだけど……僕は行った方がいいと思うな」


「どうして？」


「行けば必ず何かがあるからだよ。楽しいことも嫌いやなことも、びっくりすることも、つまらないことも……とにかく何かがあるはずなんだ。神社の掃そう除じをしてるだけの毎日じゃ出会えない何かがね」


「別に……もういいもの。何もなくても」


　美雪の声はひどくうつろで、どこか晴れ晴れとした絶ぜつ望ぼうを感じさせた。少女の心の闇やみの深さを垣かい間ま見たような気がして、大作は口をつぐんだ。言葉は呆あきれるほど空むなしいと感じた。


「私の家庭教師、頼たのまれてるんでしょう？　だから学校に行かせたいのね」


「……勉強は嫌きらい？」


「そうじゃないけど……無む駄だだと思うから。だって必要ないもの」


「確かに学校で習ならうことなんて将しよう来らい的にたいして役に立たないことがほとんどだし、無駄なことをやらされてるって考えると苦く痛つうなだけだけど……逆にそう割わり切きっちゃえば面おも白しろくなるよ。自分のやった分だけ結けつ果かが出るわけだから、要ようはゲームみたいなもんだね」


「そう」


　美雪は興きよう味みなさそうに答える。勉強嫌いが原因で不登校を続けているわけではないことを思い出し、大作は質問を変えた。


「どうして行かないの？　学校が楽しくないから？」


　核かく心しんを突いたその問いに、美雪はすぐには口を開かなかった。黙だまって答えを待っていると、やがてぽつりと言った。


「……わからなくなったから」


「何が？」


「私が生きてる意味が」


　美雪の小さな呟つぶやきは、ずしりと重い手て応ごたえとなって大作の胸にのしかかってきた。


（やれやれ、こりゃまたヘビィだなあ……）


　大作は心の中で肩をすくめた。慶一郎に頼まれた仕事は家庭教師ではなく、実際はカウンセラーだったことにようやく気付いたのである。


（生きてる意味ときたか……さ～て困こまったぞ）


　哲てつ学がく的てきな問いを突き付けられて大作は途と方ほうに暮くれた。『そんなものは存在しない』としか答えようがなかったが、それで美雪を説せつ得とくできる自信はない。


「楽しそうね」


「え？」


　不意の言葉に、大作は美雪の眺ながめているサッカーの様よう子すに目を向けたが、美雪はそれについて言ったわけではなかった。
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「涼子さんや、あのハチマキの人と一いつ緒しよにいると……楽しい？」


「うん、楽しいよ。あの人たちと付き合うには相当なスタミナが要よう求きゆうされるけどね」


　大作は美雪と並んでサッカーを眺めながら、自分が話すべき唯ゆい一いつのことを思い出した。


「美雪ちゃん……僕はね、去年の十一月に大門高校に転校してきたんだ。それまでは実家のある王子の近くの私立に通かよってたんだけど、どうしてわざわざこっちに転校したと思う？」


「……前の学校が楽しくなかったから？」


「そうだね。私立にいた頃ころ、僕の周まわりにいたのは平気で人を傷きず付つけられるようなくだらない人間ばかりだったから、そんな連中の間から逃にげ出すことは僕にとって必要なことだった。それは正しいことだったと信じてるけど……だけど最近、本当はそれだけじゃないって気付いたんだ」


　美雪は黙だまって耳を傾けている。


「自分の周りの連中は嫌いだったけど、本当は僕自身、その頃の自分が好きじゃなかった。自分を守るために、親や周囲の要求に応こたえて『いい子』になろうとばかり考えてた自分が嫌いだった……心の中では自分が一番くだらない人間だと思ってたんだ」


　そこまで言って、大作は不意に何かを思い出したように笑みを浮かべた。


「でも草[image: ]静馬という人間と出会って考えが変わった……というか、自分の周りだけが世界の全部じゃないってことを知ったんだ。そして今ある自分だけが唯一の自分でもないってことに気付いた。『いい子』になるのをやめて、自分の好きな自分に変われるかもしれないって思った……そのためには以前の僕を知ってる人がいない、新しい場所に行く必要があったんだ。それで僕は静馬さんを追って大門高校に転入した。弾けるためにね」


　美雪が自分の顔をじっと見ているのに気付いて、大作は悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんで見せた。腹に一いち物もつありそうで、とても『いい子』には見えない──だが人を魅ひきつける何かを含ふくんだ笑みだった。


「美雪ちゃんには楽しいこと、ないの？」


「え……」


　そう問われて、美雪は少し呆ぼう然ぜんとした様子でうつむいていたが、やがて答えた。


「……ご飯」





　同時刻──鬼塚家の台所。


　コンロの脇わきで丸椅い子すに腰こし掛かけている慶一郎は、テールスープの煮に込こみ具合をまめに確認しながら、呑のん気きに英字新聞を読んでいた。


　時とき折おり、庭の方から変な悲ひ鳴めいが聞こえてくる以外は、まったく平へい穏おんそのものの日曜日であった。










　第十六話　挑戦者、現あらわる！







〈六月五日──雨のち曇り〉





　梅つ雨ゆの季節が始まった。


　今年はカラ梅雨だそうだが、七年振ぶりに体感する日本の梅雨は熱ねつ帯たい雨う林りんのように蒸むし暑あつい。以前、亜あ熱帯のジャングルで三カ月ほど生活したことがあるが、この暑さはその頃ころのことを思い出させる。思い出すといっても傭よう兵へい部ぶ隊たいのキャンプだったので、覚おぼえているものといえば鉄と泥どろと草いきれの臭におい、そしてピリピリとした戦場の空気ぐらいだ。


　だからだろうか……この梅雨の空気は、どこかきな臭くさい闘たたかいの予感を感じさせる。





　　　　一





　最近の鬼塚家の朝は、カフェオレの香かおりで始まる。


　食しよく卓たくにはフランスパンを使ったフレンチトーストと、チーズとトマトのサラダが並んでいる。慶一郎がフランスに住んでいた頃によく食べていたメニューを再現したものだが、鉄斎と美雪は文もん句くひとつ言わず、ナイフとフォークを使って黙もく々もくと口に運んでいた。


「……ねえ、おじいさま」


　美雪が不意に口を開いた。食事中に美雪が何かを話すのは非常に珍めずらしいことである。


「涼子さんが家うちに来るようになってから……おじいさま、何だか楽しそうね」


「え？」


　慶一郎は美雪が他人に興きよう味みを示したことに驚おどろくと同時に、指し摘てきしたその内容にもショックを受けていた。


（喜んでたのか!?　押し掛け弟で子しに迷めい惑わくしてると思ってたのに……まったく気付かなかったぞ）


　慶一郎は横目で鉄斎の顔を観察したが、その仏ぶつ頂ちよう面づらからはどんな感情も読み取れなかった。鉄斎はカフェオレを一口飲んで、


「そう見えるか？」


「ええ……私じゃなくて、涼子さんが孫まごならよかったのにね」


　さらりと言ったその言こと葉ばを聞いて、慶一郎は心臓が止まりそうになった。


（また朝っぱらからそういう台詞せりふを……！）


　ちらりと鉄斎を見るが、この年寄りは否ひ定ていも肯こう定ていもせずにのうのうと食事を続けている。慶一郎は鉄斎を諦あきらめて、自分で美雪に言った。


「い、いや……そんなことはないよ。ほら、御み剣つるぎはあれでけっこう大おお飯めし食らいだし」


「お前ほどではない」


　鉄斎の横よこ槍やりに、慶一郎は強こわ張ばった顔で振り向いた。


（こ……このジジイ～！　フォローしようとした俺おれの立場はいったい!?）


　心の中でジジイ呼ばわりしつつにらむが、鉄斎は涼すずしい顔でトーストを切っている。美雪もそれ以上なにも言わず、この話題はすでに終わったことにされているようだった。


（とにかく……どうにかしないとな）


　ほとんど味を感じなくなった朝食を機械的に口に運びながら、慶一郎はそう思った。





　　　　☆





　ドタバタと慌あわただしい足音が聞こえてきたかと思うと、いきなりドアが開いて、髪を振り乱した姉あねの巴ともえが部屋を覗のぞき込んだ。


「こら静馬、さっさと起きて学校へ行きな！　姉ちゃん、先に出るからね!!」


　荒っぽくドアが閉じられ、やがて足音が玄関から出ていってから、静馬はベッドの中からむっくりと起き上がった。眉み間けんにしわを寄せ、眩まぶしそうに目を細めてデジタル時計を見る。八時四十分。


「ふぁ～あ……姉やん、教師が遅ち刻こくしたらあかんで」


　静馬は大あくびと一いつ緒しよに呟つぶやくと、シーツを蹴け飛とばした。赤しやく銅どう色いろをした大柄な筋きん肉にく質しつの身体からだがのっそりと立ち上がる。静馬は寝る時は年中トランクス一枚だった。発はつ達たつした犬けん歯しを剝むき出しにして虎とらのようなあくびをしながら、首をコキコキと鳴らす。


「……行くか」


　八分後──制服に着替えてマンションの駐ちゆう車しや場じように降おりてきた静馬は、自分のバイクに乗ろうとして、足元に置いてあったダンボール箱ばこを無意識に蹴った。


『ギャンッ！』


　妙みような悲ひ鳴めいを耳にした静馬は不審な顔つきで視線を落とす。ダンボールの中から、内側をカリカリと引っ搔かくような音が聞こえていた。





　　　　二





　大門高校の昼休み。


　昼食後、図と書しよ館かんの雑ざつ誌しコーナーで新聞を読むのが慶一郎の日につ課かになっていた。不ふ在ざいにしていた七年間の日本の情報を頭に入れるのがおもな目的だが、英米の新聞が置いてあるのも慶一郎にとっては有あり難がたい。


「先生……ねえ、南雲先生？」


　ニューヨークタイムスを読んでいた慶一郎は、その呼び掛けに顔を上げた。声を掛けてきたのは涼子であった。


「なんだ、御剣か」


　再ふたたび紙し面めんに目を戻もどすと、涼子は少しムッとした顔になったが、すぐに機き嫌げんを直なおしてテーブルを挟はさんだ向かい側に座すわった。


「なにか用か？」


「用かじゃないでしょ？　今夜のメニュー、もう決めてあるの？」


「夕ゆう飯めしって……御剣、今こん晩ばん来るのか？」


「行くわよ、もちろん。今日は腕によりをかけて御ご馳ち走そうを作るんでしょ？　手伝うことある？」


「……なんでだ？」


　どこか話が嚙かみ合っていないことに気付いた慶一郎は、新聞をたたんで涼子の顔をまじまじと見た。


「どうして今日に限って御馳走なんだ？　お前も食うのか？」


「だって、パーティやるんでしょ？」


「パーティって……なんの？」


「ええっ!?」


　涼子はキョトンとした顔になり、続いて冷ややかな軽けい蔑べつの目つきで慶一郎をにらんだ。


「なによ、それ？　最低～ッ！」


「だから意味が分からんと言ってるだろ？　なんなんだ!?」


「だって誕たん生じよう日びよ!?」


「誰だれの？」


「美雪ちゃんに決まってるじゃない」


「な……なにィ──ッ!?」


　大声を出して立ち上がった慶一郎に、周囲の生徒たちの視線が集中した。だが、それも気にせず涼子に詰つめ寄る。


「俺は聞いてないぞ！」


「美雪ちゃんが生まれた時から知ってるくせに、誕生日ぐらいなんで覚おぼえてないのよ？」


「そんな昔むかしのこと、言われなきゃ思い出さないだろ!?　誰から聞いたんだ？」


「お師し匠しようさまよ」


「あの年寄りめ……なんてこった」


　それを聞いた慶一郎はガックリと肩を落とした。涼子は腕組みして、呆あきれ果はてたという口く調ちようで言う。


「要するにな～んにも用意してないってことね」


「いや、まだ時間はある！　今から仕込めば夕方までには十分……」


「午後の授業は？」


「ああっ！」


　言われて、慶一郎は頭を抱かかえた。五、六時限ともに授業があり、しかも職員会議まで予定に入っていた。


「……その様よう子すじゃダメそうね」


　涼子は失しつ望ぼうの溜ため息を漏もらした。





　　　　☆





　藤堂校長の昼食は遅い。


　生徒たちからは趣しゆ味みで校長をやっているように言われているが、この変な高校を運うん営えいしていくためには平日であっても片付けなければならない仕事は意外に多いのだ。校長室で弁べん当とうを広げるのは、たいてい昼休みの終しゆう了りようのチャイムが鳴なった後である。ちなみに愛あい妻さい弁当であるという噂うわさだが、真しん偽ぎのほどはさだかではない。


　今日も午前中の仕事を終えた藤堂は、四段の重じゆう箱ばこを広げた風ふ呂ろ敷しきの上に並べて昼食の最中であった。


『Ｐｉ・Ｐｉ・Ｐｉ・Ｐｉ・Ｐｉ……』


　不意に鳴り出した電子音に、藤堂は慌あわてずキーボードを叩たたく。卓たく上じようの液えき晶しようモニターで電子メールの受信を確認すると、湯ゆ呑のみの玄げん米まい茶ちやを一口すすってから、マウスに持ち替えて表ひよう示じのコマンドを入力した。


「ほほう、海外からか？　しかしこれは……」


　メッセージは英語による正式な文書だった。その内容を読み進むうち、藤堂の顔は次し第だいに険けわしく、しかしどこか楽しそうでもある不ふ敵てきな表情に変わっていった。そして最後に書き込まれた日付を見て、驚おどろきと困こん惑わくの表情を浮かべる。


「今日だと？　突然の話じゃないか。なるほど……つまりこれは挑戦状というわけか」


　藤堂は食事を中断し、重箱を脇わきに移動してキーボードを手元に引き寄せると、軽けい快かいな音をたててキーを打ちはじめた。当然、一分でも早く返事のメールを送るためであった。


　そして二〇分後──校長室の電話が鳴った。


　藤堂は五回目のコールで受話器を取り、相手に向かって尊そん大だいな口調で言った。


「そうだ。こちらは基本的に誰だれの挑戦でも受ける。だが試合は放課後だけにしてもらおう。彼は我が校の教師でもあるのだ。授業の邪じや魔まをしてもらっては困こまるのだよ……」





　　　　三





　キーンコーン……


　六時限目終了のチャイムが鳴った。


「よし、今日はここまで！」


　教室の中で最もつともそのチャイムを待ちわびていた男──南雲慶一郎は、チャイムが鳴り終わらないうちに教室を飛び出していた。普通に走るよりも速い〈神しん足そく歩ほ法ほう〉にて職員室に向かう。疾しつ風ぷうのごとき移動速度に途中で何人かが弾はじき飛ばされたようだったが、構かまっている余よ裕ゆうはなかった。職員室に出席簿ぼを置くと、そのまま回れ右をして正門へ直行した。


（なにかアクシデントが起きる前に学校を出なければ！）


　慶一郎は胸むな騒さわぎを感じて焦あせっていた。こういう時に限って藤堂からの呼び出しを食らうはめになるのだ。ホバー移動のごとく足元から土つち煙けむりを上げて疾歩する慶一郎は、正門を前方の視界にとらえた直後、異い変へんを察さつ知ちして急停止した。


　正門を入ったところに、狼おおかみを思わせる鈍にぶい銀色のベンツが止まっており、その手前には喪も服ふくのような黒いスーツに身を包つつんだ女が立っていた。女はダークブロンドの髪を巻まき貝がいのように結ゆい上げ、銀色の髪かみ飾かざりをかんざし風に差している。


　慶一郎が正門に近付いていくと、女はサングラスを外はずして顔を上げた。北ほく欧おう系けいと思われるクールな風ふう貌ぼうに、グリーンの瞳ひとみが印象的なとびきりの美人であった。肩かた幅はばが広く、完かん璧ぺきすぎるプロポーションがサイボーグじみて見える。


「待っていたわ。南雲慶一郎」


　かなりハスキーだが、外国訛なまりのないきれいな日本語だった。


「……あんたは？」


「私の名はミアン・キュービィ。マネージャーです」


「マネージャー？　誰のだ？」


「ミスター南雲のマネージャーに決まっています。あなたのこれからの闘たたかいをマネージメントさせていただきます」


　よく知っている誰かを思い出させる一方的な宣言だった。


「ずいぶんと勝手な言い草だな……誰の差さし金がねかは知らんが、俺にはマネージャーなんか必要ない。帰ってくれ」


「これから必要になるわ。最初の対戦相手はすでに来ているのだから」


「なんだと？」


　不意に、慶一郎はミアンと名乗る女の他にもう一人の人物の存在に気付いた。ベンツを挟はさんだ向こう側に立っているその男は、ミアンよりも明らかに大柄でありながら、ミアンの背後から突然現あらわれ出たように見えた。それだけ見み事ごとに気け配はいを断たっていたのだろう。


『日本のこの雨う期きの蒸むし暑さは、どこか南米のジャングルを思い出させる……そうは思わんか？』


　ひどいくせっ毛の金髪をしたその男は、ベンツに腰こしをもたれ、肩越しに慶一郎を見ながら英語でそう言った。着古したアーミージャケットの肩には、白地に真しん紅くのドクロマークを染そめ抜ぬいたエンブレムが縫ぬい付けられている。


『お前は傭よう兵へいの……〈一人軍隊ワンマン・アーミー〉のユーリ・カッシュか!?』


『なかなかの記憶力だな。ケイ……さすがは隊長のお気に入りだ』


　ユーリと呼ばれた男はようやく慶一郎に顔を向けた。浅あさ黒ぐろく日焼けした顔は端たん正せいだが、その目つきは暗く、触ふれれば切り裂さく抜き身のナイフのような剣けん呑のんさをその奥に秘めていた。


　慶一郎はかつて傭兵部隊の隊長の世話になったことがあり、一度だけ実戦にも参加している。ユーリ・カッシュは臨りん時じに雇やとわれた傭兵で、短い期間ながらチームメイトとして作戦行動を共にした間あいだ柄がらだった。東とう欧おうの某ぼう国こくの特とく殊しゆ部ぶ隊たい出身という噂うわさだが、本人に確かめたわけではない。


『傭兵のあんたがなんでこんな所にいるんだ!?　誰に雇われた？』


『俺はうまい儲もうけ話があればどこへでも行くし、何でもやる……今回の仕事は傭兵というより賞しよう金きん稼かせぎかな』


『賞金稼ぎ……？』


『そうだ。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言ってやろう。お前の首には法ほう外がいな額がくの賞金が懸かけられている……俺はそれを戴いただきに来たというわけだ』


『なるほどな……』


　慶一郎はようやく腑ふに落ちた気分になった。ミアンをよこし、自分に賞金を懸けた人物の目め星ぼしはすぐについた。


『ミスター南雲、あなたは彼と対戦していただきます。断ことわる理由はないはずですが？』


　ミアンが二人の間に入って言った。マネージャーというよりはマッチメーカーと呼んだ方がよさそうな役やく割わりであるらしい。


『今すぐにか？　そいつは困る……俺は急用があって忙いそがしいんだ。明日にしてくれ』


『ここで闘うのが嫌いやだと言うのなら、お前が下宿している家まで出向くことになるが……構わんのか？』


『それはもっと困る！』


『ここで闘うことについての承しよう認にんはすでに下りている。問題はない』


『承認だと!?』


『──彼の言う通りだよ。南雲君』


　その声に振り向いた慶一郎は、ビデオカメラとマイクを持った数人の生徒たちを従したがえた藤堂校長の姿を発見して驚おどろいた。


「大門高校の校内での争いは、すべて私とＫファイト実行委員会が管理する決まりになっているのだ。君たちの闘いの舞ぶ台たいはすでに用意してある……さあ、来たまえ」


　藤堂の言葉を、慶一郎は憮ぶ然ぜんとしながら諦あきらめにも似にた気分で聞いていた。どうやら避さけられる闘いではなさそうだった。





　　　　四





　その日の放課後、大門高校の体育館はいつもとは少々趣おもむきの異ことなる興こう奮ふんに包まれていた。実じつ況きよう席のアナウンス担当の女生徒がマイクに向かって興奮した口調でまくしたてる。


「全校生徒の皆さんこんにちは！　本日のＫファイトスペシャルマッチは、アメリカより来日した元傭兵、〈一人軍隊〉の異い名みようをとる歴れき戦せんの猛も者さユーリ・カッシュ氏を挑戦者に迎むかえております!!　無敵の格闘家、南雲慶一郎を倒すために送り込まれた刺し客かくとも噂されるユーリ・カッシュ！　果はたしてどのような力を我々の前に見せてくれるのでしょうか!?　実況はわたくし放送部二年の中村環たまき、解説はもはや見み飽あきた感のあるこのグラサンオヤジ、そして特別ゲストとして南雲先生の押し掛けマネージャーにして謎なぞの美女、ミアン・キュービィ女じよ史しを迎え、体育館特設リングサイドよりお送りいたします！」


「私の名前を紹介したまえ。名前を」


　藤堂の苦く情じようは歓かん声せいにかき消された。体育館には見物の生徒たちが大たい挙きよして詰めかけ、お祭じみた騒そう々ぞうしい雰ふん囲い気きに包まれている。


「……どういうことなの、この有あり様さまは？」


　おとなしくゲスト席に収まりながらも、困こん惑わくを隠かくし切れない顔でミアンが言った。藤堂は勝ち誇ほこったような含ふくみ笑いを浮かべる。


「フフ……これが大門高校の流りゆう儀ぎなのだよ。我が校の敷しき地ちに足を踏ふみ入れたからには、ここのルールに従ってもらう」


　歓声が高まった。八角形のリングに二人の大男が現れたのである。


『あんたも災さい難なんだな。日本まで来て見せ物になるとは』


　慶一郎は向かい合うユーリに同情をこめて言った。


『見せ物か……俺にとってはゴングで始まる格かく闘とうなど、しょせんはゲームにすぎんさ』


　ユーリは軍用ブーツの爪つま先さきで床ゆかのマットを蹴けりながら、冷さめた口調で答えた。ユーリの服装は慶一郎とよく似にたアーミールックで、上着はメッシュのシャツ、両手には黒い革かわ手て袋ぶくろをしている。身長は一九〇余あまり。一見して細ほそ身みに見えるが、実用一点張りの頑がん強きようでしなやかな筋肉が全身を鎧よろいのように被おおっており、正式な訓練を受けた兵士数人を相手にして苦もなく素す手ででひねり殺せるほどの戦せん闘とう能力を秘めていた。
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　実行委員会から会場に向けてルールの説明がなされると、観客の間から戸と惑まどいにも似た溜ため息が漏もれた。時間無制限、反はん則そくなし、相手を完全に制圧するまで決着のつかないデスマッチルール──まさしく〈何でもありパーリ・トウード〉であった。


　一応のレフリーである金かね田だ教きよう諭ゆがリングに入り、すべての準備は整ととのった。


『ケイ、お前とは一度本気でやり合ってみたいと思っていた……銃でもナイフでもなく、素す手ででな』


『そうかい？　傭兵のあんたにしては珍めずらしいな……だが俺も大事な用があるんだ。そうそう長くあんたの相手をしている時間はない。悪いが勝負はすぐにつけさせてもらう！』


　ゴングが鳴り響ひびいた。


　慶一郎は滑すべるように一気に間合いを詰めて、丸太を振り回すようなミドルキックを放はなった。ガードが意味をなさないほどの破は壊かい力りよくを秘めた蹴りである。だが、ユーリはその蹴りを掌で受けた。


　バイィン！


　鉄板を蹴ったような感かん触しよく、そして音だった。慶一郎の蹴りは弾はじき返されたが、ユーリの身体はわずかに揺ゆらいだにすぎなかった。


（バカな!?）


　内ない心しん動どう揺ようしながらも、慶一郎はさらに攻撃を続けた。蹴りを上下段に散らしてガードを揺さぶろうとしたが、ユーリはすべて掌で受け止め、あるいは受け流した。ユーリの掌は見えないエアバッグでも仕込まれているように蹴りの衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうしている。


　慶一郎はさらに踏み込み、ユーリの身体の中心線を狙ねらって渾こん身しんの正せい拳けんを打ち込んだ。


「──!!」


　慶一郎の拳こぶしはユーリの掌で止められていた。正確にはユーリの掌ではなく、その数センチ手前の空間で止まっていたのである。反発し合う磁じ力りよくによって接せつ触しよくすることができない磁石のようだった。


（これは……なんだ!?）


　慶一郎の霊れい的てきな視し覚かくは、ユーリの掌から波は紋もんのように広がっていく空間の歪ゆがみをとらえていた。拳を通じて硬こう質しつで高圧の〈神しん気き〉の波動を感じる。


『どうした、ケイ……あのウィラード・ゲイツを倒したという実力を見せてみろ！』


　ユーリの手しゆ刀とうが弧こを描えがき、続いて冷れい気きが烈れつ風ぷうのように襲おそってきた。凍こおり付くような鋭するどい痛みが走ったかと思うと、慶一郎のＴシャツの胸は斜ななめにすっぱりと切り裂さかれていた。皮一枚の浅い傷だが、慶一郎の受けた衝しよう撃げきはそれ以上のものだった。


『貴き様さま……まさか〈神威カムイの拳けん〉を!?』


　ユーリは答えず、獣けもののように低い姿し勢せいで突とつ進しんした。手刀の形にした両手を顔の前で交差させ、飛び込みざまに二つの弧を描いて振るう。


　ギイィン!!


　Ｘ形に重なった凍れる〈神気〉の刃やいばが慶一郎に襲いかかった。慶一郎は顔がん面めんから胸むねをガードする両腕に〈龍りゆう気き〉を集める。冷気の刃はチェーンソーのように〈龍気〉の防ぼう御ぎよ壁へきを削けずり、皮ひ膚ふとシャツを傷付けて砕くだけ散ちった。


『知りたければ俺を倒してからにするのだな！』


　ユーリの手刀が閃ひらめいた。揃そろえた指先から十センチ近くも伸びている〈神気〉の刃が慶一郎の両足を切り裂く。跳とび退のいた慶一郎の太ふと腿ももに激げき痛つうが走り、傷口から鮮せん血けつがほとばしった。


「おおーっと、これはいったいどうしたことでしょうか!?　積極的に攻せめていた南雲慶一郎、ユーリの反撃にたまらず後退～！」


「あの手刀に秘密がありそうだな。かなりの威い力りよくと見た」


　霊的なエネルギー（力りき場ば）である〈神気〉は肉眼では確認できないため、正確に事態を把は握あくしている人間はほとんどいなかった。


「ゲストのミアンさん、何かコメントを」


「……闘いは始まったばかりよ。黙だまって見ていなさい」


　ミアンはぴしゃりと言うと、長い足を組み直して闘いを注視した。


　試合は互たがいに牽けん制せいし合う状態になっていた。慶一郎の遠えん距きよ離りからの蹴りや突きはユーリの掌に防ふせがれている。ユーリの手刀の切っ先は慶一郎とほぼ同じリーチがあるが、カウンターを警けい戒かいしてかなかなか踏み込んでこない。小こ競ぜり合いを続けるうちに、慶一郎はユーリの操あやつる〈神威の拳〉の基本性能をほぼ見み抜ぬいていた。


（あの〈盾たて〉と〈剣けん〉は両手で扱あつかえる代かわりに同時には使えないらしいな。つまり手刀で攻撃する瞬しゆん間かんは無む防ぼう備び……切れ味は鋭するどいが、飛び道具として使うと威力は半はん減げんする。総じて攻撃力ではナイフに劣おとる……ってとこか）


　間合いをとった慶一郎は仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほうの呼吸で〈龍気〉を練ねり、腰だめに構かまえた両手の間に集しゆう束そくさせた。外見からは分からない性能を確かめる必要があった。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　慶一郎は右手を突き出して高圧の龍気弾だんを放はなった。ユーリは両の掌を胸の前で構え、〈神気〉の盾でそれを受け止める。〈龍気〉と〈凍気〉が互いに中ちゆう和わし合ったのか、盾に食い込んだ龍気弾は炸さく裂れつすることなく削けずられていき、やがて金色の粒りゆう子しになって飛散した。


『俺の〈神飛拳〉を無む効こうにするとはな！　あんたで二人目だ』


　慶一郎の言こと葉ばにユーリは不敵な笑みを浮かべた。素す早ばやく踏み込みながら、獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびのように右手の手刀を突き出す。慶一郎はその突きを腕で弾はじき、防御も兼かねた膝ひざ蹴げりを放はなった。


　バイィン！


「なに!?」


　膝蹴りがユーリの空あいた片手で止められていた。最初の手刀はフェイントだったのである。体勢を崩くずした慶一郎に、ユーリはほとんど密みつ着ちやくした状態から〈神気〉の刃を帯びた手刀で切りつけた。両手の手刀をハサミのように交差させて慶一郎の太い首を狙ねらう。


「くっ！」


　慶一郎は後方に倒れ込みながら残のこった軸じく足あしで床ゆかを蹴り、ギロチンのような凍とう刃じんを躱かわして後こう転てんした。浅く切られた首に激痛を感じたが、辛かろうじて致ち命めい傷しようは免まぬがれていた。


「ああ～、もう！　見てらんないわよ!!」


　リングサイドの最前列で観戦していた涼子は苛いら立だちの声を上げた。慶一郎本人は気付いていないことだが、今回のＫファイトはこれまでの校内の小こ競ぜり合いとは意味が違い、初めて海外からの挑戦者を迎むかえ撃つ闘いなのである（前回のケインはニセ外人ということで除じよ外がい）。当然、生徒たちの応おう援えんも力の入り具ぐ合あいが違っていた。


「アホが……ぬぁ～にあんな奴やつに苦戦しとんねん。とっとと決ケ着リつけんかい！」


　ガラの悪いボヤキ声に振り向くと、今日はあまり姿を見掛けなかった静馬がすぐ近くに来ていた。


「完かん敗ぱいした奴がえらそうなこと言ってんじゃないわよ。あの外人、あんたよりはだいぶ強そうよ。戦闘のプロって感じよね」


「ケッ……何がプロや。あんなチンケな盾、オレの〈炎ほのおの虎とら〉やったら一発で丸焼きにしたるわ。何でもかんでも一点集中したらええっちゅうもんやあれへん」


「……盾？」


　涼子は闘いの様よう子すを注意深く観察した。慶一郎の攻撃が簡単に止められるのを不ふ思し議ぎに感じていたが、それは純じゆん粋すいにユーリの格闘センスによるものだと思い込んでいたのである。ユーリの手の動きに注目した涼子は、静馬の指し摘てき通り、透とう明めいな盾のようなものが掌てのひらに発生しているのに気付いた。


「静馬……あの外人、まさか!?」


「そうや。あいつも〈神威の拳〉の使い手らしいな。そやけど、地味で堅かたいだけでパワーも芸げいもたいしたことあれへん」


　静馬は身を乗り出して大声で叫さけんだ。


「コラ南雲ォ！　そんな奴いつまで調子に乗らせとくつもりや!?　遊んどらんで、さっさと実力を見せたらんかい!!」


　歓かん声せいの中にあってもその声は慶一郎の耳に届いていた。


（簡単に言ってくれるがな……地味で堅けん実じつということがいかに恐ろしいか知らんだろう。勝負の機き微びってもんを理解していない）


　ユーリは〈神気〉の盾と剣を巧たくみに使い分け、さらに通常の打撃技わざを交まじえて慶一郎に次の手を読ませなかった。一手一手闘いの駒こまを進めていくような計算された攻撃に、慶一郎のダメージは確実に蓄ちく積せきしていく。だが逆に、並の格闘家なら何度も殺されているはずの厳きびしい連れん係けい攻撃を再さい三さんにわたってしのいでいるとも言えた。


（まだだ……まだ奴は奥の手を隠かくしているはず。俺に手の内を読みきられる前に仕掛けてくる！）


　ユーリの攻撃パターンを学習した慶一郎は、〈盾〉から〈剣〉に切り換える瞬しゆん間かんに生じるわずかな時間差に気付いた。連係のスキを狙ねらって小技で割わり込んでいくようにすると、強力な決定打を欠くユーリの攻撃は目に見えて勢いきおいを失うしなっていった。


　簡単に主しゆ導どう権けんを奪うばい返されるようになり、ユーリに焦あせりが見えはじめた。慶一郎の知る限り、ユーリという男は勘かんに頼たよったり無心で闘ったりは決してしない。経けい験けんと予よ測そくをもとに冷れい静せいに計算し、精せい密みつ機き械かいのように正確に行動するタイプなのだ。普通の闘い方は地味で堅実だが、不利な状じよう況きように陥おちいれば、リスクはあっても最もつとも勝利の確率の高い思い切った行動に打って出るはずだ。


（……来るか!?）


　退ひいて間合いをとると見せ掛けて一転、ユーリはこれまでで最速の踏ふみ込みで突っ込んできた。両手は背中に回して隠している。必殺の間合いに入る直前まで見せないつもりだ。


（盾か、剣か、それとも──!?）


　極きよく端たんな前ぜん傾けい姿し勢せいで突進しながら、ユーリは両手を前に差し出した。手刀である。ユーリはその両手を合がつ掌しようさせ、二つの〈神気〉の刃やいばを合体させて、刃渡り六〇センチに達する〈剣〉と化した。今までのものがナイフだとするなら、それはまさに〈長剣ソード〉と呼ぶに相応ふさわしかった。


　ユーリは〈長剣〉を下から斜ななめに突き上げた。次の瞬間──


　ガシッ！


　慶一郎の手刀が、ユーリの手首を叩たたいていた。〈長剣〉はナイフよりも有ゆう効こう間合いが広い代かわりに手て元もとにスキが生じる。慶一郎は一歩踏み込むことで、ユーリがみずから作り出した死し角かくに飛び込んだのである。


「──〈龍りゆう勁けい掌しよう〉!!」


　慶一郎は〈龍気〉を込めた右手を打ち込んだ。加か速そく距きよ離りゼロの密着から放つ爆発的な発はつ勁けいである。寸前、ユーリは〈長剣〉を〈盾〉に変へん換かんしてそれを受けた。


　カアァァン!!


　鉄骨同士が激げき突とつするような撃げき音おんが響ひびいた。〈龍気〉と〈凍気〉がスパークし、互たがいに中和し合って消しよう滅めつする。しかしわずかに〈龍気〉の爆発力が勝まさり、ユーリの身体は圧力に押し戻もどされて一瞬、棒立ちになった。


（そこだ！）


　慶一郎は床ゆかを踏み切り、ユーリの足元に滑すべり込んだ。スライディングで両足を払われたユーリの身体からだが跳はね飛ばされて宙ちゆうに浮く。


　その後に起こった異様な光景に、観客たちは度ど肝ぎもを抜かれた。


「──〈飛ひ龍りゆう三さん連れん脚きやく〉!!」


　慶一郎はスライディングの体勢からいきなり床を蹴けり、空中のユーリを跳とび膝ひざ蹴りで追つい撃げきした。さらに高く浮いたユーリを追って慶一郎は上じよう昇しようし、旋せん風ぷう脚きやく、そして空中での踵かかと落おとしへとつながる連続蹴りを叩き込む。最後の踵落としを食らったユーリの身体は床に激しく叩き付けられてバウンドした。


「〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　ガアァン!!


　空中から放った龍気弾はユーリを直撃し、周囲のマットごと人形のように吹き飛ばしてリングを囲む金かな網あみのフェンスに叩き付けた。


　体育館は真空と化したような静せい寂じやくに包つつまれた。


　慶一郎の身体はまだ空中に浮いていた。二秒ほど空中に静止した後、重力の存在を思い出したようにゆっくりと降下し、音もなく着地する。ユーリを完全にＫＯしたことを確認すると、ようやく慶一郎は構えを解とき、大きく息を吐はいた。


「え……と、あの、その……な、南雲慶一郎のしょ、勝利です!!」


　実じつ況きようの環たまきのたどたどしいアナウンスの後、押し寄せる波のような大歓声が沸わき上がった。目の前で起こったことをいまだ信じられずに呆ぼう然ぜんとしている涼子は、静馬のシャツの裾すそを摑つかんでぐいぐい引っ張った。


「……なに？　今のなによ!?　ねえ！」


「要するにあれがモノホンの〈神威の拳〉っちゅうわけや」


　静馬は興こう奮ふんを抑おさえきれない声で答えた。その顔には驚きよう愕がくと嫉しつ妬とが入り混じっている。


　ユーリの容よう態だいを診みにやってきた菱ひし沼ぬま奈々子が、静馬を見つけて近寄ってきた。救急箱とは別に手に下げていた箱はこ型がたのバスケットを静馬に押し付ける。


「ほらこれ～、ちゃんと持って帰んなさいよね～」


「ええ～？　もうちょい預あずかっといてくれへん？」


「ダメ～、私もヒマじゃないのよ～」


　菱沼女史はそう言ってリングの方へ向かった。涼子は興きよう味み津しん々しんの目つきでバスケットをジロジロ見た。


「奈々子先生に預かってもらってたって……それ、なに？」


「お……お前には関係あれへん。ほっとけ！」


　静馬は口から唾つばを飛ばして怒ど鳴なると、バスケットを大事そうに抱かかえながら、見物の生徒たちをかき分けて出ていった。涼子は後を追ってみようと考えたが、いきなりごつい手に肩を摑まれた。


「御剣！　すまんが買い物に付き合ってくれ」


「え!?　あの、ちょっと……ねえ！」


　涼子の返事も聞かずに手を引いて体育館を出ようとした慶一郎の前に、進路をふさぐようにしてミアンが現れた。


「ミスター南雲……素す晴ばらしい試合でしたわ。スポンサーも満足されるでしょう」


　ミアンは少し興奮気味の様よう子すだったが、口く調ちようは冷静だった。


「もう試合は終わったんだ。放っておいてもらおうか」


「ファイトマネーです。どうぞ受け取ってください」


　ミアンの差し出した封ふう筒とうを、慶一郎は胡う散さん臭くさそうに見つめて鼻を鳴らした。


「そんなもの、スイスの口座にでも振り込んでおけばいいだろう。マネージャーならそれくらいの仕事はしろ。あとユーリ・カッシュの入院費用はそっち持ちだからな」


　慶一郎は怒いかりを隠かくさずに言うと、すれ違いざまにこう付け加えた。


「それと、そのスポンサーとやらに伝えておけ……俺を倒したいのなら自分で来いとな！」


「……承しよう知ちしました」


　そう答えたミアンの口元には、好意とも嘲あざけりともつかない曖あい昧まいな笑みが浮かんでいた。





　　　　五





「……するとあの外人、例のマフィアのボスが送り込んだ第一の刺し客かくだったってわけ？」


　駅前の商店街で慶一郎の買い物に付き合っている涼子は、事の経けい緯いを聞いて驚おどろいた。


「間違いない。御剣の言った通りになったな。〈神威カムイの拳けん〉の使い手をどこで見つけてきたのかは分からんが……」


「それより、さっきの空中連続技わざはいったい何なのよ!?　完全に重力を無む視しして浮いてたわよ？」


「〈神威の拳〉はまだまだ奥が深いのさ」


　慶一郎はそう言ってニヤリと笑ったが、涼子は誤ご魔ま化かされたようで不満顔だった。


　二人はすでに夕ゆう飯はんの食材とバースディケーキを買い、あとは鬼塚家に帰るだけだったが、慶一郎はしつこく商店街をウロウロと歩き回っていた。まだ一つだけ足りない物があったからである。


「なあ御剣……中学生の女の子ってどんなプレゼントが一番喜ぶんだ？」


「当日になってから慌あわてて地元で調達しようとしてる段階ですでに問題外って気もするけど……」


「そう言うお前は何か用意してあるのか？」


「あたしの方はバッチリよ。三日前から知ってたもの」


　ミもフタもない言い方に、慶一郎は恨うらみがましい視線を涼子に向けた。


「しょうがない……とりあえず花はな束たばでも買ってくか」


「無ぶ難なんなとこね」


　涼子の賛さん同どうを得て花屋に立ち寄った慶一郎は、生まれてこのかた一度も花を買ったことがないことに気付いて愕がく然ぜんとなった。


「なんてこった……二十九年も生きてきて、花を買った経験が一度もないとは！　判わからん……いったい何を買えばいいのか……」


「バカね、途と方ほうに暮くれるんじゃないわよ。そういう時は店員さんに頼たのんで、適てき当とうに見つくろって花束にしてもらえばいいのよ」


「なるほど、そんな手があったとは」


「常識よ、常識！」
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　慶一郎は店員を呼ぼうと口を開きかけたが、そのまま硬こう直ちよくした。


　ピィィィン──……


　すぐ近くから、高こう周しゆう波はのような耳の奥にこびりつく音が聞こえてきたからである。


「せ……先生、それ……!?」


　涼子はポカンと口を開けて、慶一郎の胸むな元もとを指差した。グレーのＴシャツの下に青白い光を放はなつ小さな物体がある。それは異世界ソルバニアからの召しよう喚かんのサインを示す青い石のペンダントであった。


「……い、いか～ん！」


　慶一郎は涼子に買い物袋を押し付けると、店てん舗ぽの間の狭せまい路ろ地じに駆かけ込こんだ。慶一郎を追おうとした涼子は、路地から飛んできた物を反射的に受け止めた。慶一郎の財さい布ふだった。


「すまん御剣、あとのことは頼んだぞ！」


「待ってよ先生！　夕ゆう御ご飯はんはどうするの!?」


「美雪ちゃんと師し匠しようには、なんとか今日中に帰ると伝えておいてくれ。頼……む……」


　直後、路地の奥で目ま映ばゆい電光が閃ひらめき、慶一郎の気け配はいは完全に消えた。










　第十七話　魔界より愛をこめて







〈六月五日──追記〉





　冷静になって考えてみると、俺おれは異世界に無む理りやり拉ら致ちされて強制労働させられたうえ、用が済すむと強制送そう還かんされるわけだ。いくら義ぎ理りとはいえ、ひどい話である。





　　　　一





「──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　異世界ソルバニアの神しん殿でん。鬼神召しよう喚かん士しレイハは相変わらずの澄すまし顔で慶一郎を迎むかえたが、すぐに異状に気付いた。


「それは何ですか？」


　レイハが視線を下げて尋たずねる。慶一郎の右足は『有あり田たみかん』の空あき箱をずっぽり踏ふみ抜ぬいていた。


「こんなのはどうでもいいんだ！」


　慶一郎はダンボール箱を彼方かなたに蹴け飛とばすと、息を荒げてレイハに詰つめ寄った。


「それより今回はなんだ!?　怪かい獣じゆうはどこだ？　とにかく早くしてくれ、早く!!」


「それではこちらへ」


　慶一郎は同じフロアにある召喚用とは別の魔法円まで案内された。


「こいつは瞬しゆん間かん移動用の魔法円だな……いきなりわけの分からん場所に放り出されたりしないだろうな？」


「問題はありません」


　レイハがそう言って問題がなかった例ためしは一度もないが、慶一郎が拒きよ否ひできたこともまた一度もなかった。慶一郎は覚かく悟ごを決めて、レイハとともに魔法円の中に入った。


「参まいります」


　レイハが円の外周にある星座のシンボルのような記号を踏むと、床ゆかが抜けたような無重力の感覚とともに、一いつ瞬しゆんにして視界は真っ白に染そまった。
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　　　　☆





　午後六時──鬼塚家の台所。


「ええッ！　南雲先生が急用で出で掛かけたって……どういうことなんですか!?」


　涼子の知らせに大作は抗議の声を上げた。涼子としては正しよう直じきに真実を伝えるわけにはいかないので、部分的にぼかして答える。


「その……ベル、じゃなくて……先生の携けい帯たいに電話がかかってきて、それで急に出掛けちゃったのよ。今日中に戻もどるって言ってたけど」


「今日中じゃ困こまりますよ！　材料が揃そろってたって、いったい誰だれが料理を作るんです？」


　もっともな意見だった。ここに来るまでに涼子も頭を悩なやませていた問題である。だが、ここに至いたって決けつ断だんは早かった。


「こうなったらあたしが作るしかないわね。南雲先生からも『あとは頼む』って言われてることだし」


「ええッ!?　そ、それは……」


　大作は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔になったが、はっきりと口に出すほど無む謀ぼうではなかった。涼子が買い物袋の中身を出してメニューを考えはじめるのを見ると、すぐに廊ろう下かを戻って居間に向かった。


「緊きん急きゆう事態です！　涼子さんが南雲先生の代かわりに料理を作るって……」


　大作の訴うつたえを聞いて、居間にいた二人の人物が振り向いた。鉄斎と、もう一人は何な故ぜか将しよう棋ぎ盤ばんを挟はさんで向かい合っている静馬である。


「あの女が料理作るやと!?　南雲のアホはどうしたんや？」


「急用でどこかへ行っちゃったそうなんですよ。それで涼子さんが自分でやるって……」


「あ、あかん……最悪や！」


　静馬は頭を抱かかえた。二人のやり取りを聞いていた鉄斎が、険けわしい顔つきで尋ねる。


「そんなに不ま味ずいのか？」


「不味い～？　あれはそんなもんやあらへん！　見た目うまそうなんやけどそれは罠わなで、ようできた食品サンプルと一いつ緒しよなんや!!」


「……誰の料理が食品サンプルですって？」


　背後から聞こえてきた低い声に、大作は腰を抜かしてあたふたと静馬のそばまで退たい避ひした。腕うで組ぐみ＆仁に王おう立だち状態の涼子が、冷たい視線を静馬に向けた。


「そもそもなんであんたがここにいるのよ!?」


「どこにいてようが、そんなもんオレの自由や。お前に断ことわらなあかんいわれはないわい！」


「どうせタダ飯めし食いに来たんでしょ？　今日が何の日か分かって来てるわけ!?」


「アホ、そんなこと問題やないわ！　お前が料理作ったら食えるもんも食われへんようになるんや!!」


「なんですってぇ～!!」


「喧けん嘩かはよさんか！」


　見かねた鉄斎が口を挟むと、涼子はおとなしく黙だまった。


「それで、慶一郎のやつは急用で出掛けたのだな？」


「はい。すぐには戻ってこれないって……」


「そうか……ならば夕飯はわしが作る。手伝ってくれ」


「お師し匠しようさまが？」


「驚おどろくことはあるまい。慶一郎が来るまではわしが作っておったのだぞ？　それにこのところ珍めずらしい物ばかり食っていたからな。久し振りに……」


「和食ですね？」


　涼子がキラリと目を輝かがやかせると、鉄斎は顎あごを引いて頷うなずいた。


「分かりました。お手伝いさせていただきます！」


　台所へ向かう師し弟ていを見送った後、残された二人は互たがいに顔を見合わせた。


「どうしましょう？」


「ジジイに任まかしとくんも不安やな……とりあえず飯めし炊たき男に電話して呼び戻せ」


　大作は自分の携帯電話を取り出すと、慶一郎の携帯の番号を押した。意外にもあっさりとつながり、五回目のコールで相手が出た。


『……はい、南雲ですけど』


　電波が弱いのか雑音が多くて声が遠かったが、確かに慶一郎の声だった。


「南雲先生ですか？　僕ぼくです。神かみ矢やです！」


『……神矢!?　どこから掛けてるんだ？』


「先生の家からですよ。それより先生、美雪ちゃんの誕たん生じよう日びだってのに、いったいどこにいるんです？」


　少しの沈ちん黙もくの後、慶一郎は答えた。


『俺か？　俺は今……お花畑にいる』





　　　　☆





　慶一郎が魔法円で移動した先は、辺あたり一面に白い花が咲さき誇ほこる丘おかの上だった。頭上には青空に白い雲、そして初夏の太陽が輝かがやいている。周囲をぐるりと見回すと、そこはアルプスの高こう原げんのような場所で、遠く眼下に広がる景け色しきは白く霞かすんでいた。


　あまりにも地球的な風景に、慶一郎は目を奪うばわれていた。青い空もそうだが、無む機き的てきな都と市しの印いん象しようしかないソルバニアで初めて見る植しよく物ぶつの存在がなにより驚きだった。


『お花畑って、どこなんですか？』


「それはちょっと答えられないな……それより、そっちはどんな様よう子すだ？」


　大作の返事が返ってくるまで二秒近くのタイムラグがあった。


『涼子さんと師匠が料理を作ってるところです。すぐに戻って……』


　急に声が聞き取りにくくなり、しばらく雑音が続いたが、いきなりチャンネルが合ったように鮮せん明めいな怒ど鳴なり声が聞こえてきた。


『南雲先生！　電話がつながるっていったいどういうことよ!?』


　涼子の声だった。眉まゆをつり上げて怒っている顔が想像できた。


『さてはあたしにウソついてたのね!?』


「御剣をだましてどうする？　俺がいるのは確かに──と言うのもなんだが異世界だぞ。電波が届とどく理由は分からんが……とにかくそっちはお前が俺の代かわりに上う手まくやってくれ」


『そんなこと言われたって──』


　プチッ、という音とともに通話は唐とう突とつに切れた。完全に電波が届かなくなったことを確認して、慶一郎はレイハに尋たずねる。


「どういうことだ？」


「何がです？」


「電話が通じたぞ？　ここは地球から遠く離れた異世界じゃなかったのか!?」


「距きよ離りは意味がありません。ソルバニアは〈虚こ空くうの海うみ〉に封ふうじられた世界……地球との距離は無限とも、すぐ近くとも言えるのです。ところでこちらの事情はすべてお伝えしたはずですが？」


「いつ!?」


「前回の召しよう喚かんの時です」


「……覚おぼえがないぞ？」


「そうですか。失敗だったようですね」


「失敗……？　何がどう失敗したんだ!?」


「それより仕事をお願いします。あれです」


　レイハの指差した先を見ると、花畑の中に黒暗色の大きな岩が鎮ちん座ざしていた。高さ三メートル、横よこ幅はば五メートルほどの小さな岩山といった外見である。近付いて表面に触ふれてみると、岩質は玄げん武ぶ岩がんのように緻ち密みつで硬かたく、ひんやり冷たかった。


「それをこちらの魔法円まで運んでください」


「このでかい岩をか？　まあやってみるけど……重そうだぜ」


　慶一郎は山脈のような形の岩の反対側に回ると、深呼吸して力をたくわえ、岩の表面に両手を当てて力一杯押した。ずしりと重い感かん触しよくがあったが、重力が小さいのも手伝って、見た目通りの重さはなさそうだった。慶一郎は岩に肩を当てて全力で踏ふんばった。


　ピシッ。


　岩の表面に縦たて方ほう向こうに亀き裂れつが走った。自じ重じゆうに耐たえられずに割れたのかと思ったが、そうではなかった。岩全体が身み震ぶるいするように動くと、いきなり岩の表面に丸い孔あながポコッと開いた。


「……まさか!?」


　慶一郎はその孔を慎しん重ちように覗のぞき込んで、ゴクリと息を飲んだ。孔の中から握にぎり拳こぶしほどもある金色の目玉が自分をにらんだのである。


『ＧＯＯＯＷＡＡＡ……』


　ミキサーの中で砂じや利りがかき混ぜられるような咆ほう哮こうとともに、岩山の姿をした怪獣が動き出した。





　　　　☆





　沈ちん澱でんする闇やみに満たされたその大おお広ひろ間まの床には、分ぶん子し構こう造ぞう式しきのようにつながった十三個の白い魔ま法ほう円えんが描かれていた。


『──イクサノミコに気け取どられなかったろうな？』


　魔法円が青白く発はつ光こうし、闇の中に人影を照らし出した。発光する魔法円は四つあり、それぞれの上に鈍にぶい銀色のマントをまとった神官らしい者たちが立っている。


『鬼神召喚を行なっている間のことだ……その心配はあるまい』


　フードを深ふかく被かぶった神官たちは、互たがいの顔を見ることなく話を続けている。


『〈門〉は開いた……わずかな時間だが、実験は成せい功こうしたのだ。これで我々の計画も実行可能なことが証明された。イクサノミコを名乗るあの異い端たん者しやを好きにさせておく理由もなくなった』


『あとは〈封ふう魔ま柱ちゆう〉の完成を急がねばならん。このサーガイア全ぜん域いきが〈魔ま素そ〉に汚お染せんされる前に……』


『〈ネメシス〉と〈ソル＝バルウ〉に変化は？』


『いまだ魔素の発生は確認されていない。原因は不明だ……イクサノミコの言葉を信じるなら、やはり〈アルハザードの神器〉こそが魔素の発はつ生せい源げんということになる……事じ態たいは深しん刻こくだ』


『我らが〈神〉に何が起きているのか……？』


　しばしの沈ちん黙もくが辺あたりを包つつんだ。やがて四人の中でもリーダー格の神官が、迷まよいを断たち切きるように強い口調で言った。


『我々には原因を確かめている余よ裕ゆうはない。致ち命めい的てきな事態を避さけるには、一刻も早くソルバニアから〈魔素〉を消し去らねばならん』


　リーダーがフードを取り、素す顔がおをさらした。慶一郎が見たソルバニア人とは違ちがって髪かみは黒く、その肌はだは褐かつ色しよくであった。


『〈魔素〉を封じ、〈約束の地〉へと葬ほうむり去さるのだ──』


　エメラルドグリーンの双そう眸ぼうが、闇の中で煌きらめいた。





　　　　二





　午後七時すぎ──鬼塚家の居い間ま。


「お前らなあ……誰が普ふ通つうの晩ばんメシ作れっちゅうた!?」


　食しよく卓たくに並べられた料理を前にして、静馬は腹はらに据すえかねたように言った。鉄斎と涼子の作った料理は、ブリ大だい根こんにほうれん草のおひたし、きゅうりとタコの酢すの物、揚あげだし豆どう腐ふ、トロロ芋いもの千せん切ぎりなどといった、ごくありふれた家庭料理である。


「普通のご飯はんで何の不満があるってのよ？」


「アホ、よう見てみい。ほとんど居い酒ざか屋やのメニューや！　ジジイ、お前……自分の食いたいもんだけ作ったな!?　これで酒でも飲むつもりやろ？」


　鉄斎と涼子は、静馬の指し摘てきにハッと表情を強こわ張ばらせた。


「今日は孫まごの誕生日ちゃうんか？　誕生日にこんな地じ味み～なメシ出されたら、誰かてグレるで！　なんちゅうかその……夢がないわ、夢が!!　せめて若わか鶏どりの唐から揚あげぐらい付けたらんかい」


「その基き準じゆんもよく分かんないけど……南雲先生がいないんだからしょうがないでしょ？　だいたい、なんであんたに説教されなきゃなんないのよ!?」


「お前らに任せとったら全然パーティにならんっちゅうとんのや！　ここはオレが仕し切きる!!　大作、用意せえ！」





　バースディケーキの蠟ろう燭そくに火が灯ともされた。電灯が消され、円を描えがく十四の火が、上かみ座ざに座すわった美雪の顔をオレンジ色に照てらし出す。


　ここで静馬はアコースティックギターを持ち出してきた。いきなり慣なれた手つきで弾ひきはじめ、素しろう人と離ばなれした腕前を披ひ露ろうするのを見て涼子は目を丸くする。


「静馬……あんた、ギターなんか弾けたわけ？」


「当り前や。オレの一族は先せん祖ぞ代々パパラッチやぞ」


「それはマリアッチでしょ？　パパラッチは……あえて言うなら僕のことですよ」


　大作がすかさずツッコミを入れる。


「どっちでもええわい。さあ、お前らも歌え！」


　静馬の伴ばん奏そうに合わせて涼子と大作がロングバージョンの『ハッピーバースディ・トゥ・ユー』を歌う。催さい促そくされて美雪が蠟燭の火を吹き消すと、三人は特大クラッカーを破は裂れつさせて部屋中に七色の紙テープを撒き散らした。


「美雪ちゃん、十四歳のお誕生日おめでとう。これ、あたしからのプレゼント」


　涼子は透明ケースに入った卵たまご形がたの石を差し出した。斜ななめにカットされた断だん面めんは空くう洞どうになっており、内側の柱はしら状じよう結けつ晶しように光が反射して、角度によって青や赤に輝かがやいて見える。


「アメリカ産の紫水晶アメシストなんだけど、カットしない方が綺き麗れいだからって原石のままなのよ」


「お前それ、高校の標ひよう本ほんパクッてきたんとちゃうんか？」


「人聞きの悪いこと言わないでよね。親が年中あっちこっち飛び回ってるから、うちにはわりとこういう珍ちん品ぴんがあるのよ」


　美雪は宇宙から飛ひ来らいした未知の物体でも見るような驚おどろきの目で水晶の輝きを見つめた。


「これ、宝ほう石せき……？」


「高い物じゃないから、遠えん慮りよしなくていいわよ」


「……ありがとう」


　はにかみながら礼を言った美雪の目の前に、今度は大作が長方形のやたらと古こ風ふうな油あぶら紙がみの包つつみを差し出した。


「開けてみて」


　言われるままに美雪が十字に縛しばってある紐ひもを解ほどくと、中から一冊の本と、紙かみ細ざい工くの箱に入った縦たて長ながのカードの束たばが出てきた。本の装そう幀ていは革かわ張ばりで、表紙には見み事ごとな細さい工くのメダルがはめ込まれており、一見して中世の錬れん金きん術じゆつ師しが使う魔法書といった風ふ情ぜいがある。


「タロットカードと占うらないの本。どっちも印いん刷さつじゃなくて版はん画がで作ってある手作りの逸いつ品ぴんだよ。持ってると願ねがいが叶かなうんだって」


「お前なあ……神社の娘にオカルト関係の本、プレゼントしてどうすんねん!?　だいたいそんなもん、どこで買こうてくるんや？」


「知り合いの占い師に相談したら、これにしろって……気に入ってくれた？」


　美雪は手に取ったタロットカードを扇おうぎ状じように広げて絵え柄がらを眺ながめた。どれも美び麗れいでエキゾチックなイラストばかりで、カードの材ざい質しつも普通の紙とは違い、不ふ思し議ぎな温あたたかさと指に馴な染じむ感覚がある。


「素す敵てき……ありがとう」


　美雪は少しぎこちなく微笑ほほえんだ。





　　　　☆





　ちょうどその頃ころ──異世界ソルバニアでは、慶一郎が岩がん石せき怪かい獣じゆうを相手に奮ふん戦せんしていた。


「うおおおおっ!!」


　慶一郎は岩いわそのものの太い尻尾しつぽを摑つかんで全力で引っ張った。怪獣は短い四し肢しで踏ふんばり、慶一郎のパワーに抵てい抗こうする。


「いい加か減げんに動きやがれ、このデカブツが！」


　慶一郎が苦戦しているのは怪獣の戦せん闘とう能力ではなく、怪獣そのものの体重であった。魔法円まで運びたいのだが、怪獣がどうしても花畑から出たがらないのである。他に何をするでもないので、もはや岩石怪獣というよりは怪獣の形をした岩石と同じだった。それでも懸けん命めいの努力により怪獣はジリジリとセンチ単位で移動し、一時間以上かけてようやく二メートルほど魔法円に近付いたところである。


（ああ……俺がどうしてこんな目に!?）


　残り約五メートル。慶一郎は対ユーリ戦で消しよう耗もうした身体からだに鞭むち打うち、最後の力を振り絞しぼろうとしていた。





　　　　☆





「やっぱお前ら、あかんわ！　誕生日のなんたるかを分かってへん……オレのプレゼント見たら、腰こし抜ぬかすで!?」


　静馬はえらそうな前まえ口こう上じようを述のべると、襖ふすまを開けて隣となりの間まに隠かくしてあった物を取ってきた。


「あんた、それ……？」


　静馬が持ってきたのは涼子も見み覚おぼえのある品物だった。昼間、学校で静馬が校医の菱ひし沼ぬま女じよ史しに預あずけていたバスケットである。


「これがオレからのプレゼントや！」


　静馬は美雪の前でバスケットを開けた。中を覗のぞくと、寝ね床どこのように敷しかれたタオルの上に、なにやら黒い塊かたまりがうずくまっている。静馬がその塊を摑つかみ上げると、黒い毛玉の中にグリーンの目がパチリと開いた。その生き物はちっちゃな牙きばの生はえ揃そろった口を開いて、小さく『ニィ～』と鳴いた。


「……猫ねこ？」


　涼子は意表を突かれた顔で呟つぶやく。それは漆しつ黒こくの毛に包つつまれた仔こ猫ねこだった。


「こいつの名付け親になれるついでに、育ての親にもなれるっちゅう寸すん法ぽうや」


「つまり引き取って育てろということね？」


「オレんちマンションやから猫飼かわれへんねん。それに神社につきもんっちゅうたら猫かカラスと相場は決まっとる！」


「強ごう引いんだなあ。さすがは静馬さん」


　呆あきれ顔で言いながら、大作は横目で美雪の様よう子すを観察した。仔猫とじっと見つめ合っていた美雪は、少し悲かなしそうな表情を浮かべた。


「この子……捨すてられてたの？」


「まあ、そうやろな。ダンボールに入っとったし。親はどこ行ったんか知らんけど」


「そう……」


　美雪は両手を差し伸べて仔猫を受け取り、膝ひざの上に抱いた。


「お前、うちに来る？」


　背中を撫なでながら話しかけると、仔猫は返へん事じをするように鳴き声を上げた。


「そいつも飼えって言うとるで。それと、こいつらもおんねん」


　静馬はバスケットに両手を突っ込んで、さらに二匹の黒い仔猫を摑み出した。眠っていたところをいきなり起こされて、驚おどろいた仔猫たちはジタバタと暴あばれる。


「三匹もいたのね……美雪ちゃん一人で世話するの、大変よ？」


「大だい丈じよう夫ぶや。心配せんでも、どっかその辺にヒマそうなジジイがいてるやろ？」


　全員の視線が鉄斎に向けられた。少し困こん惑わくした表情を見せた鉄斎は、わざとらしく咳せき払ばらいしてから、渋しぶい顔で言った。


「猫の三匹ぐらい飼ってもかまわんが……おぬしら、わしの孫まごを魔女にでもするつもりか？」


「え？」


　三人はあらためて自分たちの持ってきたプレゼントを見み比くらべた。水晶にタロットカードに占うらないの本に黒猫──見方によっては、いかにも魔女が使いそうな怪あやしげなアイテムばかりであった。


「……ホンマや」


　美雪の抱いている仔猫が『ウニャ～』と鳴いた。





　　　　三





　三時間経けい過か──


　レイハが呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、魔法円の中に入った巨大な岩石怪獣の身体からだは組くみ木き細ざい工くのパズルのように分解して小さく折りたたまれていき、やがて掌てのひらの上に乗るサイズの石の玉になった。


「ご苦労でした。ケイ」


　レイハからさっぱり気持ちのこもっていない礼を言われ、慶一郎は余よ計けいに疲労が増ましたような気がした。岩石怪獣の弱点が顎あごの下から生はえている突とつ起きであることを偶ぐう然ぜん突き止とめると、それまでの抵抗がウソのように簡単に怪獣を誘ゆう導どうでき、魔法円に入れるまでものの一分とかからなかったのである。


（俺はなんて無む駄だな時間を……）


　慶一郎は歎たん息そくしながら辺あたりを見回した。そこに広がるパノラマは、これまでソルバニアでは見たことのない自然の風景である。ゆるやかに下っている斜しや面めんの向こう、白く霞かすんでいる先に何があるのか興きよう味みをひかれ、慶一郎はレイハに断ことわりもせずに歩き出した。


「あ、そちらは……」


　ゴンッ。


　レイハが制止しようとしたその時、慶一郎は見えない壁かべに顔がん面めんをぶつけて、その場に尻しりもちをついた。


「な……何だよ、いったい!?」


　手を伸ばしてみると、指先に硬かたい感かん触しよくがあった。掌を使って調べたところ、見えない壁が曲面をなして周囲を取り囲んでいるらしいと判わかった。


「すると上は？」


　頭上に手を伸ばしても何もないのでジャンプしてみると、地上四メートル辺りで見えない天てん井じように頭をぶつけ、慶一郎は再ふたたび尻もちをつくはめになった。どうやら二人のいる空間はドーム状の部屋のようだった。


「そうか……この風景は全部ホログラフだな？　超高度な立体映像ってわけだ」


　そう考えつくに至いたって、慶一郎は頭上に輝かがやく太陽が動いていないことに初めて気付いた。足元の土の感触と植物の存在だけは本物のようである。


「そうだレイハ、俺が来た時に妙みようなことを言ってたな？　この世界の事情はすべて伝えたとか……」


「その通りです」


「しかし俺は何も知らないぞ？　聞いた覚えがない」


「会かい話わで伝えるには情報が多すぎました。ですから……」


「〈魔ま法ほう〉を使ったんだな？」


　レイハは頷うなずいた。


「ですが、その魔法は失敗したようです。もう一度試ためしてみますか？」


　少し考えて、慶一郎は決心した。異世界のことを理解しようとするには相当の努力と多少の勇気が必要とされるものだ。


「よし……やってくれ」


「それでは座すわって目を閉じてください」


　言われるままに慶一郎は地面に座ざ禅ぜんを組み、静かに目を閉じた。


「決して目を開けず、雑ざつ念ねんを消して精神を空白の状態にしてください。そうでないと失敗します」


　そう注意して、レイハは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。心を平静に保っていると、目の前にいるレイハの周囲に高圧のパワーが集しゆう束そくしていくのが肌はだで感じられた。慶一郎は瞼まぶたの裏に目ま映ばゆい光を感じた。


（──殺気!?）


　頭上から何かが降ってくるのを察した慶一郎は、格闘家の本能で反射的に横に身を躱かわしていた。


　ドゴォン！


　轟ごう音おんが地面を震ふるわせた。


　目を開けた慶一郎は、黄金色に輝かがやく巨大なハンマーが自分の座っていた場所にめりこんでいるのを見て蒼白になった。細い柄えの端はしを握にぎっているレイハが責めるように言う。


「どうして避よけるのですか？」


「そりゃ避けるだろ!?　こんなもん食らったら死ぬぞ！」


「死にはしません。記憶を一部失うだけです」


「それだって十分に困こまる！　それに副ふく作さ用ようがあるなんて聞いてないぞ!?」


「大おお幅はばな記憶の書き換かえを行なうのですから、仕し方かたありません。さあもう一度……」


　百キロ近くありそうなハンマーを軽々と振り上げて近寄ってくるレイハに、慶一郎は後ずさりしながら言った。


「もういい！　魔法はもういいから……」


　慶一郎は腕時計を見た。すでに十一時を過ぎている。


「こんなことをしてる場合じゃない！　用が済すんだんだから早く帰してくれ」


「ああっ、……分かりました。ではこちらへ」


　レイハは残ざん念ねんそうにハンマーをしまうと、来る時に使った魔法円を指差した。魔法円に入ろうとした慶一郎は、ふと振り向いて花畑の方を見た。百ゆ合りに似にた白い花が、どこからか吹いてくる風に揺れている。


「あのな、レイハ……一つ頼たのみがあるんだが」


「はい？」


　慶一郎の言こと葉ばに、レイハは驚いたように小首を傾かしげた。





　　　　☆





　それからおよそ二時間前──


　飛天神社を出た涼子と静馬は、赤あか塚つか溜ため池いけ公園の歩道を並んで歩いていた。


　ギターケースを肩に担かついで歩く静馬の横顔をちらりとうかがいながら、涼子はモヤモヤした落ち着かない気分を抱かかえていた。大作が先にバスで帰ってしまい、帰る方向が同じなのでなんとなく一いつ緒しよに歩いていたが、もう十分近く奇き妙みような沈ちん黙もくが続いている。


「あのさ……あんたって意外と猫ねこ好きだったのね。知らなかったわ」


「あん？　別に好きってほどでもないわ……どっちか言うたら嫌きらいな方かもしれへん」


　照てれ隠かくしでなくさばさばした静馬の物言いに、涼子は少しばかり意外そうな顔をした。


「そうなの？　だって……」


「面めん倒どかったけど、ほっとくんも気分悪いしな。しゃあなしに拾ひろたんや」


「なに？　じゃあ結局、美雪ちゃんの誕たん生じよう日びにかこつけて、持て余あましてる仔猫三匹、押し付けにきたってだけなの!?」


「文もん句くあんのか？　本人けっこう喜んでたみたいやし、誰だれにも迷めい惑わくかけてへんやんか」


「それはまあ……そうだけど」


　静馬にしては珍めずらしく言ってることに筋すじが通っていたが、それでも涼子はどこか釈しやく然ぜんとしないものを感じた。


「でもあんた、美雪ちゃんのバースディケーキ一人で半分以上食べちゃったし、ご飯だって三杯もお代かわりして……図ずう々ずうしいったらなかったわよ。ギター一本でずいぶんと稼かせいだもんねえ」


「フッ、才能と人じん徳とくの勝利や」


「自分で言う？　才能はともかく人徳って……まあいいわ。静馬のおかげでパーティも盛もり上がったし。あんたが他人の役に立ったのって、初めてじゃない？　とにかく、今日のところは何も文句はないわね」


「アホ、お前にのうてもオレの方にはあるわい！」


　そう言って静馬は涼子の鼻先に人差し指を突き付ける。


「大だい根こんとかジャガイモとか切ったん、お前やろ？　形がイビツやよって煮にえ具ぐ合あいがバラバラなんや！　剣術教えてもらうよか先に、包ほう丁ちようの使い方から勉強した方がええんとちゃうか？」


「お……大きなお世話よ。形が変でも食べられればいいじゃない」


「ジジイの味付けのおかげでなんとか食えたんや。お前一人で作ってたら今頃どうなっとったか、知れたもんやないで。食わされる方の身にもなってほしいわ」


「悪うございましたね！　どうせあたしが作ると食品サンプルにしかなんないのよ」


　痛いところを突かれた涼子は、子供のようにむくれてそっぽを向いた。初めて涼子を言い負かしたことで、静馬は積せき年ねんの恨うらみを晴らしたような小こ気き味み好よい気分でニヤニヤ笑いを浮かべる。


　再ふたたび会話がとぎれたまま歩き続けた二人は、涼子の家のある高台に続くコンクリートの階段の前までやってきた。


「じゃあね静馬。あたしんち、こっちだから……」


　階段を上りかけた涼子は途中で足を止め、静馬に振り向いた。神しん妙みような顔つきで尋たずねる。


「あのさ、静馬……昼間のことなんだけど」


「なにがいな？」


「南雲先生と外人傭よう兵へいの勝負のことよ。あれ見て……あんた、どう思った？」


「どうって？」


　静馬があまりに呑のん気きな調子で答えるので、涼子は呆あきれて溜ため息をついた。


「あんたねえ……まさか、ただの見物人に成り下がってたなんて言わないでしょうね!?　南雲先生を倒すんでしょ？　あんなもの凄すごい闘たたかいを間近で見て、何も感じなかったわけ？」


「なんでお前にそんなこと言われなあかんのか知らんけどな……まあ、なかなか参考になったとだけは言うといたるわ。南雲のアホの言う通り、なるほど〈神威カムイの拳けん〉の奥は深いわ」


　静馬はわざとらしく肩をすくめ、からかうような笑みを浮かべる。


「なんや涼子、お前……まさかこのオレがビビッとるとでも思たんか？　それこそ大きなお世話っちゅうやつや」


「なによ……やけに自信たっぷりじゃない。いったいどんな根こん拠きよがあって、そんな口がきけるわけ？」


「知りたい？　知りたいやろ？　教えたろか？」


　静馬は最高に調子に乗った顔で言った。


「理由は簡単や……なぜなら、この静馬様が天才やからや！」


　立てた親指で自分を指しながら断だん言げんしたのを聞いて、涼子はしばし啞あ然ぜんとなった。しかしそのあまりにも静馬らしい台詞せりふに、すぐに小こ刻きざみに肩を震ふるわせ、やがて腹を抱えて笑い声を上げた。


「アハハハッ！　天才って……なるほど、確かにあんたは天才だわ。紙かみ一ひと重えでバカの方に傾かたむいているけどね……アハハッ、ヒ～！　おなか痛い～っ!!」


「……お前、完全にオレをなめちょるな？」


　静馬は不服そうに言うと、唇くちびるを尖とがらせて大きく息を吸い込んだ。深く長いストロークで独特のリズムの呼吸を繰くり返す──それは仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威の拳〉の呼吸であった。


　トンッ。


　静馬は地面を蹴けった。


　しつこく笑っていた涼子は、自分の頭上を何かが飛び越えたのを感じてハッと顔を上げた。背後を振り向くと、階段の中央にある鉄製の手すりの上に、静馬がストンと降り立ったところだった。


「……へ？」


　涼子は一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できずにポカンとしたが、すぐに事情を察さつして驚おどろきの表情になった。静馬は高さにして三メートル、水平距きよ離りで四メートルの位置まで助走なしで跳ちよう躍やくして見せたのである。それはほとんど飛ひ翔しようと言ってもよかった。


　静馬は手すりの上から涼子を見下ろし、自信満々の体ていで言った。


「天才の静馬様は、ちょっと見ただけでこんだけの芸当ができてしまうわけや。『一を聞いて十を知る』ゆうやつやな」


「あんたそれは……え～っと、その……あの……ええっ!?」


　涼子は諺ことわざの間違いを指し摘てきしようとしたが、合っていると気付いてさらに驚きの度合いを増した。


　静馬は手すりを蹴り、重力から解とき放はなたれたようにふわりと宙に舞った。月面で三段跳とびでもするように軽かろやかに手すりを駆かけ上っていく。涼子は慌あわてて後を追った。


　階段を上り詰めると、静馬が手すりに腰こし掛かけて涼子を待っていた。


「……とまあ、そういうわけでオレは〈神威の拳〉の研究中や。でもこんなふわ～っとしたジャンプだけやと真剣勝負では使えんよって、南雲がやったみたいな空中連続技わざを編あみ出さなあかん。アイデアはもう頭ン中にあるけどな」


「へ、へえ……一応、頭は使ってるわけね」


　涼子は平へい静せいを装よそおったが、静馬にはバレバレであった。


「オレもちょっと聞きたいことがあんねん。なあ涼子……ここ、覚おぼえてるか？」


「ここって……？」


　問われて涼子は辺あたりを見回した。だが、いつも通る場所なのでピンと来ない。


「先月の話や。お前、ここでオレに抱き付いてきたやんか」


「あっ……」


　涼子はドキリとした。バイパーズ・チーム〈ブラックチェンバー〉の罠わなにかかってピンチのところを救われ、静馬に家まで送ってもらった時のことを思い出したからである。


「そういえば……そんなこともあったわね」


「あん時お前、俺の背中に抱き付いて震ふるえとったけど……あれ、泣いてたんか？」


「ち、違うわよ。泣いてなんかいないったら」


「ウソつけ！　泣きベソかいとったくせに」


「絶ぇ～対、泣いてないったら！」


「ほう～、ホンマに？」


　静馬は訝いぶかしむ目つきで涼子の顔を覗のぞき込む。思わず後ずさろうとすると、静馬に腕を摑つかまれて引き戻もどされた。


「あ……あんただって、南雲先生に負けた時に保健室で泣いてたじゃない!?」


　静馬は少し鼻はな白じろんだが、すぐに気を取り直して切り返した。


「あんただって──？　そら、要するにお前も泣いてたっちゅうことやな？」


「そんなこと言ってないわよ！」


「オレかて別にそんなこと言いたいわけちゃうわい」


「じゃあ、なによ!?」


　静馬は涼子の両肩を摑んで正面を向かせると、いつになく真剣な熱っぽい眼まな差ざしで涼子の顔を見つめた。


「あん時のお前なあ……なんや、めっちゃ可か愛わいかったわ」


「え……？　な、な、ななに言って──」


　涼子はパニックに陥おちいって口をパクパクさせたが、静馬は構かまわず続ける。


「背中に抱き付かれとったさかい顔は見られんかったけど……涼子の泣き顔って、めっちゃ可愛いんやろなあ。オレそういうの弱いねん」


「やだ、冗じよう談だん……」


　涼子は最後まで言こと葉ばを言えなかった。いきなり静馬の両腕に抱きすくめられたからである。突然のことに息が詰つまり、頭の中が真っ白になって何も考えられなくなった。
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「アホ……オレは本気や」


　耳元でそう囁ささやかれて、涼子の身体からだから抵てい抗こうする力が抜ぬけた。吐と息いきとともに魂たましいが抜けたようになり、静馬の腕に萎なえた身体を預あずけようとした──その時である。


　パキ。


「あっ」


　どこかで小枝を踏ふむような音とともに、かすかな動どう揺ようの声が聞こえてきた。


「──!?」


　涼子は夢から醒さめるように一気に現実に引き戻された。静馬の身体を思い切り突き飛ばし、声のした方向に目を向ける。階段の脇わきに生はえている柳やなぎの大たい木ぼくの陰かげから顔を出している小こ柄がらな少年と目が合った。


「だ、大作君……？」


「い……いやあ、どうも」


　大作はいかにも気まずい愛あい想そ笑いを浮かべる。無ぶ様ざまに尻しりもちをついている静馬が怒ど鳴なった。


「アホか大作！　なんで肝かん心じんなとこで出てくんねん!?」


「だって～、この角度じゃファインダーに入らないんだもん。仕方ないでしょう？」


　大作が小型の一いち眼がんレフを持っているのに気付いた涼子は、瞬時に事じ態たいを把は握あくし、柳りゆう眉びを逆さか立だてた。


「あ……あんたらグルね!?　あたしを罠わなにはめたのね!?」


「当り前じゃ！　オレと大作は一心同体、二人でワンセットや」


「いけしゃあしゃあと……言いたいことはそれだけ!?」


　逆上した涼子は竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解ほどこうとしたが、手が震えてまるで言うことを聞かなかった。静馬はその隙すきにギターケースを背せ負おい、階段まで退たい避ひする。


「待ちなさいよ、この腐くされ外げ道どう！」


「わはははっ、油ゆ断だんしたな涼子！　オレとお前が敵カタキ同士やっちゅうことを忘れよって……まあ今日のところはこれくらいで勘かん弁べんしといたるわ!!　よ～し大作、撤てつ収しゆうゥ！」


　そう捨すて台詞ぜりふを吐はくと、静馬は手すりにまたがって颯さつ爽そうと滑すべり下りていった。


「涼子さん、僕を恨うらまないでくださいね。僕はあくまで静馬さんの言いなりになってるだけの、罪つみのない下っぱなんですから！」


　大作は都つ合ごうのいい言い訳わけをしてから静馬の後を追った。


「ハア……ハア……もう、最悪……」


　紐を解くことを断念した涼子は、その場にぺたんと座すわり込んだ。心臓は破は裂れつしそうなほど激しく鼓こ動どうを打ち、膝ひざはガクガクと震えて力が入らない。身体は燃えるように熱いのに、顔からは血の気が引いて青ざめている。


　間もなく下の方から『熱あつッ、熱ッ！』と静馬の慌あわてふためく声が聞こえてきた。手すりとの摩ま擦さつ熱ねつで尻が焼けたらしい。


「……バカ」


　涼子は半泣きの顔のままで吹き出した。
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　バスケットの中で眠っている仔こ猫ねこたちを飽あきることなく眺ながめていた美雪は、ノックの音を聞いて顔を上げた。ベッドから起き上がって自分の部屋の戸を開けると、そこには入口をすっかりふさいでしまうほどの巨漢が立っていた。


「夜遅くにごめん……起こしちゃったかい？」


　慶一郎は済すまなそうな顔で言うと、腕時計を確認して安あん堵どの表情を浮かべた。時刻は午後十一時五十七分であった。


「日付が変わってしまう前に帰れてよかったよ。美雪ちゃん……十四歳の誕たん生じよう日びおめでとう。これは俺からのプレゼントだ」


　そう言って背中に隠かくしていた物を美雪の目の前に差し出した。それは百ゆ合りに似にた白い花だった。一つの株かぶが五輪のつりがね型の可か憐れんな花をつけている。ラッピングは無地の包ほう装そう紙しで株ごと巻いてあるだけだった。


「今日は色々と忙いそがしくてちゃんと祝いわってあげられなくてごめん。この花だって綺き麗れいに包つつんであげたかったんだけど、今日のところはこれで精せい一いつ杯ぱいなんだ……受け取ってくれるかい？」


　慶一郎は背を丸めて美雪の目の高さまで顔を下げた。美雪は伸ばしかけた手を止め、ソルバニアの花をじっと見つめながら呟つぶやいた。


「ねえ……慶一郎さん」


「なんだい？」


「どうして誕生日を祝うの？　歳を取ることがそんなにいいことなの？　歳を取れば、それだけだんだん死に近づいているってことでしょう……？　どうして祝うの？」


「それは──」


　慶一郎は意表を突かれて絶ぜつ句くした。今日の仕事はすべて成なし遂とげたと安心しきっていたところへ、十一時五十九分になってまでさらなる難なん題だいを突き付けられるとは思いもよらなかったのである。


（なんてこった……ここまできて、俺はまだ眠ることも許されないのか!?）


　慶一郎は半分眠りかけていた脳のうを叩たたき起こして言うべき言こと葉ばを探さがした。幸運にもというべきか、それは最初から用意されていたかのようにあっさりと見つかった。


「美雪ちゃん……誕生日っていうのは、歳を取ったことを祝うわけじゃないんだ。十四年前に君がこの世に生まれて、今日まで生き続けてくれたことに感かん謝しやする日なんだよ」


　美雪は顔を上げた。慶一郎は優しく頷うなずいて、


「君が生きていてくれたおかげで、俺は君に会うことができたんだ。これはその感謝のしるしだよ……ありがとう」


　美雪の両手が花を抱いた。慶一郎は今度こそ本当に安心して微笑ほほえんだ。腕時計がピピッと鳴って午前零れい時じちょうどを知らせる。


「じゃあ俺はもういくよ。おやすみ……美雪ちゃん」


　自分の部屋へ戻ろうとすると、美雪が呼び止めた。


「慶一郎さん。私……」


　美雪ははにかんでいるような、今にも泣き出しそうな顔で言った。


「私も慶一郎さんに会えて、よかった……」


　慶一郎は照てれ笑いを浮かべて頷き、階段を上っていった。それを見送った美雪が部屋に戻ってベッドに腰掛けた時──ドスン、と何かが倒れるような音が天てん井じようから聞こえてきた。


　二階では、慶一郎が自分の部屋から廊ろう下かに足をはみ出したまま、死んだように深い眠りに落ちていた。


　夢の中で、慶一郎は自分が美雪に言った言葉を思い出していた。


（──慶ちゃん……誕生日っていうのはね、あなたが今日まで生きていてくれたことに感謝する日なのよ。あなたに会えてよかったわ……だから、ありがとう）


　それは十五年前に慶一郎を救った、ある女性の言葉だった。


　自分がようやく一つ恩おん返がえしができたと知って、慶一郎は眠りながら満足そうな笑みを浮かべていた。










　第十八話　碧あおい瞳ひとみの少女







〈六月十五日──晴れ〉





『日常とは無数の小さな奇き跡せきのひとつながりである』──とは誰だれの言こと葉ばだったろうか。


　とりたてて何もない退たい屈くつな日々が続いたとしても、見えないところで少しずつ変化は起きているものだ。そしてその変化はある日、突とつ然ぜんに起きたハプニングのようにして目の前に現あらわれる。


　一週間前のことだ。


　静しず馬まの姉さんで美雪ちゃんの中学校の担たん任にん教師である巴ともえさんから、長期欠席の生徒を対たい象しようにした追つい試しを実じつ施しするという話を聞き、物は試ためしということで美雪ちゃんに話してみたところ、意外にも「受けてみる」との前向きな答えが返ってきたのである。


　鉄てつ斎さい師し匠しようはもちろんだが、神かみ矢やもようやく家庭教師のバイトができると言って喜んでいた。当とう然ぜん、俺おれも腕によりをかけて夜食を作って応おう援えんし、この一週間はあっという間に過すぎた。


　そして土曜日の今日、美雪ちゃんは約一カ月半ぶりに登校することになる。追試の結果がどうあれ、学校に行く気になっただけでも大きな前進だ。


　だが、今日という日が無ぶ事じに過ぎてほしいという俺の願いは、まず叶かなえられることはない。そう……俺の場合、奇跡とは自分の手で起こさねばならないものなのだ──しかもけっこうたくさん。
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　土曜日、午後一時二十五分。


　四よつ葉ば中の正門を一台のオンボロジープが咆ほう哮こうを上げて通り抜け、悲ひ鳴めいのようなブレーキ音とともにドリフトしながら、校こう舎しやの入口にピタリと横付けされた。


「さあ、着いたよ」


　慶けい一いち郎ろうはエンジンを切り、後部座席を振り向いた。前の座席の背にしがみついていた美雪が少し青ざめた顔を上げる。


「すっごい運転……死ぬかと思った」


「時間、もうないんだろ？　どの教室か分かってる？」


「うん……大だい丈じよう夫ぶ」


　不安を隠かくせない硬かたい表情で言うと、美雪はナップサックを持ってジープを降りた。


「美雪ちゃん、そこでスト～ップ！」


　助手席から身を乗り出した大作が、新兵器のＤＶデジタルビデオカメラを構かまえ、美雪の制服姿を足元から顔までパンアップしながら撮とっていった。四葉中の夏服は半はん袖そでのブラウスに赤いリボン、それにプリーツ幅はばの広いグレーのジャンパースカートという組み合わせである。美雪は膝ひざの傷きず痕あとを隠かくすための黒いストッキングをはいていた。


「ねえ、その場でクルッと回ってくれる？」


「……こ、こう？」


　少し戸と惑まどいながらも、美雪は大作の要求に応じて片足を軸じくに一回転して見せた。スカートの裾すそとショート・ボブ（というよりオカッパ）の髪が遠えん心しん力りよくでふわりと持ち上がる。


「よく似に合あってるね。可か愛わいいよ」


　慶一郎が正しよう直じきな感想を述のべると、美雪は頰ほおをピンク色に染そめてはにかんだ笑みを浮かべた。


「結果なんて気にしないで、頑がん張ばっておいで。俺と神矢はここで待ってるから」


「はい。行ってきます」


　細くて頼たよりない感じの後うしろ姿すがたが校舎の中に消えるまで、慶一郎は瞬まばたきもせずに見送っていた。
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　同時刻──池袋駅東口。


「さて、と……ねえひとみ、とりあえずどこへ行く？」


　池袋パルコ前の交差点にやってきた涼りよう子こは、連れの結ゆう城きひとみに尋たずねた。今日は鉄斎が用事で出掛けるということで剣術の稽けい古こが休みになったため、久し振りに親友のひとみと二人で買い物でもして過ごそうということになったのである。


「涼子ちゃんと池袋に来るのもずいぶんと久し振りね。最近、ちっとも遊んでくれないんだもの」


「ご、ごめん……おわびに今日は親友孝こう行こうするから」


　涼子が手を合わせて謝あやまると、ひとみは黒くろ縁ぶちのフレームの中の大きな目を細めて微笑ほほえんだ。涼子も憧あこがれているサラサラのロングの髪に白いヘアバンドという清せい楚そなスタイルは相変わらずである。


「前に来た時のこと、覚おぼえてる？　池袋に来ることがあったら呼んでくれって言ってた、あのバイパーズの人」


「ああ……そう言えばいたわね。学級委員長みたいなのが」


「彼、呼んでみていい？」


「え？　いいけど……あんたも物好きね」


「私はトラブルに巻き込まれるのが嫌いやなだけなの」


　ひとみはそう言って、近くの電話ボックスに入った。涼子はガラス越しに電話中のひとみを見ながら、釈しやく然ぜんとしない顔で呟つぶやいた。


（……まるで、あたしといると絶対トラブルが起こるみたいな言い方じゃない。いざって時のためにあたしがついているってのに）


　涼子は肩に掛けた竹刀しない袋ぶくろを背せ負おい直した。ひとみはすぐに受話器を置いてボックスから出てきた。


「氷ひ室むろさん、十分くらいで来れるって」


「へーえ、あいつもヒマねえ」


　涼子はイヤミを言ったが、上じよう機き嫌げんのひとみは気にもしなかった。


　それからきっかり十分後、交差点の銅どう像ぞう脇わきで待っている二人の前に、グレーの詰つめ襟えりの制服を着た氷室那な智ちが自転車に乗って現れた。散さん髪ぱつしたばかりといった感じの整ととのった髪に、縁なしの丸い眼鏡めがねがよく似合い、いかにも真ま面じ目めな優ゆう等とう生せいという注ちゆう文もん通どおりの外見である。乗っている自転車もＭＴＢではなくサイクリング車というあたりが徹てつ底ていしており、涼子は思わず吹き出しそうになった。これで池袋のバイパーズの中では静馬に次ぐ実力を持つ骨こつ法ぽう使いだというから世の中は謎なぞに満ちている。


　那智は涼子の姿を見ると一いつ瞬しゆんギクリとしたが、すぐに気を取り直して近づいてきた。


「やあ、久し振り。今日は何の用で……」


　那智の言葉はバイクの排はい気き音おんで不ふ意いにかき消された。那智の自転車を追ってきたらしい赤いバイクが、涼子たちの目の前で停車する。乗っている男がヘルメットを取った瞬間、涼子はほとんど反射的に怒ど鳴なり声を上げていた。


「なんであんたがここに来るのよ!?」


「なんでお前がここにおんねん!?」


　険けん悪あくな顔つきでにらみ合う静馬と涼子を、那智とひとみは青ざめた顔で見守った。今日はとても無ぶ事じに終わりそうにないことを、早くも予感している顔であった。
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「よく来てくれたわ。鬼おに塚づかさん」


　試験場になっている教室の前で待っていた草くさ[image: ]なぎ教きよう諭ゆは、美雪の姿を見ると安心した顔になった。


「もうすぐ始めるから、中に入って席についていて。好きなところに座すわっていいわ」


　巴に背中を押されるようにして、美雪は教室に入った。


　教室には十人足たらずの生徒たちが思い思いの場所に散らばって座っていた。追試には美雪のクラスだけではなく、二年生で長期欠席している生徒全員が呼ばれているらしい。同じ制服に身を包つつんでいても、それぞれにタイプの異ことなる個性的な顔かお触ぶれが並んでいる。


　教きよう壇だん側の入口のところで教室を見回した美雪は、窓側の一番後ろの席に座っている女子生徒に気付いた。その女子の周囲には誰だれも近寄りたがらないようで、一人だけ離れた場所に置き去りにされているようにも見える。


　美雪は迷まよわず窓側に向かって歩き出した。他の生徒たちがぶしつけな視線を送る中、美雪は窓まど際ぎわから二列目の一番後ろの席に座り、物もの憂うげに窓の外を眺ながめている隣となりの女子生徒を観察した。


　見み事ごとな金髪をショートにした、野や性せい味みのある少女だった。


　制服のリボンは付けておらず、開いたブラウスの胸むな元もとにはチョーカーから下がった銀の十字架が光っていた。窮きゆう屈くつそうに横に放り出している長い足には革かわのアンクルブーツを履はいている。


「…………？」


　視線に気付いた少女が振り向き、緑がかった瞳ひとみで美雪を見た。強気で生なま意い気きそうな眉まゆ、大きな瞳と逆三角形の輪りん郭かくが仔こ猫ねこを思わせる。髪や瞳の色はフランス系白人に見られる特とく徴ちようだが、肌き理めの細こまかさや小さい顔の作りは明らかに日本人のそれだった。


　自分の方を真ま顔がおでじっと見つめたまま視線をそらそうとしない美雪に、少女は戸と惑まどいと不ふ快かい感かんを表あらわした。


「なんだよ……人の顔がそんなに珍めずらしいか？」


　美雪が表情ひとつ変えないのを見て苛いら立だちをつのらせた少女は、不意に立ち上がって美雪の机つくえをバンッと叩たたいた。今にも嚙かみ付きそうな顔を近付けて、


「言いたいことがあんなら、はっきり言やあいいだろ!?」


　他の生徒たちが息を呑のむ気け配はいがあった。それまで十分に静かだった教室から完全に物音が消える。


　無表情だった美雪の顔に、何かを発見したような驚おどろきの表情が広がった。


「綺き麗れいな瞳ね……素す敵てき」


　無む邪じや気きな台詞せりふに、少女は面食らった様よう子すだった。毒どく気けを抜かれた顔で身を引くと、変な生き物にでも出くわしたような怪け訝げんな目つきで美雪を眺める。


　ほどなくして、問題用紙を抱かかえた巴が教室に入ってきた。


「今日みなさんに受けてもらうテストの問題は、この間の中間テストから抜ばつ粋すいしたものです。三枚綴つづりになっていますから、三枚とも自分の名前を書くのを忘れないように……」


　総じて反応の薄うすい生徒たちを相手に坦たん々たんと要よう項こうを説明すると、巴は自分で問題用紙を配った。


　氏名欄らんに自分の名前を書き、問題文に目を通していた美雪は、再ふたたび隣となりの少女に目を向けた。少女は自分の名前を書いては消しゴムで修正する、という奇き妙みような作業を続けていた。欄外に『Sarah Himekawa』と書かれているが、肝かん心じんの氏名欄にはたどたどしい筆ひつ致ちで『姫川沙…』としか書かれていない。最後の一文字がどうしても納なつ得とくのいく字にならないらしい。


　コンコン、と美雪は指で机を叩いた。振り向いた少女に、問題用紙の裏に大きく書いた漢字──『羅ら』の一字を見せる。


「──！」


　その少女──姫ひめ川かわ沙さ羅らは、驚きとともに複雑な表情になった。プライドを傷付けられたような、ひどく恨うらめしい目つきで美雪をにらみつけてから、不ふ貞て腐くされた様子で頰ほお杖づえをついて問題用紙に向かう。


　沙羅が名前を書いたのを確認すると、美雪は用紙を表にして問題を解ときはじめた。


　教室には、シャーペンが紙の上を走る乾かわいた音だけが響ひびいていた。
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　池袋駅近くのマクドナルドの２Ｆ、禁煙コーナーの隅すみのテーブルは、奇妙な緊きん張ちよう感かんをはらんだ沈ちん黙もくに包まれていた。


「あんたさあ……いつまでしつこく付きまとうつもり？」


　涼子の問いに、ストローをくわえてコーラを飲んでいる静馬は、あさっての方を向いて無視した。


　四人掛けのテーブルには涼子とひとみ、静馬と那智が二対二で向かい合って座すわっている。問題は犬けん猿えんの仲の二人が差し向かいになっていることだった。




[image: ]


「今日は大作君はどうしたのよ？　二人でワンセットとか言ってなかった？」


「やかましいわ。あいつは用事で出掛けとる」


「はは～ん、それで一人じゃ寂さびしいから彼にくっついてきたってわけね？　構かまってほしいんなら素す直なおにそう言えば？」


「誰だれが構ってほしいやて!?　アホ言え、オレは孤こ高こうのロンリーウルフや」


「ろんりぃうるふ～!?」


　涼子は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて笑った。


「じゃあ聞くけど、あんたって土日は何をしてるわけ？　しょっちゅう飛ひ天てん神社に顔出すけど、なんでそんなにヒマなの？」


「そんなもん……金ないからに決まっとるやろ！」


「……誰が正しよう直じきに窮きゆう状じようを訴うつたえろって言ったのよ？」


　ミもフタもない答えに涼子は呆あきれ果はてた。静馬は憮ぶ然ぜんとして、


「聞かれたから答えたまでや。それに今日ついてきたんは、この裏切り者のせいや！」


「だ、誰が裏切り者だって!?」


　いきなり指を差された那智が抗こう議ぎした。静馬は優等生の顔をにらみつけながら、


「よう考えてみい……こいつらが〈ブラックチェンバー〉に襲おそわれてピンチの時に駆かけ付けたんは誰や!?　そう、このオレや！　何もやってへんお前がなんでデートに呼ばれて『両手に花』状態になっとんねん!?　まあ……花ちゅーても片っぽは毒の花やけどな。とにかく、オレを差し置いてコソコソ女ナンパしやがって……それが裏切りやのうてなんや!?」


「失しつ敬けいな！　僕ぼくはただ、彼女たちが二度とバイパーズとトラブルを起こさないようにボディガードを……」


「ボケとんのか！　この女になんでボディガードが必要やねん!?　そもそもこいつがトラブルの元げん凶きようやろが！」


　矛ほこ先さきが再び自分に向けられると、涼子は腕組みしたまま冷ややかな目で静馬を見た。


「あんたの言い分をまとめるとさあ……要するにモテたいわけね？」


「!!」


　いきなり核かく心しんを突かれ、静馬は思わず硬こう直ちよくした。涼子は那智に尋たずねる。


「ねえ氷室君……このバカ、バイパーズの間じゃ有名なんでしょ？　女の子には人気ないの？」


「そんなことはないよ。男から嫉しつ妬とされるくらい女性に人気があるんだ。ただ……みんな遠くから見てるだけで、なかなか近寄ってこないけど」


「どうして？」


「さあ……これは僕の推すい測そくだけど、野や生せいの虎とらと同じなんじゃないのかな？　虎に限らず野生の動物って、遠くから見てる分には格好よかったり可愛かったりして憧あこがれの対象になるんだけど、触さわろうとすると嚙かみ付かれるだろ？　だから恐こわがって誰も手を出さない……」


「なるほど……分かりすぎるわ、その気持ち」


　涼子は大いに納なつ得とくして何度も頷うなずいた。


「このバカの相手をするのは並なみ大たい抵ていのことじゃないからね……あたしなんか時々、猛もう獣じゆう使つかいの気持ちになるもの」


「誰が猛獣やねん！」


「あんた以外の誰でもないわよ。あんたみたいなケダモノでも、大作君がいてくれるおかげでなんとか人間社会に適てき応おうできてるのよね。でも女の子からは煙けむたがられるし、お金もないし……あんたって本当、可哀かわい相そうな奴やつね。ポテトでも食べる？」


「畜ちく生しよう……ボロクソか」


　心しん底そこ憐あわれんだ口く調ちようで言われながらも、静馬は勧すすめられたポテトをばりばり食べはじめた。那智はひとみに顔を寄せて耳打ちする。


「彼女はどうして草[image: ]に対してああまで高たか飛び車しやな態度を取れるんだ!?　あの二人の間にはどんな過去があるんだ？」


「ゴールデンウィーク前にＫファイトで勝しよう負ぶして、涼子ちゃんが勝ったのよ。あ、Ｋファイトっていうのは、うちの学校でやってる合法的な喧嘩のことね」


「草[image: ]が負けた？　まさか」


「武器使用無制限の勝負だったから、木ぼく刀とうを使う涼子ちゃんの方が圧あつ倒とう的に強かったの。それでね……」


　ひとみはクスクスと思い出し笑いをして、


「その勝負って『髪切りデスマッチ』だったのよね。で、負けた草[image: ]君がみんなの前で断だん髪ぱつ式しきをしたの」


「断髪式？　丸まる坊ぼう主ずになんかなってないはずだが……」


「モミアゲと眉み間けんを永えい久きゆう脱だつ毛もうされたのよ」


「なに!?」


　那智はいきなり静馬の頭を摑つかんで左右に回し、あらためて静馬の顔を観察した。


「ほ、本当だ！　なんだか最近、アクが抜けてすっきりしたと思っていたら……いつの間にかモミアゲがなくなっている!!　それにつながりかけてた左右の眉がきれいに分かれている……以前はもっとサル顔だったのに！」


「今頃やっと気付いたんか。お前の目もフシ穴やな」


　そう言って小こ馬ば鹿かにしながら、静馬は懐なつかしむように耳の下を撫なでた。


「でもモミアゲ切られたおかげで、暗がりでまっすぐ歩けんようになってしもたわ」


「ゴキブリの触しよつ角かくか!?」


「まあ……そのモミアゲを切ったところで、静馬の暑苦しさに変わりはなかったけどね。得るもののない空むなしい闘たたかいだったわ」


　涼子は少し後こう悔かいしているように溜ため息をついた。静馬は椅い子すにふんぞり返って、


「フッ、結局このオレの男振りが上がっただけやったけどな！」


「さては気に入ってるな？　そうなんだな!?」


　問い質ただされて静馬はそっぽを向いた。那智はようやく、二人の喧嘩が意地の張り合いによるものだと気付き、疲ひ労ろう感かんを覚おぼえた。アイスティを一口飲んで喉のどを潤うるおしてから、あらためて尋たずねる。


「僕には男女間のことはよく分からないが……この際はっきりさせてくれないか？　君たち二人は仲がいいのか悪いのか、本当のところはどっちなんだ!?」


　那智の率そつ直ちよくな質問に、涼子と静馬は互たがいに視線を合わせた。じっと数秒間にらみ合った後──


「アホか！　こんなサド女と仲ええわけないやろ!!」


「こっちこそ、あんたみたいなバカザルと仲良くする気なんて米こめ粒つぶほどもないわよ！」


　再び始まった口くち喧げん嘩かに、那智は呆ぼう然ぜんとして頭を抱かかえた。


「ああ……僕が悪かった。頼たのむ……頼むからやめてくれ！」


　今さら過あやまちに気付いたところで、もはや手遅れであった。





　　　　三





　午後三時五十分。


　慶一郎と大作は、正門近くに停めたジープに乗ったまま、美雪が戻もどってくるのを辛しん抱ぼう強く待っていた。


「遅いなあ……美雪ちゃん。予定だともう試験は終わってるはずですよね」


　だるそうに生なまあくびをしながら大作が言った。日ひ陰かげに停めてあるとはいえ、六月の陽ひ射ざしの下はそれなりに暑い。


「よく考えてみたら、こうしてずっと美雪ちゃんを待ってる必要って、あるんですか？　わざわざ車で送り迎むかえするような距きよ離りでもないのに」


「もし美雪ちゃんが試験中にプレッシャーに耐えられなくなって教室を飛び出してきたらどうする？　突然逆上して教室を破は壊かいしはじめたら誰が止めるんだ!?」


「それは誰かが止めるでしょうよ」


　慶一郎は大おお真ま面じ目めで言ったが、大作は取り合わなかった。バッグからＤＶカメラを取り出し、暇ひまつぶしに何か撮とる物はないかと辺あたりを見回す。


「──あら、南な雲ぐも先生？」


　カメラのファインダーがスーツ姿の女性教諭をとらえた。美雪の担任の草[image: ]巴ともえである。正門から出てきた巴はジープの側そばまでやってきて、慶一郎に尋ねた。


「こんなところで何をなさってるんです？」


「美雪ちゃんを待ってるんですけど……試験の方はどうでした？」


「採点はまだですけど、おかげさまで滞とどこおりなく無ぶ事じに終わりましたわ。でも変ですね……追試はもう三十分も前に終わりましたのに。他の生徒たちはとっくに帰りましたよ？」


「ええっ!?」


　慶一郎と大作は顔を見合わせた。


「美雪ちゃんは裏門から帰ったのか？」


「ここで待ってるって言ってあるじゃないですか。きっとまだ校舎の中ですよ」


「よし、捜さがしに行くぞ！」


「ええ～ッ？」


　嫌いやがる大作を連れて、慶一郎は校内の捜そう索さくに乗り出した。手分けして十五分ほど捜し回るが、美雪の姿はどこにも見当たらない。正門に戻ってきた慶一郎は、心配のあまり気が動転していた。


「犯罪に巻き込まれたんじゃないだろうな……まさか誘ゆう拐かい!?」


「考えすぎですよ。校内にいないってことはやっぱり帰ったんですよ。飛天神社に戻りましょう」


「……そうだな」


　慶一郎は来た時以上の猛スピードでジープを飛ばし、大作は助手席から何度も放り出されそうになった。五分足たらずで飛天神社の鳥とり居い前に到着すると、慶一郎は五段飛ばしに石段を駆かけ上がって境けい内だいに躍おどり出た。誰もいない。


　裏庭から鬼塚家に入り、台所やトイレ、風ふ呂ろにいたるまで隈くまなく捜すが美雪の姿はなく、最後に玄関にやってきて靴くつがないことに気付き、ようやくまだ帰ってきていないと納なつ得とくした。


「美雪ちゃん……いったいどこへ行ったんだ!?」


「そんなに心配しなくても、ちょっと寄り道しているだけですよ。もしかしたら、試験の時に友達と会って、そのまま一いつ緒しよにいるのかもしれませんね……きっと駅前のマックかゲーセンにでもいるんじゃないですか？」


　後から呑のん気きにやってきた大作がなだめるように言った。


「そうかな……そうだといいが」


　それでも不安を拭ぬぐいきれず、慶一郎は玄関に座すわり込んだ。ほとんど全身で焦あせりを表現している慶一郎を眺ながめながら、大作は呆あきれたように言った。


「南雲先生って、美雪ちゃんのことになると過か剰じように反応しすぎですよ。ちょっと過か保ほ護ごなんじゃないですか？」


「過保護で何が悪い!?　俺には美雪ちゃんを守る義務があるんだ。あの子の身にもしものことがあったらと思うと……」


　Ｐｒｒｒｒ！


　慶一郎の携けい帯たい電話が鳴った。ビクッとして立ち上がると、腰のケースから取り出して受信ボタンを押した。


「はい、南雲です」


『あんた……南雲慶一郎だな？』


　二十代と思われる若い男の声だった。笑みを浮かべながら話しているのか、何か含ふくむところがあるような声こわ色いろである。慶一郎は瞬しゆん間かん的に気き構がまえを切り換えた。


「誰だ、あんた？」


『俺が誰かなんて気にしている余よ裕ゆうがあるのかい？』


「なんだと？」


『フフ、まあそう熱くなるなよ……耳寄りの話を聞かせてやろうって言うんだ。ミユキって女の子がどこにいるのか、居場所を知りたくはないか？』


「な……!!」


　慶一郎は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。





　　　　☆





　同時刻──駅前のゲームセンター『ＤＩＯ』。


　店先にあるプリントマシンを無視して店内奥に進んだ姫川沙羅は、二台の筐きよう体たいが背中合わせに設置された格かく闘とうゲームの対戦台に座り、コインを投入してスタートボタンを叩たたいた。画面に『挑戦者現あらわる！』のメッセージが現れると、反対側でプレイしていた高校生が顔を覗のぞかせて、ギョっと目を丸くした。乱入してきた相手が金髪碧へき眼がんの女子中学生だったからである。


　沙羅はレバーを動かして、自分の分身となる使用キャラクターを選びはじめた。ファンタジー世界をモチーフにしたゲームのため剣士から魔ま術じゆつ師し、武闘家や精せい霊れい使つかいまでバラエティに富んだキャラクターが用意されているが、ストレスを発散したい時には豪ごう快かいなパワータイプのキャラで暴あばれるに限る。静馬によく似にた赤しやく銅どう色いろの肌はだの少年武闘家を選ぼうとしたその時、横から手が伸びてきて別のキャラを指差した。


「沙羅ちゃん、これ」


　美雪が指名したのは、長大な日本刀を背せ負おった筋きん骨こつ隆々とした大男だった。設定上は十四歳の娘を持つ父親である。


「あんた、こんな親おや父じキャラが好み？　マニアックだねえ」


　文もん句くを言いつつも沙羅はその大男にカーソルを合わせ、ボタンを押して決定した。


　画面が切り換わって対戦が始まる。相手のキャラは魔ま獣じゆう使つかいで、投げた呪じゆ符ふを魔獣に変身させて次々にけしかけてくるが、沙羅の操あやつる巨漢の剣士はものともせずに突き進んだ。飛ひ来らいする魔法の矢を剣で薙なぎ払い、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて飛び込むと、コマンド投げ系の必殺技わざを仕掛ける。


『──〈龍りゆう牙が爆ばく熱ねつ掌しよう〉!!』





　灼しやく熱ねつのベアクローが魔獣使いの腹をわし摑づかみにし、その身体からだを頭上に持ち上げて紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんとともに吹き飛ばした。間かん髪はつ入れずに沙羅の手が目まぐるしく動くと、画面が一瞬停止し、剣士の身体がピカーッと青白い閃せん光こうに包つつまれた。


『〈爆ばく天てん轟ごう龍りゆう剣けん〉!!』


　長大な刀身が金色に輝かがやいた。切っ先で地面をえぐりながら下から上に大きく弧こを描えがいて斬きり上げ、全身を炎ほのおで包みながら飛ひ翔しようする。


　爆／斬！


　燃える剣が空中の魔獣使いをとらえ、爆炎で包むと同時にぶった斬った。四割近く残っていた体力ゲージが一気にゼロになり、魔獣使いの身体は燃え尽つきて消しよう滅めつした。


『勝負あり！』


　巨漢剣士が勝ち名乗りを上げると、横で見守っていた美雪は手を叩いて喜んだ。その様子を、沙羅は釈しやく然ぜんとしない顔で眺ながめている。





　　　　四





　都内某ぼう所しよ、とあるマンションの一室──


　長らく干ほしていないらしい湿しめっぽいベッドの上うえに、制服姿の少女が後ろ手に縛しばられ、目め隠かくしと猿さる轡ぐつわをされた状態で転ころがされていた。


　部屋には他に、そのベッドを取り囲むようにして数人の男たちがいた。一目でまっとうな職業に就ついていない人種だと判わかる、獣けものじみた危険な雰ふん囲い気きを発はつ散さんしている者ばかりである。左右からベッドにレンズを向けている二台のビデオカメラが、これから少女の身に降りかかる非情な現実を無む惨ざんにも示しめしていた。


「おい、始めろ……」


　その場を仕切っているらしいサングラスの男が命じると、半はん裸らの男が二人、ベッドに上がって少女の身体に触さわった。少女は自由な足をバタつかせて激はげしく抵てい抗こうするが、大人の男二人に押さえ付けられ、両足を左右に大きく広げた状態でロープで固定されてしまう。


「いや……いやあ！　お願い……家に帰して!!」


　猿轡を外はずされた少女は涙なみだ声ごえで訴うつたえながら身をよじるが、それは男たちの嗜し虐ぎやく心しんをさらにあおるだけだった。


「構うこたねえ……どうせガキなんか一発やっちまえばおとなしくなる。それに派は手でに抵抗してくれた方が本物っぽいってよく売れるしな」


　男優の一人が少女に馬乗りになり、ブラウスを力任せに引き裂さいた。敏びん感かんな胸を荒っぽくわし摑づかみにされて少女は悲ひ鳴めいを上げる。もう一人の男がナイフでスカートを切り裂き、下着に指をかけると、少女は狂ったように暴あばれ出した。


「このガキが！」


　馬乗りになった男が少女の髪を摑んで、顔を拳こぶしで殴なぐりつけようとしたその時──


　ガゴォン!!


　玄関の方から激しい物音が聞こえてきた。巨大なハンマーが叩たたきつけられるような音が何度も響ひびき、部屋全体が地じ震しんのように揺ゆれる。


「お前ら、ちょっと見てこい！」


　サングラスの男の命令で三人の手下が玄関に向かった。何者かが扉とびらを外から破ろうと体当りしているようだった。


「誰だ、そこにいやがんのは!?」


　扉を叩く音が一瞬止やんだかと思うと、今度はいきなり扉がくの字に折れ曲がった。二撃目で蝶ちようつがいが外れ、最後の一撃でチェーンがちぎれて、爆破されたように扉が内側に吹き飛んでくる。


「!?」


　開いた玄関から黒い影が飛び込んできて、三人の手下たちの間を疾しつ風ぷうのように駆かけ抜けた。一いつ拍ぱくの間をおいて、三人は自分の喉のどを押さえたまま床ゆかに倒れ、陸上げされた魚のように口をパクパクさせて悶もだえ苦くるしんだ。


「おい、どうしたあ？　誰が……」


　手下を呼ぼうとしたサングラスの男は、部屋の入口に現れた男を見て言こと葉ばを失った。


　そこに立っていたのは、優に身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆々とした大男だった。グレーのＴシャツを押し上げる胸むな板いたは装そう甲こうのように分ぶ厚あつく、伸びきった袖そでから出た二の腕は子供の胴のように太い。引き締しまったウエストから続く下半身は、どっしりと地面に根を降ろす巨木のようだった。アーミーパンツをはき、足元は編あみ上げの軍用ブーツで固めている。


「な……なんだ、てめえは!?」


　男の口から出た台詞せりふが『誰だ』ではなく『なんだ』なのには事情があった。謎なぞの大男は、縁えん日にちの屋や台たいでよく売っているマンガのキャラクターを模もしたセルロイド製のお面を被かぶっていたからである。


「山越え谷越えやってきた……うれしい味方、忍者でござるよ。ニンニン！」


　ドングリ眼まなこにへの字口、頰ほおに渦うず巻まきのある無表情なお面の下で、男は不ふ敵てきに笑った。


「ただし貴様らにとってはうれしくないだろうがな……でござるよ。ニンニン」


「……ブ、ブッ殺せ！」


　男優役とカメラマン役の計四人が、ナイフとスタンガンを手に同時に襲おそいかかった。


　ブォン!!


　部屋の中を烈れつ風ぷうが駆け抜けた。四人の男たちはわずか一歩踏ふみ出したところで棒立ちになっていた。


「ウ……ア……！」


　三人の男が武器を放り出し、自分の喉を搔かきむしった。顔はみるみる土つち気け色に変色し、男たちは膝ひざから崩くずれ落ちる。


　四人目の男はまだ倒れていない。だが、それは自分の意志で立っているのではなかった。謎のお面男の右手の人差し指が、首くび筋すじに第二関節まで深々と突つき刺ささっていたからである。男は他の三人と同じく顔がん面めん蒼そう白はくで、だらしなく開いた口からダラリと舌をはみ出させたまま、全身をおこりのように震ふるわせていた。


　お面男が指を引き抜くと、男は棒のように倒れて動かなくなった。首筋にぽっかり開いた孔あなからは一いつ滴てきの血も流れ出ていない。


「な、なんだ!?　てめえ……何しやがった!!」


「経けい絡らく秘ひ孔こうを突いて呼吸を止めてやっただけでござるよ。なあに心配はござらん……酸さん欠けつで脳のうが破は壊かいされてくるくるぱーになるだけで、命に別べつ状じようはないでござるよ。ニンニン」


　愉ゆ快かいな口調で恐ろしいことを言う。サングラスの男はようやく目の前にいる大男が化け物だと理解した。窓まど際ぎわの机つくえに駆け寄ってひきだしから拳けん銃じゆうを摑つかみ出すと、銃じゆう口こうを大男に向ける。お面の男は太い両腕を組んだまま、落ち着き払って言った。


「そのトカレフの引ひき金がねを引こうと引くまいと、おぬしの運命は決まっている。命は取らんから安心しろ……ただし、それ以外は諦あきらめてもらう。でござるよ」


『ニンニン』まで聞かずに男は引金を引いた。轟とどろく銃声に少女が悲ひ鳴めいを上げる。しかし弾丸はお面男の残像を貫つらぬいて、背はい後ごの壁かべに孔を穿うがっただけだった。


　サングラスの男の全身は石と化していた。背後に立ったお面男の人差し指が、男のこめかみに突き刺さっている。頭ず蓋がい骨こつを貫かん通つうした指先が脳内に潜もぐり込こみ、全身を麻ま痺ひさせていた。


「言い忘れていたが、引金を引くと余よ計けいにひどい目にあうでござるよ。『死ぬよりはマシ』が『死んだ方がマシ』になる程度でござるがな……ニンニン」


　お面男は脳に突っ込んだ指をグリッと回して引き抜いた。その瞬間、男の全身は虫歯の数百倍の激げき痛つうに襲われ、すべての神経が焼き切れた。悲鳴を上げることもできずに床ゆかに転がり、白目を剝むいて口からとめどなく泡あわを吐はきながら、狂ったように奇き妙みようなクネクネダンスを踊りはじめる。限界以上に発はつ揮きされた筋力によって骨が砕くだけるいやな音が響いた。


　男の身体がピクリとも動かなくなってから、お面男は掃そう除じ機きのホースを男の喉のどの奥まで突っ込んで気道を確保してやった。もちろん親切心からではない。


「これでよし……次は、と」


　お面を取った慶一郎は、少女の身体を縛しばっているロープを解ほどいてやった。目め隠かくしを取ってみると、可か愛わいらしいが美雪には似にても似つかない素顔が現れる。


（……やっぱり）


　部屋に入った瞬間から判わかっていたことだった。慶一郎はその辺にあった男物のシャツを肩にかけてやり、まだ事じ態たいがよく呑のみ込めていない顔の少女に優しく微笑ほほえみかけた。


「無む敵てきの勇者が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ。安心していいよ。ところで君、名前は？」


「み……美由紀です」





　五分後、慶一郎は美由紀と名乗る少女を抱いて、駐車場に止めてあるジープまで戻もどってきた。待ちくたびれた顔の大作が少女を見て溜ため息をつく。


「またですか」


「そのようでござるな」


「ご、ござるって!?」


「いや……なんでもない。気にするな」


　慶一郎は憮ぶ然ぜんとそう言って、心労で眠りこけている少女を後部座席に横たえた。


「これでもう三回連続ですね……僕にもそろそろカラクリが見えてきましたよ」


　Ｐｒｒｒ！


　慶一郎は早撃ちの達人よろしく〇・五秒で携けい帯たいを取る。


『──よう、首しゆ尾びはどうだい？』


　予想通り、電話の相手は例の男だった。


「また俺をだましたな!?　ミユキはミユキでも別人だろうが！」


『悪い悪い……本当は別の場所だったよ。よくある人違いさ』


「ウソをつけ、ウソを！」


『文もん句くを言うのは勝手だが、俺の言う通りにしないと彼女には二度と会えなくなるぜ？　それでも構かまわないってんなら、このまま電話を切ったっていいんだがね』


「ま、待て！　分かった……次はどこへ行けばいいんだ!?」


　慶一郎の慌あわてぶりに、電話の向こうで男が含ふくみ笑いをする気け配はいがあった。


「ハア……やっぱりそうなるわけですね」


　大作はガックリと肩を落とした。大作には、この不ふ条じよう理りな脅きよう迫はく電でん話わの主ぬしにはどうしても逆さからうことができないと分かっていた。





　　　　五





　午後四時五十七分。


　路線バスが終点の池袋西口に停車するなり、沙羅は降こう車しや口ぐちから飛び降りて、急ぎ足で駅の地ち下か街がいへ向かった。


　土曜日のため学生やサラリーマンで混こん雑ざつしている地下街を跳はねるような軽い足取りですり抜ける。池袋駅東側のパルコ口から出たところで明治通りの赤信号に捕つかまるが、よほど急いでいるらしく沙羅はその場で足あし踏ぶみし、青に変わった瞬しゆん間かんに弾はじかれたように駆かけ出した。横断歩道を渡り切って三みつ越こしの前までやってくると、沙羅は大きく息を吐はいて安あん堵どの笑みをこぼした。


「ふう……ここまで来ればもう……」


　しかしその直後、背せ負おったデイパックが誰かに引っぱられるのを感じて背後を振り向き──啞あ然ぜんとした。


「……どこへ行くの？　沙羅ちゃん」


　そこに立っていたのは美雪だった。途中で地上に出てしまった沙羅に対し、美雪は地下街の端はしまで進んで明治通りの下をくぐって出てきたらしい。信号待ちで追い付かれたのだ。


「な、なんであたしにくっついてくるんだよ!?」


「だって……」


　美雪はなんとも判断のつかない曖あい昧まいな笑みを浮かべた。沙羅は背せ筋すじに寒いものを感じ、美雪の手を乱暴に振りほどいて早足で歩きだす。美雪はインプリンティングされたヒヨコのように戸と惑まどうことなく沙羅の後についていった。


「ねえ、どこへ行くの？」


　沙羅は答えず、学生で賑にぎわうサンシャイン通りを進んでいった。目的地はバイパーズの闘たたかいの舞ぶ台たいとなる池袋中央公園である。まだ時間は早いが、繁はん華か街がいのそこかしこにバイパーズ・チームと思われる集団がたむろしているのが見える。


　沙羅は美雪を撒まくため、池袋でも最大規き模ぼのゲームセンターに入った。プリントマシンに並んでいる女子高生の列の真ん中を強ごう引いんにすり抜け、新作体感ゲームの周囲にできた人ひと垣がきをかき分けて奥へと進む。これだけ客が多い店内で見失えば、再ふたたび捕まる心配はほとんどないはずである。店の出口で待つという手もあるが、沙羅は裏口から逃げる算さん段だんでいた。


（さすがにもうついてこないよな……）


　後ろを気にしながら歩いていた沙羅は、不意に現あらわれた黒い壁かべに激突した。泡あわを食って跳とび退のくと、通路をふさいでいたのは黒い革かわジャンを着た若い男だった。似にたような格かつ好こうの男たち数人がたむろしている。


「てめえ……道ふさいでんじゃねえよ！　邪じや魔まなんだよ、このブタが!!」


　沙羅は口くち汚ぎたなく罵ば声せいを浴あびせながら男の大きな尻しりに蹴けりをくれた。男は一〇〇キロ近い図ずう体たいをのっそりと動かし、振り向いて生なま意い気きな中学生をにらみ返した。


「お？　てめえ草くさ[image: ]なぎの追っかけの……確かサラとかいうガキだな？」


　そう言われて、沙羅も男たちに見み覚おぼえがあることに気付いた。


「な～んだ……どっかで見たと思ったら、てめえら〈メガ・ノヴァ〉とかいうヘボチームじゃん。クズのチキン野や郎ろうどもが、いつまでも池袋ウロついてんじゃねえよ！」


「なんだとコラァ!!」


　リーダーの男が怒いかりで顔を青黒く変色させて摑つかみかかろうとするが、沙羅は澄すました顔で男の股こ間かんを蹴り上げた。動きが止まったところへ足払いを仕掛けると、倒れるリーダーに押されて〈メガ・ノヴァ〉のメンバーは次々と将しよう棋ぎ倒だおしになった。沙羅はアンクルブーツで踏み付けながら彼らの上を歩いて渡っていく。


「て、てめえ……待てコラァ!!」


「誰が待つかよ、バーカ！」


　狭せまい通路に折り重なって身動きできないバイパーズを尻目に、沙羅は先を急いだ。非常階段へ続く出口を発見し、ようやくひと息つけると安心したその時──異変は起こった。


　パァン！


　非常口の手前にある蛍けい光こう燈とうがいきなり破は裂れつし、花火を散らす電線とともに垂たれ下がった。


「げえっ!?」


　沙羅は慌あわてて後ろに下がる。すると今度は横にあった占うらないマシンのモニターが爆発し、辺あたりにガラスの破は片へんを散乱させた。呆ぼう然ぜんとしていると店員が駆け寄ってきて沙羅の腕を摑んだ。


「お前か！　お前がやったんだな!?」


「ち、違うよ……あたしは知らないったら!!」


　店員の手を振りほどいた沙羅は、慌てて元きた道を引き返した。店内はゲーム機の出す大きな音のため非常にうるさく、その騒さわぎが現場から他へ広がることはなかったが、沙羅は自分が目立つ外見をしていることをよく知っていたので、一秒でも早く店を出ようと正面出口に急いだ。


「──沙羅ちゃん！」


　美雪の呼び声が聞こえた。沙羅は無視して逃げるつもりだったが、声のした方を一いち瞥べつして顔色を変えた。


「あのバカ……」


　沙羅は苦にが々にがしく舌打ちした。美雪が〈メガ・ノヴァ〉のメンバーに捕まっていたからである。美雪の細い腕を摑んでいるリーダーのデブ男がニタニタ笑いながら言う。


「同じ制服なんでもしやと思ったら、バッチリ正解だったみたいだな。ええ、沙羅よ？」


「知らないよ、そんな奴やつ……あたしにゃ関係ないね！」


「そうかい？　じゃあ行けよ。お前の代かわりにこいつをたっぷり可か愛わいがってやるからよ！」


　沙羅は唇くちびるを嚙んだ。〈メガ・ノヴァ〉はバイパーズを気取ってはいるが、裏では暴力団との付き合いも噂うわさされている言わばヤクザ予備軍である。美雪を残していくことは、肉食獣じゆうの群むれの中に仔こ猫ねこを置き去りにするのと同じだった。身も心も引き裂さかれ、骨までしゃぶり尽つくされてしまう。


「沙羅ちゃん……」


　狂暴な男たちに挟はさまれて小動物のように怯おびえて震ふるえている美雪を見て、沙羅は覚かく悟ごを決めた。


「そいつを放してやれよ、このゲス野郎ども！」


「あんだと？　それで人にものを頼たのんでるつもりか!?」


「誰が頼むなんて言ったよ？　とっととそのチンコ臭くせえ手ェ放せっつってんだろうがよ、このブタが!!」


　沙羅の言こと葉ばに逆上したバイパーズの一人が襲おそいかかってきた。たかが女子中学生一人、捕つかまえてしまえば終わりだと考えたらしく、両手を広げて摑みかかってくる。


　ビュンッ！


　鋭するどい音とともに銀光が閃ひらめいた。


「ひぎゃああっ!!」


　男は顔がん面めんを両手で被おおって床ゆかに転ころがった。沙羅の右手から飛び出した細身のナイフで、顔面を斜ななめに切り裂さかれたのである。バイパーズが呆あつ気けに取られている隙すきに沙羅はダッシュで踏ふみ込み、リーダーのデブ男の腕に切りつけた。


「ひいっ!?」


　鋭い痛みに思わず手を放したのを見るなり、沙羅は空あいている左手で美雪の手を摑んだ。ナイフを振り回して他のメンバーを牽けん制せいし、そこにできた突破口を駆け抜ける。


「ほら、しっかり走るんだよ！」


　ドタドタと足運びのトロい美雪を引きずりながら、沙羅は腹立たしげに叱しつ咤たする。バイパーズが後ろから追ってくるのが怒ど声せいで分かった。


（畜ちく生しよう、ツイてねえ……なんでこうなるんだよ!?）


　沙羅は自分の不運を呪のろいながら必死に逃げた。正しよう直じきなところ、美雪を連れて無ぶ事じに逃げおおせる自信はまるでなかった。
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「あんのクソガキャア！　捕まえてブッ殺せ!!」


　揃いの黒い革ジャンを着た若い男の一団が、血けつ相そうを変えてゲームセンターから飛び出してきた。サンシャイン方向に向かって走る途中、先頭の男が二人連れの女子高生の一人にぶつかり、自分ももんどり打って道路に尻しりもちをついた。


「ボーッと突っ立ってんじゃねえよ、このブス！」


　男は自分の非も忘れて悪あく態たいをついた。突き飛ばされた友達を助け起こしているもう一人の女子高生が、男に向かって言い返す。


「チンピラ風ふ情ぜいが吼ほえるんじゃないわよ！　だいたい自分からぶつかっときながら挨あい拶さつもなしとはいい度ど胸きようね!!」


　涼子の強きよう烈れつな啖たん呵かに男は度ど肝ぎもを抜かれて鼻はな白じろんだ。突き飛ばされたひとみは、涼子に抱き止められたおかげで怪け我がはなく、被害といえば顔から眼鏡めがねがズレただけだった。普通に謝あやまるか無視して逃げていれば無事に済むはずのケースなのだが、不用意な台詞せりふが不幸の始まりであった。涼子の逆鱗に触れたのである。


　沙羅と美雪を追っていた〈メガ・ノヴァ〉の他のメンバー四人（一人は重傷のためリタイア）も、涼子の前で立ち止まった。


「なんだこの女？　バカか!?」


　そう口を滑すべらせた男は、直後、袋に入ったままの木ぼく刀とうの突きを顔がん面めんに食らって吹っ飛んだ。鼻はなつ柱ぱしらをへし折られたらしく、顔を押さえた掌てのひらの間からドクドクと血が流れ出る。


「性しよう懲こりもなく、またぞろウジ虫どもが雁がん首くび揃そろえやがったわね……さあ、脳のう天てん砕くだかれたい奴やつから前に出なさい!!」


　涼子は興こう奮ふんを抑おさえた薄うす笑わらいを浮かべながら、竹刀しない袋の紐ひもを解ほどきはじめた。飛天流剣術を学びはじめてから最初の実戦である。稽けい古この成せい果かを試ためすにはちょうどいい相手だった。


「コラ、待たんか～い！」


　人込みの中を全力疾走してきた静馬が、バイパーズの一人に跳とび蹴げりをかましながら〈メガ・ノヴァ〉と涼子の間に割って入った。


「呼んでないわよ、静馬。邪じや魔ましないでくれる!?」


「アホ、そうはいくか！」


　静馬は両手を左右に広げて涼子を背中にかばうようにして立つと、バイパーズ相手に訴うつたえるように言った。


「お前ら、悪いことは言わん……この女には逆さからうな！　この女とケンカしたら絶対、ほぼ間違いなく不幸になるんや!!」


「はあ？」


　静馬の意外な台詞に、バイパーズと涼子は同じように怪け訝げんな顔つきになった。リーダーのデブ男が正面に出て言う。


「誰だれかと思えば草[image: ]じゃねえか……女連づれたあ珍めずらしいな？　てめえの女の前でええ格かつ好こうしたいんだろうが、そうはいかねえ！　今日こそてめえの息の根止めたる!!」


　バイパーズが手に手にナイフを取り出したのを見て、静馬は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「あかんあかん、そんなもんはしまえ！　この女を下へ手たに刺し激げきすんな！　明日から二度と笑って過ごされへんようになるぞ!?」


「闘たたかわないんならそこをどきなさいよ、静馬！　このチンピラどもに天てん誅ちゆうを下してやるんだから!!」


　木刀の先で背中をつつかれても、静馬は顔を引き繫つらせながらその場に踏み止とどまった。


「お前ら早よ土ど下げ座ざするか逃げるか、どっちかにせえ！　そやないとまた惨さん劇げきが……」


「うるせえ！　死ねや、草[image: ]ィ～ッ!!」


　バイパーズの一人がナイフで突きかかってくる。静馬は相手の腕を脇わきに挟はさんで極きめ、顔面に素す早ばやい裏うら拳けんを叩き込んだ。


「アホが……このオレが親切で言うたってんのが分からんのかァ！」


　静馬は強きよう烈れつな頭パ突チきキを食らわせてバイパーズを吹き飛ばす。


「お前ら、オレに殴なぐられとった方が幸せなんや！　黙だまって歯ァ食いしばれや!!」


　わけの解わからない理り屈くつを言いながら、静馬は〈メガ・ノヴァ〉との乱闘を開始した。ソフトクリームを買って戻ってきた那な智ちがその様よう子すを目まの当たりにして、ひとみに済すまなそうに言う。


「やっぱりこうなってしまったか……ごめんね、結ゆう城きさん。僕がついていながら……」


「ううん、氷ひ室むろさんのせいじゃないわ。誰のせいかと聞かれても困こまっちゃうけど」


「そうだね……そうかな？　いや、やっぱりそうだよ……たぶん」


　二人は深々と溜ため息をついた。那智は眼鏡を外はずしてケースに収め、詰つめ襟えりの上着を脱ぬいでひとみに預あずけた。


「あまり必要はないだろうけど、長引くと面めん倒どうだから草[image: ]に加か勢せいしてくるよ。彼女が闘いたくてウズウズしてるみたいだから」


「怪け我が、しないでね」


「心配無用さ。僕はこれでも[image: ]２だよ。では氷室那智……参る！」


　瞬まばたきする間に優等生から骨こつ法ぽう使いの顔に変わると、那智は流水のごとき澱よどみない足取りで乱闘に参入した。四対一が二対一×２になった途と端たんに、闘いの大勢は決したようだった。


「はい、涼子ちゃん」


　闘いに参加する機会を奪われた涼子は、ひとみの差し出したソフトクリームを受け取ると、不満そうにフンと鼻を鳴らして、クリームの山にガブリと嚙かみついた。
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〈メガ・ノヴァ〉の追つい跡せきを振り切った沙羅と美雪は、サンシャインシティの広場にいた。二人は目め一いつ杯ぱい走って疲つかれた身体をベンチに預け、互たがいに肩を貸し合うようにして休んでいた。


　薄く目を開けた沙羅は、握にぎり合ったままになっている手をほどこうとしたが、美雪の身体からだがまだ震ふるえているのに気付いてやめた。代かわりに肩で小こ突づいて揺ゆり起こす。


「ほら……起きなよ、あんた。いつまで寝てんだよ？」


「ん……」


　すっかり寝入っていた美雪は、手で顔をこすって目をぱちぱちさせた。そして側そばに沙羅がいることを確認すると、よく言えば無む邪じや気きな、悪く言えば何を考えているのか分からない笑みを浮かべた。


「沙羅ちゃん……私、走ってた？」


「え？」


「本当に怖こわい時には、こんな足でも走れるのね……びっくりした」


　美雪は右足をブラブラさせた。黒いストッキングに隠かくれて見えないが、脛すねには四年前の事故の傷きず痕あとが残っている。


「きっと沙羅ちゃんが引っ張ってくれたおかげね。ありがとう」


「どーいたしまして！　おかげであたしはヘトヘトだよ」


　面おも白しろくもなさそうに答えると、沙羅は威おどすように美雪の顔を覗のぞき込みながら尋たずねた。


「沙羅ちゃん沙羅ちゃんって気安く呼んでくれてるけどね……いったい何なんだよ!?　あたしに一ひと目め惚ぼれでもしたかい？　だったら悪いけど、あたしズーレーじゃないからさあ……」


「ズーレーって？」


「……知らないならいいんだよ。とにかくあんた、変に馴なれ馴れしすぎるんだよ！　今日会ったばっかしだってのに……気持ち悪わるィ」


　美雪は沙羅の言ったことが理解できないような顔をした。


「だって……沙羅ちゃんでしょ？」


「はあ？」


「……ほら、可か愛わいいオデコ」


　美雪はいきなり手を伸ばして、沙羅の前髪を持ち上げた。長い前髪に隠れて普段は見えないが、沙羅の額ひたいは丸くて広い。それを知っているのは家族の他はごく親しい友人だけだった。


「な、なんであんたが知って……？」


「いつ日本に帰ってきたの？　最近？　だったら、えーっと……向こうへ行ったのが小学校の三年の時だから、五年振り……よね？」


「うん……だけど、ええっ!?」


　沙羅は美雪の顔を穴の開くほど見つめた。何かを言おうとして口を半開きにするが、言こと葉ばが出てこない。


「前からあたしのこと……知ってたの？　今日が初めてじゃないのね!?」


　美雪はこくりと頷うなずく。しかし沙羅はまだ名前を思い出せずにいた。もどかしげに頭をガリガリ搔かいて、


「あ～、思い出せない……ヒントくれよ、ヒント！」


「私の家には木がいっぱい生はえてるわ。長い石段があって……それを上り詰つめたところに広い石いし畳だたみがある。正面には古い建物があって、その奥に家族の住んでいる家が別にあるの。家の裏には竹薮があって……」


「神社だ！」


　沙羅は叫さけぶように言うと、両手で美雪の顔を挟はさんで、まるで恋人同士のように見つめ合った。


「あんた……美雪だね？　飛天神社の鬼塚美雪……そうだろ？」


「そうよ。お帰りなさい……沙羅ちゃん」


　忘れていた親友との再会に、沙羅は少し照てれ臭くさそうに頰ほおを赤らめた。


「ああ……ただいま！」





　　　　☆





　豊と島しま区某ぼう所しよ──


　一台の銀色のバンが不動産会社のビルの地下駐車場に滑すべり込んだ。ドアが開いて降りてきたのは、バイパーズ・チーム〈メガ・ノヴァ〉のメンバーだった。一人は顔がん面めんをナイフで切られ重傷、その他は静馬と那智にボコボコにされて、見るも無む惨ざんな負け犬の様よう相そうを呈ていしている。


　沙羅に腕を切られたリーダーのデブ男は、乱らん闘とうにはあまり積せつ極きよく的てきに参加しなかったのでメンバーの中では軽傷の方だった。おかげでまだ恨うらみ言ごとを言うだけの元気が残っていた。


「畜ちく生しよう、ツイてねえ……草[image: ]はともかくよう、あの沙羅ってガキ、絶対許さねえ！　制服から学校はすぐに判わかるんだ……ふん捕づかまえたらメタクソに犯おかしまくって、ズタズタにしてやる!!」


　口くち汚ぎたなく罵ののしって唾つばを吐はき捨すてる。安全なところへ逃げ込んだ途と端たんに威い張ばりだして復ふく讐しゆう心しんを燃やす、根の暗いタイプの男だった。


　チームはエレベーターに乗り込んで最上階へ向かった。そこには不動産屋の看かん板ばんを掲かかげた暴力団の事務所があり、そこの会長であるデブ男の父親がいる。


　チーン。


　最上階に到着してエレベーターから降りた直後、デブ男は怪け訝げんな顔つきになった。エレベーターの昇しよう降こう口を警備しているはずのガードの姿が見当たらないうえ、事務所の入口のドアが開きっぱなしになっている。


「どうなってんだ？　サボリかあ？」


　デブ男を先頭に事務所に入っていったバイパーズたちは、仕切りの磨すりガラスを越えたところで棒立ちになった。


　事務所の中が血の海だったからである。


　彼らが兄あに貴きと敬うやまっていた幹かん部ぶやガードたちが、自分の吐いた血ヘドの中に顔を突っ込んでいた。まるで無む造ぞう作さに投げ捨てられた操あやつり人形のように、首や手足の関節があらぬ方向に曲がっている。部分的にピクピク動いているので生きてはいるらしいが、素しろう人と目めには死んでいるようにしか見えない。


　事務所の奥にあった会長室へ続く立りつ派ぱな扉とびらはもはやなく、爆破されたような大きな穴が開いていた。


『う……あう……』


　穴の向こうからうめき声が聞こえてきた。


「……お、親おや父じィッ！」


　デブ男は半分腰を抜かしながら会長室へ向かい──そこで完全に腰を抜かした。頼たよりにしていた極ごく道どうの父親の首が取れかけている、という事実があまりにショックだったのである。


　デブ男の父親は、死んだニワトリのように首根っこを摑つかまれたまま宙ぶらりんになっていた。首を摑んでいるのは身長二メートルを超こえる大男の、太く逞たくましい腕だった。


「組長の息むす子こか……ふむ、これが本当の極道息子でござるな」


　笑えない冗じよう談だんを言いながら大男は振り向いた。


「こ、こいつは……!!」


　その顔が愉ゆ快かいな忍者のお面で隠かくされているのを見たバイパーズたちは、先月池袋に現あらわれて瞬またたく間に三つのバイパーズ・チームを潰つぶし、静馬との激げき闘とうの末、行ゆく方えをくらましたという謎なぞのアン○ンマン男の噂うわさを思い出した。


「おぬしらはバイパーズでござるな？　確か〈メガ・ノヴァ〉とかいうチーム名で、裏ではヤクザとのつながりも噂されているという……なるほど、リーダーが極道の息子とは思わなかったでござるよ。ニンニン」


　お面男は虫の息の会長をゴミのように投げ捨てると、バイパーズに向き直った。


「極道息子はともかく、高校生がヤクザの事務所に出入りするのは好ましくない……さてはおぬしらチンピラ予備軍でござるな？　すまぬが拙せつ者しや、悪い芽めは早いうちに摘つみ取る主義……覚かく悟ごするでござるよ！」


　お面男の言わんとしているところを察さつしたバイパーズたちは、泡あわを食って逃げ出そうとした。


「──喝かァッ!!」


　空をつんざく気合い一いつ閃せん、バイパーズたちの身体からだは石化したように固まった。〈龍りゆう気き〉の衝しよう撃げき波はに貫つらぬかれ、全身が麻ま痺ひして指一本動かせなくなっていた。彼らにできるのは、もはや恐きよう怖ふのために脂あぶら汗あせを流すことだけだった。


「おぬしらの目はすでに濁にごりきっておるな……ちょっとやそっとのダメージでは反はん省せいどころか逆に復ふく讐しゆう心をつのらせる、ねじけた心の宿り主と見た！　これはもう徹てつ底てい的てきに叩たたき潰し、一から出直してもらう他ないようでござるな!!」


　大きな手がデブ男の視界を被おおい、万まん力りきのような容よう赦しやのない力がこめかみを締しめ上げた。薄れゆく意識の中、デブ男は自分の頭ず蓋がい骨こつが軋きしむミシミシという音を聞いた。


　静馬の親切も空むなしく、結局彼らは幸せにはなれなかったという。





　　　　☆





　Ｐｒｒｒ！


　慶一郎が路ろ肩かたに駐車しておいたジープまで戻ってきた時、もはや今日何度目かさえ覚おぼえていない呼び出し音が鳴った。いやいや携けい帯たい電話を取ると、謎なぞの男はやたらと上じよう機き嫌げんのようだった。


『いや～、あんたはいいよ！　実に使える!!　素す晴ばらしいね』


「……そいつはどうも」


　使われる側の慶一郎は当然ながらえらく不機嫌に答える。


「いい加か減げんに美雪ちゃんの居場所を教えろ！　これ以上ふざけると承知しないぞ。お前のウソに振り回されるのはもうたくさんだ!!」


『失しつ敬けいだな……俺はふざけちゃいないし、あんたをだましてもいないぜ。以上で仕事は終わりだ。もう帰っていいよ』


「なんだと!?」


『あんたの大事な美雪ちゃんならもう家に帰ってるさ。今日は一日ご苦労さん。またあんたの力が必要になったら連絡するよ……じゃあな』


「おい……こら、待て！」


『……おっと忘れるとこだった。最後に耳寄りの話を一つ。夜中の電話は面めん倒どうでも取った方がいいらしいぜ──以上』


　謎の男は最後まで謎のまま、一方的に電話を切った。慶一郎はしばらく無言で携帯を眺ながめた後、ケースに戻して運転席についた。巨体が乗り込んだ振動で、後部座席で居い眠ねむりしていた大作が目を覚まし、大きく伸びをする。


「ふあ～あ……やっと終わりましたか。じゃあ僕ぼく、帰りますね」


「遅くまで付き合わせて済まないな。家まで送ってやるよ」


「いえ、すぐ近くに南北線の駅がありますから、それで帰りますよ……寄る所もあるし」


　慶一郎はジープを発進させ、駅のある本ほん郷ごう通りで大作を降ろした。大作は急に思い出したように慶一郎に言った。


「南雲先生……今日起こったことはとても不条理で理り不ふ尽じんに思えるでしょうけど、大きな目で見れば、無む駄だなことは何もない有意義な一日だったのかもしれないですよ」


「……言っている意味がよく分からんぞ。もしかして電話の男を知っているのか？」


　慶一郎の問いに、大作は曖あい昧まいな表情を浮かべ、誤ご魔ま化かすように笑った。


「そのうち、機会があればお話ししますよ。まあ……あまり気にしないことです」


「……そうするよ」


　慶一郎のジープが走り去った後、大作は宵よい闇やみ迫せまる空を見上げた。


「星は何でも知っている──か」





　　　　七





　飛天神社に戻ってきた慶一郎を待っていたのは、出先に連れていった仔猫の世話が大変だったとボヤく鉄てつ斎さいと、何事もなかったような澄すまし顔の美雪だった。


　とりあえず美雪が無ぶ事じだったことで慶一郎は安心し、追つい試しの結果を聞くのも忘れて家か事じにいそしんだ。なにか異い様ように慌あわただしかった一日が終わり、二階の自分の部屋で眠りについた午後十一時半──


　Ｐｒｒｒ！


　枕まくら元もとに置いてある携帯電話が鳴った。


　慶一郎は無視したい気持ちで一杯だったが、それでも取らざるを得ないと諦あきらめて、布ふ団とんの中から手を伸ばして電話を取った。


「……はい、南雲です」


『あの……慶一郎さん？　私……』


　慶一郎は掛かけ布ぶ団とんを蹴って飛び起きた。電話の声の主ぬしは美雪だったのである。


「み、美雪ちゃん!?　どうしたんだい？」


『うん、少しお話ししたくて……一階から掛けてるの』


　美雪は階段の横にある電話から掛けているらしかった。


「寒くない？」


『大だい丈じよう夫ぶ、毛もう布ふかぶってるから……それでね、慶一郎さん。今日はね……本当にいろいろあったのよ』


　慶一郎は壁かべに背をもたれて座すわり、受話器から聞こえてくる美雪の声に耳を傾かたむけた。心身ともに疲ひ労ろうし、少々ささくれ立っていた気分がまるでウソのようにほぐれていく。


『それからね……ねえ、聞いてる？　慶一郎さん』


「……ああ、もちろんさ」


　なかば眠りそうになりながら、慶一郎はひどく幸福な気分に包つつまれていた。




[image: ]





　　　　☆





　それより数時間前──


　慶一郎と別れた大作は、南北線に乗って赤あか羽ばねに降り立った。


　繁はん華か街がいと住宅地の間を通っている裏道を歩いていくと、不意に一軒だけポツリと取り残されたような感じの喫きつ茶さ店てんが現あらわれる。


　置き看かん板ばんには『イタリアンカフェ〈リサリサ〉』とある。


　小さな古い洋館をそのまま喫茶店として使っているらしく、落ち着いたシックな雰ふん囲い気きがあった。軒のき下したがオープンカフェになっているが、建物の幅はばが狭せまいので、人間二人が小さな丸テーブルを挟はさんで向かい合うのがやっとである。しかも、そのオープンカフェを利用できる人物は決まっていた。占うらない師と、その客の二人だけなのだ。


　大作はテーブルの前までやってくると、向かい側に腰こし掛かけている男に言った。


「南雲先生に電話であれこれ命令してたの、右う京きようさんでしょ？」


　右京と呼ばれた男は、少々だらしなくテーブルに頰ほお杖づえをついたまま、答える様よう子すはなかった。


　カラスのように黒ずくめの男である。シャツもスーツも黒、革かわ靴ぐつも黒、帽ぼう子しも黒、ただしネクタイだけは白の時が多い。髪はモジャモジャのカーリーヘア、身体からだつきは瘦やせていて手足はひょろ長い。


　顔はありていに言ってハンサムだった。いつもどこか皮肉っぽい笑みを浮かべ、心の裡うちを見み透すかすような醒さめた目をしている。あまり感情を表に出さないタイプで、何を考えているのか摑つかみどころがない──大作が知っているのはその程度である。


　しかし右京という男の最大の謎なぞは、その職業にあった。


〈星詠みフオーチユンテラー〉を自称する右京の職業は表向きは『占い師』だったが、大作はそれよりももっと適てき切せつな職種を知っていた。つまり──『予言者』である。時によっては頭に『インチキ』が付く。


「ねえ右京さん、黙だまってないで答えてくださいよ。右京さんの電話に振り回されて、今日一日、僕もだいぶ迷めい惑わくしたんですから。あれにはいったいどういう意味があったんです？」


「…………」


　右京は横おう柄へいに顎あごを使って、自分の横にある物を示した。それはマスターが〈今日のおすすめメニュー〉を書くのに使うような小さな黒板だった。そこには〈星詠み〉のお品書きが記しるされている。


『耳寄りの話……￥五〇〇


　ちょっといい話……時価


　なんか気になる話……売り切れ』


　見ただけでは何の役にも立ちそうにないメニューである。大作はとりあえず『耳寄りの話』を買うことに決めて財さい布ふを取り出したが、右京がチョークで〇を一つ書き加えたのを見て、慌あわてて指で消した。右京はチッと舌打ちをする。


「はい、五百円」


　大作が硬こう貨かをテーブルに置くと、右京は人差し指をクイックイッと動かして、耳を近付けるように要求した。大作がテーブルに身を乗り出すと、右京は口に手をそえてボソッと呟つぶやいた。


「──今年の秋、日本に魔ま王おう降こう臨りん」





　　　　☆





　ＶＩＰ専用の高速エレベーターが最上階に到着した。


　音もなく開いた扉とびらから歩み出た〈銀ぎん狼ろう〉ジョニー・マクガイアは、換かん気きと消しよう臭しゆう処しよ置ちの行き届とどいているはずのペントハウス内の異い臭しゆうに、わずかに表情を曇くもらせた。


　空気に濃のう厚こうに溶とけているのは、アルコールと香こう水すい、そして女の体たい臭しゆうだった。


　このペントハウスの主人は、もう一カ月もの間、美女をはべらせて酒を飲み続けている。身体が壊こわれないのも不ふ思し議ぎだが、主人の側そばを離れようとしない美女たちも不思議だった。よほど居い心ごこ地ちがいいのだろうとジョニーは漠ばく然ぜんと理解している。


「失礼いたします」


　ペントハウスの広間に入っていっても、気けだるげに寝そべっている美女たちは誰だれ一人としてジョニーに目を向けようとはしなかった。壁かべ一面もある大きな窓ガラスにもたれ、眼下に広がるニューヨークの夜景を肴さかなに悠ゆう然ぜんと酒杯を傾けている男も同様である。


「ユーリ・カッシュの報告書は読まれましたか？」


　ジョニーは単たん刀とう直ちよく入にゆうに用件を言った。応答なし。


「私の見たところ、南雲慶一郎の格闘能力はまだまだ未知数に思えます。あの男は取っておきの切り札ふだを隠かくしている……そんな気がしてならないのです」


「……くだらねえ話はよそうぜ。酒が不ま味ずくなる」


　男から初めて返事があった。若いのか年寄りなのか、それすらも分からない声こわ色いろである。


「ユーリじゃ勝てねえのは最初から判わかっていたさ。まだまだほんの小こ手て調べよ。しかし……奴やつめ、思ったよりも腕を上げていやがる。〈神威カムイの拳けん〉を極きわめるのも案外、そう遠い未来の話でもないかもしれねえな……」


「〈神威の拳〉を極める……？」


「聞くな。てめえに説明したところで判りゃしねえ。そう慌あわてなくても、時間はたっぷりあるさ……てめえのご主人様だって、まだ棺かん桶おけから出てこれねえんだろ？　こっちの送り込んだ刺し客かくがあいつを倒しちまってもいいのかい？」


　今度はジョニーが黙だまる番だった。


「なあに、まだ時間はある……十分とは言えねえが、足たりないわけでもねえ。そう、秋までにはな……ゆっくりやればいいさ」


　男は酒杯を床ゆかに置くと、口笛のような鋭するどい呼こ吸きを吐はいた。あぐらをかいて座すわる男の身体に、金色の鱗りん粉ぷんのようなものがまとわりつく。


「舞まってみるか？」


　男が片手を軽く振るうと、広間の空気が渦うずを巻き、美女たちが手すさびで作っていた無数の紙の蝶ちようが舞い上がった。酒のラベルをちぎって作られた色とりどりの蝶が、まるで生きているかのように羽根を打ち振り、吹き抜けの天てん井じようまで飛ひ翔しようしていく。


　蝶の乱らん舞ぶの中で酔よい痴しれたように踊りはじめた美女たちの姿し態たいを眺ながめながら、男は再ふたたび酒杯を傾ける。


　その口元には、底抜けに明るく無む邪じや気きな笑みが浮かんでいた。






　あとがき







　ウィ～ッス！　とりあえず幼児惨殺でもしないことには人間扱あつかいしてまともに話も聞いてくれないような腐くされた現代に生きる、ブロイラー化されつつあるノーフューチャーな少年少女たちよ、ウソでも元気にしちょったかね？


「つい最近まで、自分がかつて哲てつ学がく科かの学生だったことをすっかり忘れていたお気き楽らくな男」──雑さい賀が礼れい史じが懲こりずにやってしまいました!!


　前回でレギュラーキャラが出で揃そろい、第三巻にしてようやく話が回り始めたという感じで（お……遅い！）、おかげで精神的スタミナを要求されて大変でした。一、二巻の頃はまだ勝かつ手てが判わからず手て探さぐりで書いていたので神しん経けいが疲つかれたわりに不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようだったため、あとがきを書く時点での精せい神しん状じよう態たいが我われながら驚おどろくほどブルーだったのですが（～だ・である文体がその証しよう拠こ）、今回は久ひさ々びさに一冊分を書き上げたという充じゆう実じつ感かんから少々ハイになっております。


　躁そう状態であることを断ことわって書きますが、いや～すいません……誠まことに申し訳ないことに、今回も傑けつ作さくです。ナニがどうとは言えませんが、だいたいそのような感じになっているようです。


　二巻では「目の前で朗ろう読どくされると悶もん死しする」シーンがありましたが、今回はもはや限界を超こえました。悶もん絶ぜつするヒマもなく心しん臓ぞうが停てい止しして仮か死し状じよう態たいになります。だったら書かなきゃいいのにとか言われそうですが、本人に書くつもりがなくても小説の神様（悪あく魔まかも）が降おりてきてこの手が勝手に書いてしまうのでどうしようもないのです。しかし、激げき甘あまメロメロの恥はずかしー部分を臆おく面めんもなくさらすところに小説の神しん髄ずいがあると思うのですが、どうでしょう？　ダメ？


　では、お待ちかねのクイズの正せい解かいを発表しましょう。


　問題は、〈草[image: ]静馬のキャラクター造ぞう形けいの際さいに参さん考こうにした格闘ゲームの主人公とは誰か？〉というものでした。ジャンルがやや一般的になったせいか（それでもマニアック）けっこううたくさんのお便たよりをいただきまして、どうもありがとう。


　正解は、ご存じＳＮＫの看かん板ばんゲーム〈キング・オブ・ファイターズ〉シリーズの『草くさ薙なぎ京きよう』──ではなく、データイーストの〈ファイターズヒストリーダイナマイト〉の『溝みぞ口ぐち誠まこと』でした～！　さあ正解者は……と、あれ？　え～っと……あらら～、なんとまたもや正解者ゼロ!?　いや～残ざん念ねん……って君たち、簡かん単たんに作者の罠わなにはまりすぎ!!　だいたいにおいて正解が草薙京なら名前とイラストから短たん絡らく的てきに推理できるので、わざわざ五つもヒントは出さないでしょ？　逆にヒントが五つもある段階で「これは怪あやしい」と気き付づくかな～と思ったのですが、何の疑うたがいもなく解答は『草薙京』で全員一いち致ちしていました。ああ～甘い！　甘すぎるぜ諸しよ君くん！　ソー・スイート!!


　ところで「溝口誠？　誰やねん、それ!?」という人はサターン版のゲームがでているのでチェックしてみましょう。実は二巻が出る十日前というスルドイ時じ期きに発売されたので「ヤバイ」と思ったのですが、余よ計けいな心配でした。


　読者の不満顔が想そう像ぞうできるので解説しておきましょう。静馬というキャラクターの初期のコンセプトは──


　[image: ]ケンカ番長　[image: ]ガラの悪い関西弁　[image: ]とにかく暑あつ苦くるしい


　……の三つで、それこそ昭和三十年代からやって来たようなバンカラ番長をイメージしていました（当然ながら長ラン＆下げ駄た履ばき）。ところが主人公の慶一郎がそもそも大人の男なので、二人が対決するシーンを思い浮かべてみると、「男臭くささムンムンの野や郎ろう同どう士しで闘って……それって楽しいのか？」という基本的な問題にハタと気付き、「これはもうハンサムにするしかあるまい！」ということになったわけです。もしも当初の設せつ定ていのままで話が進んでいたら、タイトルはおそらく『リアルバウトハイスクール』ではなく『魁さきがけ!!　花の大門高校』とかになってて、慶一郎は十年以上も学園に君くん臨りんしている伝説の総番長になっていたかも知れません（んなワケねえ）。


　結局のところ、基本設定はそのままで外がい見けんだけ美び形けいにしたら、なぜか自然と草薙京に似てきてしまった……というのが偽いつわらざる真しん相そうです。名みよう字じが『草[image: ]』なのは静馬という名前に合う名字をあれこれ探した結果、クサナギ・シズマという語ご呂ろがあまりにぴったりきたためで、京と区別するためにあえて一字違いにしたのでした。ちなみに初期の構こう想そうでは静馬もガンガン飛び道具を撃っていたのですが、これも慶一郎と単なる撃ち合いになるんじゃつまらん、という理由と〈神威の拳〉の使い手としては未み熟じゆくという設定から「エネルギーをぶちまける」タイプの必殺技になったわけです。


　また、なにゆえに静馬が「虎とら」なのかと言うと、ぶっちゃけた話、主人公の慶一郎が『心こころ優やさしき無む敵てきの龍りゆう』ならば、やはりライバルの静馬は『誇ほこり高き最強の虎』であろう──という単たん純じゆんな理由からです（このコピーにニヤリとする読者が何人いるかな？）。


　とまあ、普通はあまり語らないような裏うら話ばなしをあえて書いてみましたが、要は一人のキャラクターが出来上がるまでには様々な紆う余よ曲きよく折せつがあるということです。小説の登場人物はすべてが作者の分身であり、あるいは願望であり、または一つの可能性であり、そしてそれらが混こん然ぜん一いつ体たいとなった「何か」でもあります。さいわい静馬は作者も知らない間にドンドンいい味を出しつつあるようなので、どうか他の連中ともども末すえ長ながく可か愛わいがってやってください。





　さて、今夏のクイズですが──少し不ふ都つ合ごうがあります。この第三巻が出る十一月の下げ旬じゆんには、すでに次の第四巻を書き上げていなければならないという過か密みつスケジュールのため、出題してもあとがきを書くまでに解答が間に合わない可能性があります。もし第四巻で発表できない場合は五巻に回すことになるでしょう。では問題──


〈Ｑ：第十五話で静馬が美雪にプレゼントしたクレーンゲームのぬいぐるみのキャラクターは何か？〉


　今回のヒントは以下の三つ。




[image: ]孤こ独どくな薄はつ幸こうの美少女である


[image: ]外見は可か憐れんだが実は超ちよう越えつ的てきな存在である


[image: ]黒いソックスをはいている




　モトネタは歴史的な大ヒットアニメなので、まず間違いなくほとんどの人が正解にたどりつくものと確かく信しんしています。前回の予告通りドラゴンマガジン本誌の連載も始まっているので、文庫はもちろんそちらの方の感想もクイズに関係なく随時募集しております。


　このあとがきを書き終えたらすぐに四巻の執しつ筆ぴつに取り掛かかるのですが、実は現時点では頭の中はカラッポ！　いくつかのアイデアがある他はな～んにもネタが出来上がっていない状態で、例えるなら「ステーキを注文されてから牛を殺しに行く」ような気分です。正直言って途方に暮れております。とはいえ[image: ]年のシメなので、ま～なんとか頑張ってみましょうか（わりと無責任ぎみ）。


　てなわけで、ドラマガ本誌と来年の文庫でまたお会いしましょう。


　では、また。







　　　平成九年十月十七日
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「第十四話　インターミッション：先生を休む日」




　　　月刊ドラゴンマガジン[image: ]年４月号
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リアルバウトハイスクール３





雑さい賀が礼れい史じ
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